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結 核 寡 門 雑 誌
5璽r■■■■■■■■闇圏■■■■■D

Beitr置gezurKlinikderTuberkulose85B飢d6Heft

● 業 痢 トシテ ノ看 謹 員 ノ網 穫

Kreuser,F.:DieTuberkulosede8Pflegepersonals

alsBerufskrankheit.

看 護 員 ノ結 核 柵 病 率 二封 ンテ ノ・、 看 護 員 ノ 検査 ト選

揮 、 看 護 人 自 身 ノ傳 染懐 防 ノ注 意、職 場 ノ衛 生 施 般 ノ

完 備 、 健 康 條 件 二適 ス ル鼻働 規 定 ノ決 定 、罹 病 保 瞼 法

ノ實施 ヲ必 要 トス。(東 京 市療 矢 部 升 抄)

爾 人 ノ勢働 卜結 穫

Hofbauer・F且atzeck,Alfred:FrauenarbeitundTuber.

kulose.

嬬 人 ノ死 亡 率 ・・,男 子 二比 シテ10歳 乃 至30歳 二於 テ

多 ク、特 二田舎 二於 ケ,レ嬬 人 ノ結 核 死 亡 率 ノ高 キ コ ト

ヲ示 シ、國 民 衛 生 上 嬬 人 二封 ス ル結 核 防禦 施 設 ノ必 要

ナ ル コ トヲ違 プ。(東 京 市療 矢 部 升 抄)

結 核 ノ血 清 胎 断 新 法

Meinicke,Emst:EinenρueMethodezurSerodiag・

nostikderTuberkulose.

結 核 菌 胆 ノ水 「エ キス トラ ク ト」及 ビ 「ア'レコー ル エ キ

ス トラク ト」ヲ免 疫 元 トス ル浮 游 反 感 ヲ、 遠 心法 、 若

クノ・顎 微 鏡 槍 査 法 ニ ヨ リ短 時 間 二結 果 ヲ 列 定 ス ル方

法 二就 テ述 べ、本 法 力●結 核 ノ臨 休 的診 噺 二偵 値 多 キ血

清 診 噺 法 ナ リ ト述 プ。(東 京 市療 矢 部 升 抄)

胸 部臓 器 ノ「レン トゲ ン」動 態 鷹 眞

vonderWeth,G:DasR6nagenbewegungSbild伽

Brustorgane。

「レ ン トゲ ン ・キ モ グ ラフィー」ニ ヨ〃儘 壁 肋膜 ● 横 隔

膜 肋 膜 、 葉 間 肋 膜 ノ癒 著 像 二就 テ遽 プ。

(東 京 市療 矢 部 升 抄)

小 見 期 二 於 ケ ル 艦 質 卜紬履

Klare,Kurt:KonstitUtionundTuberkuloseimKin・

desalte『.

家 族 歴.前 病 歴 卜、 饅 質 ヨ リ見 タ ル現症.即 チ刺 競 二

封 ス,レ各 臓 器 ノ反 感 ノ諸 症 賦 二就 テ遽 プ。

(京 京 市療 矢 部 升 抄)

成 人 呂於 ケ ル瞳 質 卜結 楼

Diehl,K:KonstitutionundTuberkUlose㎞Erwa.

chsenalter.

糖 尿病 ト結 核 レノ 騙 係 、 無 藪 力性 盟 質 ト結 核 トノ闘

係 、 璽 生 見 ト結 核 ト ノ■ 係 二就 テ蓮 プ。

(東 京 市療 矢 部 升抄)

結 穫 相 談 所;於 ケ ル 盤診 ノ實 施 呂 就 テ

Krusch,H.:DurchfOhrungderiirzthidhenUntersgi・

chunginderTuberkUlosefirsorgestelle.

開放 性 結 核 患 者 ト、 ソ ノ周 園 ノ調 査 、「レ ン トゲ ソ」ノ

連 績 的 愉査 ノ必 要 ナ ル コ トヲ訊 ケ リ。

(東 京 市療 矢 部 升 抄)

Revuedelatuberculose50SqirieTome2N。11936
●

巴里 見 童 ノ結核 初 感染 年 齢 ニ ツ キ

P.LerebOnllet.H。Gavois,P.Pasquier:L'agedela

primo・infeρtiontuberculeusechezl'enfantparisien

1933年 一1934年 二托 見 所 二於 テ健 康 ト見 ラ レル4歳

一14歳 迄 ノ者1143人 ニ ピlvケ ー反 慮 ヲ行 ツ タ所432

人 ノ陽性 者 ヲ見 タ 内課 ・・

年 齢 人 数 ピ反 磨 陽性%
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托 見所 ノ層療 施 設 二攻 容 サ,vテ 居)vSi童365人(結 核

患者 モ居JV)中 デ ノ・180人 陽 性 デ内 謁 ハ

年 齢
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之 ヲ考^テ 見)v=健 康群 デ ハ1ハ6歳 マ デ ニ陽性 ト

ナ リ11・a・vデ ニ牛 数 陽 性 トナ'レ、14歳 ニナ,レ ト芽2・

感 染 ヲ受 ケタ事 ニナ ル。

不 健 康 群 ハ之 ヨ リー般 二陽性 ガ多4、 是 等 ヲ約7年 前

ノMiocheノ 統 計1924--1926年 ノLesn6ノ 統 計 二比

ス1レ ト4歳 二於 テ彼 等 二依 ル ト45-42%二 及 ビ6歳

一4歳 デノ・50%-60% 、6歳 一10歳 デ ハ60-70%、

10-14歳 デ ノ・87-78%ニ モ及 プ、L,illeノ パ ス ツ ー

]v研 究 所 ノGrysez,Letulle/1912年 ノ調 査 デ ノ・

5歳 一2歳 デ50%デ ア ツ タ、之 ヲ見 ル ト幼 年 期 感 染 が

減少 シテ來 テ居 ル事 が分 ル。之 ハ結 核 豫 防施 設 ノ豪 蓮

ニ ヨ リ早期 壁 見 ニ ヨル 患 者 ノ 攻容 人 工氣 胸 法 ニ ヨル

外來 患 者 ノ有 菌 性 喀痩 ノ減 少 等 ガ考 ヘ ラ レル。

(今 村 内 科 梅 谷 抄)

肺 結 楼 患者 ノ血 清 蛋 白 辱衡(特 二徽 膏、 「マ ラ リ

ヤ」ヲ俘^ル モ ノ昌 於 テ)

A.L6vi-ValensiR.Gille:L'6quilibreprotidiquedu

s6rumch。zlestuberculeuxputm・naires(particulie

rementchezlestubereuleuxsyphilitiquegonPalu・

d6ens).

50人 ノ肺 結 核 患 者 中徹 毒 ヲ件 ・N1レ者14人 、 「マ ラ リ

ヤJe件 へ'レ者18人 、雨 者俘^'レ 者8人 昌 ツ キan査er

タ、 健 康人 デ ・・著 者 ニ ヨ'レト血 清蛋 白70-80%、 「ア

lvプ ミン」40-50%、 「グ ロ プ リ ソJ25-30%デAlbl

Grob・ ・1.2-2ヲ 正 常 債 ト員タ。 結 果 ハ 全盟 ト ヴテ

電 症 二移 行 ス'レ程Alb/Globハ 減 少 ス ル カ●之 二 ・・例 外

が 多 イ。結 核 病 墜 ノ巡 退 ト卒 行 セ ヌ事 が ア ル ト云 フ事

實 ガ實 用 ノ邪 寛 ヲス ル ト云 フ諸 家 ノ意 見 二賛 成 ス ル.

徽 毒 、 「マ ラ リアJノ 何vカ ヲ合 併 セ ル モ ノデ ハAlb1

Globノ 愛 化 ・・來 ナ イ カ'雨者共 二合 併e)レ モ ノデ ・・減

少 ヲ來 シテ居 ル。(今 村 内 科 梅 谷 抄)

歯 牙 三 關 係 セ ル ロ腔 結 穫

BoBurman,EricJonsson:Latuberculosebuccale

danssesrelationavecl,apPar6ilclentaire.

著 者 ・・15例 ノ ロ腔結 核 ヲ観 察 ・ys.ス ベ テ検 査 材 料

昌ハ 上 皮檬 細 胞 巨大 細 胞 等 ノ結 核 愛 化 ヲ誼 明 シ得 タ

が共 ノ内3例 デ ハ菌 ヲ詮 明 シタ。之tミ デ ノ・徽 毒 ト匠

別 ・yreイ"'Wa一 氏 反 慮 既 往 症 ノ關 係 ヨ リ我 々 ノ例 デ

ハ確 實 ナ リ ト考 ヘ ル。

1例 ハ血 行 性 二 來 タb考 ヘ ラ レル モ ノデ 上 右 第 二 臼

歯附 近 、左 上 門 歯 附近 トニ2個 ノ窃 豆 大 ノ病 巣 が ア ツ

タ。當 時喀 廣 中 二菌 ヲ謹 明 サvナ ソ ダガ2ケ 月 後 二血

行 散 布 型 ノ肺 結 核 ガ登 見 サ レタ。6例 ハ騙 歯 ヲ抜 イ タ

後 二起 ツ タ者 デ ア ル、5例 ハ粘 膜 下 二膿 傷 ヲ形 成 シ1

例 ノ・結 核 性 歯 根 骨 膜 炎 デ ア ル。

兎 二角 診 噺 二 恥検 鏡 が大 切 デ 豫 後 ノ・一般 二 良 好 デ ア

ル歯 ト關 係 ノア)vモ ノハ特 二 良 好 デ3例 ハ 完 全 二治

癒 ・;z、2例 ハ可 成 リ良 ク ナ ツ タ。 焼 灼、Para・mom・

chlorphenol,乳 酸 ノ腐 蝕 力●ヨ イ。

一(今 村 内科 梅 谷 抄)

Revuedelatuberculose5。S6rieTome2・N。21936

億康 肋 腔=「 ゴ メ ノル 」油 大量 注 入 ニ ヨ リ誘 獲 サ

レタ肋 膿 炎 笈 廠

R.CourtoisPeBonamisJ.Leclercq:R6actionspleu-

n6tiquesprovoqueesparinjectiovsMassivee,enp16ure

・saine,d,huilegom6no16e. ,'

著者等 ハ25例 ノ氣 胸 患 者 二行 ヅ タ成 綴 デ アル。 患 者

ハ何vモ1-2ケ 月肺 萎 縮 が アツ テ 活 働 ノ状 態 ヲ績 ケ

テ居 ル 者 デ有 熱 、有 菌 性 喀 疾 、 咳 歎 ヲ訴 ヘ テ居 ル が大

部 分 ハ癒 著 ノ タメ不 完 全氣 胸 デ ア ル。 方 法 ハ5%ノ

「ゴ メ ノー1レ」 油 ヲ第1同 二200qa肋 腔 二入v 、2-3

同 デ全 量600二 達 セ シメ ル。 「ゴ メ ノ ール 」油 ハ10--

15%デ モ ヨ イ。 危 瞼 ト・yテハ肋 腔 カ ラ肺 ノ方 二 穿 孔
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が起 」レ寮 、Paehyplennite(硬 肋Pt炎 一一弗 常 ナ肋膜 ノ肥

厚 ヲ起 ス肋瑛 炎)が 起 ッ テ肺 ノ完 全 ナ再 櫨 張 が 出來 ナ

イ ト云 ハ レテ居 ル が、者 者 ハ穿 孔 バー 同 モ ナ イが肋 膜

ノ肥 厚 ヲ起 シテβ 二 肺 櫨 張 ヲ 妨 ゲ ル例 毫 有 得'レ ト云

フ。 肋 膜 下 縞 節(肋 膿 感 染 ヲ起 シ易 イ)ノ アル揚 合 此

ノ方 法 ハ危 隙 ノ櫛 二考 ヘ ラ レル が、共 ノ危 瞼 サ バ活 働

性 諾 核 がア ツ テ 何1聯肋 膜 感 染 が起9レ カ 分 ラ ナ イ ノニ

何 モ セ ズ ニ放 醗 ス,レ鵬 二比 較 ス レバ聞 題 デ ハ ナ イ。反

尉 昌油 ノ注 入 ハ肋 膜 感 染 臓 防 ノ意 味 ヲ有 ス ル。肋 膜 癒

著 ヲ起 ス事 が ア ル カ●我 セ ノ1脛験 デ ハ 大 シテ邪 蹴 ニ ハ

ナ ラナ カッ タ。 瀧 出液 ノ出 ル 事 ガ アル ガ無 菌 デ2--3

同 ノ穿 刺 デ無 クナ ル。 之 ・・安 静 ヲ守 ラヌ轡 合 二多 イ。

漫 出液 ノ濃 性 ノ ハ 見 ナ カ ツ タ。一 般 二喀 痕 ノ減 少、 空

洞 ノ縮 小 、 熱 下 降 、 一 般 状 態 ノ改 良 等 が見 ラ レタ。

(今 村 内科 梅 谷 抄)

血 球 沈 隆 ト血 液 粘稠 度

MichelBernou:SedimentationglobulaireetVisco・

sit6sanquine.

措者ハ血批速度 卜血液粘稠度 ノ欄係 ヲ調査va所tt

降速産 が早ケレバ早イ糧粘欄燦 ガ弱イ事 ワ釦ソタ。粘

稠度 ヲ左右スル因子 ヲ考フル昌血壕,血 漿、温度箸ガ

ア'レ。温痩が上ルト ・般二液燈 ノ粘欄度ハ下,レ,叉血

球浮海液ノ粘稠度ハ浮瀞セル血球 ノ量昌■係スル.即

チ血球 が少ク レバ粘稠度ハ下ル.血 察 ノ窟度ハ粘稠度

ヲ左右ス1レ.

節 チ血沈遽度 ヲ左看スル因子ハ皆血液粘欄度 ヲ左右

スル囲子デアル。(今 村内科 梅谷抄)

海製昌於ケル石艇東畷入蟹駿

G.IchokV.Glamer:Recherchesexp(SrinMpntalesslr

rinhalationdelapon55iむredeC㎞ 由onpaflecoha

ye・

著 者ハ特殊ノ塵芥吸入襲置ヲ作ソテ責験 昌用 ヒタ.炭

末吸入後動物 ヲ屠殺 シテ肺 ヲ固定 ヴ染色槍鏡 シテ麗

野内ノ炭末 ノ多量ニヨリ成績 ヲ列定 ンタ.左 騨ハ右算

ヨリ肺下部ハ他 ノ部分ヨリ炭末 ノ沈著多ク又級入蕗

間二比例 シテ沈著ハ多イ。(今 村内科 梅谷抄)

TheAmericanReviewofTuberculosisVolXXXINo.41935

肋 膜 「シ ヨ,ク 」

Chas.HartwellCocke:PleuralShock.

全 米結 核學 會 ニ テ 本 問 題 ノ・簡 翠 ナ ル 報 告 二 接 シタ ル

ノ ミナ ルノ・余 ノ奇 異 二 感 ズ,レ底 デ ア ル。 元 來 人 工 氣

胸 、肋 膜 穿刺 等 二際 シテ惹 起 サ レル肋 膜 「シヨック」ノ・

1864年Roger二 佐 ツ テPleuraleclampticfitト 命 名

サ レタ モ ノデ ア リ、 後肋 膜 「シヨック」ノ・Pleuralreflex

syncope或 ・・Airembolism等b呼2c1!テ 居 ル モ ノデ

ア ノレ。

共 症 状 ヲ簡 軍 二言 フ ト、 不 快感 、胸 部 ノ痒 痛 或 ハ緊 縮

感 、 心 臓 性 呼 吸 障 碍(時 二肺 水 腫)、 痙 攣 性及 ビ措 搦性

ノ筋 肉牧 縮、 意 識 喪 失 等 デ ア リ、時 ニノ・死 ヲ來 ス 事 サ

ヘ ア'レ。 其 搬 ノ・著 者20年 ノ搬 中7㎜ 一8㎜ 同

ノ人 工氣 胸施 行 デ、輕度 ノモ ノ2同 、 中 等度 ノモ ノ1

回 、高 度 ノモ ノ1同 ヲ見 テ居 ル。 多 ク ノ統 計 ノZF均 ヲ

Nレb約10,000回 二2--3同 ノ割 合 ニナ,レ.Frommer

トDemole)脛 験 二UtJVト30萬 同 ノ人 工氣 胸 施 行

ノ内63例 二於 テ肋 膜 「・yヨック」 ヲ起 シ共 内5例 二死

ヲ來 ・y、他 バ ー過 性 ノ モ ノデ ア ツ タ。即 チ死 亡 率 ハ10

%以 内 デ アJtz。・而 シテ共 内213以 上 二麻 癖 、 局灘 、 偏

擁 、失 語 等 ノ限 局 性 艸 経 障 碍 ヲ認 メ タ。 其 等 ハ廠 禰 様

戦 作 或 ハ 失 明 ヲ件 フ事 モ ア リ俘 ハ ナ イ事 モ ア ツタ。是

等 ノ障 碍 ノ・殆 ド纏 テ 早 キ ハ 数 分 蓮 キ ハ1ケ 月 デ清失

シタ ト言 フ。著 者 ノ経 験 デ バ カ ・ル症 歌 ヲ來 シタ モ ノ

ノ・一 例 モ無 イ。

此 現 象 ヲ設 明 ス ルβ 二考 へ得'レ 道 ガニ ツ アレ。一 ハ 空

氣 栓 塞 デ ア リ、 他 ノ・眞 ノ意 味 ノ 肋 膜 反射 性 暇 死 デ ア

ル。然 シ肋膜 腔 洗瀧 或 ハ排 膿 管 ノ交 換 等 二際 シテ モ類

似 ノ症 状 が起 リ得 ル ガ、叉 人 間 及 ピ動 物 ノ肺 脇 内 二空

氣 ヲ注入 シテ モ起 ラ ナ イ事 等 二依 ツ テ.著 者 ハ空氣 栓

塞 が絶 無 トハ 言 ヒ得 ヌ迄 モ其 が肋 膜 「シ ヨリク」ノ唯 一

ノ原 因bノ ・考 ヘ ラvヌ ト論 ジbSirTbomasLewis/

Vaso・vagalattackS及 ビWeiss/Vag"vagalreflex

トノ間 ノ相 似 性 カ ラ肋 膜 「シ ヨワク」ノ本 態 ヲ反 射 作用

二求 メ テ居 ル。(宇 多 野 内藤 抄)

黒 奴 、小 見 問 ノ結 楼

殊 二 本 疾 患 二 鮒 ス ル 彼 等 ノ抵 抗 力=■ シ テ

J・Donnelly:TubercurosisamongNegreChildren・

withSpecial.ReferencetotheirResistaneetothe

Dise8se.

黒 奴 ノ結 核 死 亡率 ハ 白人 二比 シテ高 ク 、且 年 卜共 二減

少 ス ル傾 向 モ劣 ツ テ居eV。,此 現 象 ～訊 明 トor・テー般 二
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民族的惑受性及先天的或 ハ後天的免疫 が奄ヘラレテ

居,レ。慮 ガ黒奴ノ結核ヲ澱密二観察スルト、結核菌毒

嚢 二封スル黒奴ノ抵抗力ハ決 シテ白人二劣ツテ居ナ

ィ事 ヲ認 メ,レノデアル。白人小見二比 シテ黒奴小見二

・・重症肺結核 ザ蘇二多イトハ言^ナ イが、身儘各部ノ

轍巴性及血行性轄移ハ離二白人ノ小見ヨリモ多イ。從

來之ヲ免疫性ノ無 イ慮^感 染 シタ結果 ダト醗明シテ

居タガ、事實ハ黒奴小見モ白人小見 ト同ジク屡 く繰返

サレ,レ感染二封 シテ充分 二抵抗 ジテ居ルノデアル。

黒奴小見ノ結核感染機會 ノ頻度ヲ知iV嬬 ニハ、黒奴成

人ノ赦養状態及癒境 ヲ考^ネ バナラナイ。彼等ガ奴隷

デ アツタ時代ハ彼等ハ共所有圭ニ トツテー種 ノ財賓

デ アツタカラ、其生活状態 モ良 〃、結核死亡率モ亦白

人 ト除 リ愛 ラナカツタノデアルが、開放サレテカラハ

.生活ノ條件が頓二悪 クナツタ鴛 二結核死亡李ハ俄二

上昇シタノデアツテ、今 日幾分良 クナツタカ。猴白人 ヨ

リ・・遙二劣ツテ居ルノデアル。加 フルニ彼等 ノ無智無

教養、肉饅的違和二封スル無關心性ハ如上 ノ結核二關

ス,レ特種状態 ヲ助成 シ、更ニー般経濟界 ノ不況ハ下層

鼻働者タノレ黒奴二最モ深刻 ナル脅威ヲ與ヘテ此 ヲー

屠悪化 シテ居ルノデア,レ。

1黒奴ノ成人型結核ノ進行ノ早イノハ事實デアJV。而 シ

黒奴小見ノ可成進行 シタ成人型結核 ト錐モ適當 ナル

.治療二俵ツテ相當生命ヲ長ク保チ得ルモノデアル事

ヲ著者ハ實例二就 テ設明 シテ居ル。

・i欠二著酋ノ・1932年 二白人學童1259人 、黒奴學童400

一人 二就テi欠イデ1934年 ニノ・白人學童2248人 、黒奴學

童408人 二就テマソbウ 氏反慮(0.1mgm.皮 内注射)

ヲ試ミタ結果ヲ報告 シテ居JV。 共二依 ル ト2年 ノ内

二白人學童 二於テノ・十1及 十2二 封 ・yテ十3及 十4が

著 シク減少 シテ居]v;'係 ラズ、黒奴デノ・+3及 十4ガ

元來多ク、然モ増加ノ傾向サへ見ルノデアル。著者ハ

之 ヲ以テ再感染 ノ頻度大ナル事 ノミナラズ、新 シイ感

.染ヲモ意味スルモノ ト解葎 シテ居ル。且是等小見 ノ内

ノー定数二就テ肺臓ノ「レソトゲソ」鳥眞 ヲ撮 リ、必要

アレバ其経過ヲ追 ツテ研索 シ、充分治療傾向ノ現 レル

事ヲ明ニシ、黒奴ハ決 シテ結核菌二封ヌル抵抗力 ノ弱

イ民族デノ・無イ ト結論 シテ居ル。且一ヰ般二初感染が再

.感染二封スル防禦力 ヲ生盟二生Vシ ムト言フ考二i野

シ テ疑問 ヲ抱 イテ居ル。(宇 多野 内藤抄)

肺結楼症二於ケル胃液酸度

(20歳 ヨリ ⑳嶺迄 ノ椥 名ノ憲者昌就 イテノ研
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廃)

IrvingGrayundJacobMelnick:GastricAcidityin

PulmonaryTuberclosis.

青 年納 核,M・1》 瀕 鍍 ・・鮪 髄1年 カ ラ4年 ノ

期 間 内 デハ 、約 三 分 ノー 昌低 酸 症 ヲ約 四分 ノー 二無 酸

症 ヲ認 メ ♪レ。 約 牛 鍛 ハ常 二正 常 ノ酸度 ヲ示ere居 ル5

之 ヲ性別 カ ラtUlvト 、男 息 者 デ・・6年 ノ纏 過 中、 牛 数

強 ノ者 ノ・正 常値 ヲ示 シ、約 三分 ノー が低 酸 症 或 ハ無 酸

症 ヲ來 タ シ、 女患 者 デ ハ共 三 分 ノー が正 常 値 、三 分 ノ

ニ ハ低酸 若 〃ハ無 酸 デ アル。
　

荷是等患者ノ大多倣 二於 テ胃内容物中二結核菌 ヲ蜜
　

見 シ且 酸 度 ザ低 下 ス レパ ス ル程 、結 核 菌鱗 見 ノ頻 度 モ

大 トナ ル ノデ ア'レ。最 後 二 胃酸 症 状 ハ男 ヨ リ女 二多 ク

見 ラ レ、 且 大 抵 ノ・早 期 二始 マ ル。

(宇 多 野 内藤 抄)

固 腫 培 養 基 内 呂 於 ケ ルMycobaCt●riumtubero

losisノ 表 面 下 狡 育

J.M.ThuringerandH.W.Buttler:Subsu㎡aceG・

rowthsofMycobacteriumtuberculosisinsolidCu1・

tureMedia.

結 核 菌 ノ形 態 が種 々デ ア リ、又 共 耐 酸 性 ト毒 力 ト相 闘

的 可 能 性 、或 ハ濾 過 性 菌 鎧 ノ存 在 等 二關 ス ル研 究 ハ可

ナ リ古 イ者 デ ア ル が.思 フニ是 等 ハ結 核 菌 ノー 生 涯 中

ノ各 時 期 二於 ケ ル 現 象 ヲ部 分 的 二見 タ 者 グ ラ ウ。自分

が菌 盟 二關 ス ル槍 索 ヲ行 ツ タ結 果 ハ 次 ノ檬 ナ 者 デ ア

,レo

各 種 固 饅 培 養 基 内 二於 ケ ルMycobacteriumtubercu-

10sisノ 表 面 下曇 育 ノ・大 ナ リ小 ナ リー 定 シタ現 象 デ ア

'レo

爾此生物 ガ色々ナ風 二其猿境二順慮 シテ行 ク事ガ明

ニナツタ。(即 チ酸素濃度 ノ條件、基質ノ反慮、温度、

漏度、及 ビ自勇ノ新陳代謝産物 二俄 ツテデァル。)

我 々ハ又此生物 が色々ノ形デ壁育 シ、数種 ノ相 ヨリ成

ルサイクルヲ経ルモノデアル ト信 ズル人々 二賛成ス

ル。但我 々ノ・如何ナル要件が是等ノ愛化 ヲ惹起スルカ

ヲ展示スル事・・出來 ナイノデノ・アルが。

此抗酸性菌 ノ培養基上ニテノ振 がリ方、蛇 ビ方、及抗

酸性ハ使用二供 シタ培養基ニヨッテ異ナリ・・スルガ、

共大部分が表面下二豪現サ レル事ノ・興味深 ク、特筆二

値ス2V。即r向比事ハ此表面下壁育ガ表面壁育 ヨリノ・組

織内ノ壁育状態 二封 シテ』リ'近イ相似性 ヲ持ツモノ

デノ・無カラウカ ト言フ問題二導クカラデアル。
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(oj{多 野 内 藤 抄)

下 水 及河 水 中 昌於 ケ ル繍 履 薗 ノ生 存 力

chesterRhines:TheLongovityofTubercleBacilli

inSewageandStream・water.

結 核 菌 ノ汚 物 中 昌於 ク,レ生 存 力 或 ハ 他 ノ 微 生 物 トノ

共 存 状 態 昌於 ケ ル生 存 カ ノ研 究 ノ中 、ヨク使 用 サ レル

島 型531詰 核 菌 が弧 ク 汚 染 サ1ノタ 液 憧 中 二 長 期 間生

存 シ得 ル事 ガ認 メ ラ レテ居 ル。此 研 兜 方 法 が下水 及 河

水 中 二於 ケ'レ結 核 菌 ノ死 亡 申 ヲ研 紫 ス ル ニ 適 ヴ ナ居

ル ト思 ハ レタ ノデ 、同棟 ニ シテ紹 核 蘭 ヲ下水 及 河 水 二

植 ヱ テ共 生存 カ ヲ三 ケ 月 二瓦 ッ テ 樵 衆 ヴ タ ノ デ ァ'レ。

下 水 ハ ニユ ウ盤 二 州 ノニ ≧皇 ∠ 乏 望乙」≧イツ2'

市 ノ下 水 ロ カ ラ、 河 水 ハ レイ リタ ン河 ノ河 中 ノ水 ヲ、

共 ニ ニユ ウ ジ ヤー シー農 學 實 験 所 カ ラ 供 給 ヲ受 ケ タ。

鳥 型531ノ 浮 游 液 ハ 「グ リセ リ ン」加 寒 天 培 養 基 カ ラ
ら
ノ菌 ヲ滅 菌 シタ砂 ト共 二水 中 二振 盟 シテ製 シタ。此 浮

游 液 ヲ以 テ下 水 ト河 水 トヲ同楳 二汚 染 シタ.是 等 ノ試

験 物 ハ20蝿 宛 試 験 管 二容v、 液 ノ深 サ ヲ5吋 トシ、

汚 染 シ ナイ封 照 ノ 下 水及 河水 ト共 二夏 ノ 間 中室 温 デ

暗 慮 二静 置erpt。 ソシテ時 ヲ隔 テ ・共 等4本 ノ試 験 物

ヲ鳥型531ノ 計数 二考案 サ レタ 特 殊 ノ 方 法 二從 ツ テ

卒 板 二延 バ シタ。共 方 法 ハ 先 ヅ各 管 二等 量 ノ2%ノ 苛

性 曹 達 ヲ加^テ 中和 シ10分 ノ後 「ク リス タ ル フイ オ

レツ ト」ヲ含 メ,レ「グ リセ リ ン」加 寒 天 培養 基 ノ上 二延

〆ス ノ デ ア ル。此 方 法 ノ重 要 ナ鮎 ハ 特 殊 ノ稀糧 匠 ヲ作

ツ タ事 デ アJV。 帥 汚染 物 ヲ常 二非 常 二稀繹 ナ寒 天1aα

ヲ以 テ セ ル寒 天 培 養 基 ノ表 面 二櫨 ゲタ ノデ ア ル。蓋 シ

カ ・ル培 養 基 ノ表 層 デ 結 核 菌 ・・最 モ良 ク 駿 育 ス,レ檬

二 思 バ レル。

培 養 基

「ペ プ1・ ソ」5.Ogm

牛 肉 「エキ ス」3.Ogm

「ク●リセ ロー一,レ」50.Oaα

1%Crytal・Violet「 ア7レコーJレ」溶 液 ・・0.3aa

寒天

水

20.Ogr

1000。Oaα

最絡pH7,0

稀顧 匠

上記培養甚1及 ビ水4ノ 割合二稽瓢ス.融 解 シタ培養

基ハ滅劃ンタ卒板昌流 ヴテ先ヅ疑固セヴメ.顧 爆匹ハ

400Cデ 液髄 ノ儘二保チ,之 二汚染物 ヲ櫨 ゲvノ デア

ル,カ クテ結核菌ノ竃ガ慶育スルカラ共聚落 ヲ敷^〃

ノデアlv。 以上ノ検査 ヲ連 日93日 塩試 ξテ.各 セ略

ボー定 ノ戒績 ヲ揚テ得ル.其 結梁 トンテ璽嬰且明確 ナ

ル縞諭ハ.下 水及河水中デノ結核菌 ノ死亡串ハ緩慢デ'

アIVb甘 フ事實デア〃。嗣者ヲ比較7・ルb下 水中ノ死1

亡拳 ノカが僅 カパカリ高 イノデアル.董 シ.下水 ノ甘

濁及薄皮形成パ微生物 ノ強イ活動性 ヲ示 スモノデア

ルカラ,下水中縞核菌ハ恐ラクハ轄解酸素 ノ剥奪 ヲ被:

ツタ ト思バレルノデアル。

其膚デカ・ル關係、卵r卜鳥型531結 核 菌ノ他 ノ微生鞠ρ

トノ接働ニヨル生存カノ憂化 卜言 フ貼 ヲ鮮明 スルタ

メニ,硫酸「アムモニウム」、食璽.嘘 化 「マグネヴゥあ」

及燐酸 「カリウム」緩衝液 ノ無機溶液 二菖 ヲ浮灘セヴ

人 其一ハ清潔二保チ其ニノ・土壌 ノ浮游液ヲ以テ汚染

シ、60日 及120日 ノ後、 是等 ノ液 カラ前違 ノ検査 ヲ

行ツタ慮、汚染サレ〃液中デハ生存 ノ阻止 ヲ被ルガ共一

度ノ、僅少デアル事力●明ニナツタノデアル。

以上 ノ實験デ鮮明サレタ如 〃、結核菌ガ下水及河水中'

デ長期間生存スル ト言 フ事 ハ即チ結核疾患 ノ蔓廷二

劉 シーツノ因子タリ得ル事 ヲ考^シ メ,レノデアρ・

伺結核菌ハ盤素 ヲ出ス葉品デ虞理 サ レタ汚物 カラデ

モ取 リ出サL1IVh'、 璽素二封スル結核菌 ノ感受性ハ共一

種類ニヨリマチ・7チダト見工、鳥型531等 ハ璽素ニョ

リ強 ク破壊サ レル。

但本實験ハ纏テノ結核菌ニモ同榛 ノ結果 ヲ得声トハ・

限ラナイノデアツテH37(人 型)Ravenel(牛 型)ノ

如 キ・・苛性曹達二抵抗力'無イカラ本實験ハ行ヒ得ナ'

1。鳥型531系 統 ハ他 ノ結核菌 ト各種 ノ鮎 二於テヨ〃

似テ居ルケレドモ、他 ノ結核菌モ亦下水及河水中デ同・

一 ノ生存力ヲ保ツ ト考ヘルノハ軍二推論 二止マルノ

デアル。(字 多野 内藤抄)

TheAmericanReviewofTuberculosisVo1.XXXINo.5.1935

乾燥磨孫ニヨル結核菌蛋白質ノ澱粉及ビ「ゲラチ
亀

ン」ノ 分解 二就 イテ

C.H.Boissevain(米 國 コ ロ ラ ドウ大 學):TheDecom

positionofTuberculoprotein,StarchandGelatinby''"

DryGrinding.

結 核 菌 ノ抗 原 的 性償 ハ 菌 ヲ乾 燥 磨 確 ス し〃《愛 化 ス 財'　
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者 二 ・yテ、共 抗 駿 性 及 「yべ)veリ ンJ昌 封 ス ル過 敏 性

(潅誤 實験 ニテ)ヲ 失 フ者 ナ リ。

是 等 ハ菌 細 胞 構 造 ノ 破 壊 或 ハ 細 胞 成 分 ノ化 攣 的叉 ハ

物 理學 的性 質 ノ 愛 化 ニ ヨ,vト 思 バ レル、Alsbergハ

澱 粉 ヲ珊 瑠 乳 鉢 中 ニ テ磨 碑 ス レバ冷 水 二 融 解 シ、 「ゲ

ラチy」 ハ冷 水 ニー 時 溶 解 ス レ ド直 チ ニGelノ 状 態 昌

ト ドマル事 ヲ報 告 シ テ居 ル。

可溶 性激 粉 二封 ス ル乾燥 磨 埣 敷 果

る瓦 ノ可溶 性澱 粉 ヲ鋼 鐵 丸 ト共 二硬 質 硝 子瓶 中 ニ テ毎

分30回 同樽 ノ割 ニテ磨 埣 スv・ 《24時 間 後 二 ・・冷 水

二溶解 シ沃度 ニ ヨV深 藍 色 ヲ呈 ス'レ・・Alsberg,Perry

ノ報 告=一 一致 ス。樹168時 間 磨 埣 後 二 ・・沃度 ニ ヨ リ赤

色 ヲ呈 ジ336時 間 後 ニハー 滴 ノLugol氏 液 ヲ加 ヘ テ

モ饗 色 セ ヌ ガ四五 滴 加 フ レバ桃 色 ヲ呈 ス。

斯 ク シテ澱 粉 ハ 分 解 シ初 メ 「エ リ トロデ キス ト リ ソ」

(Erythrodextrin)「 ア ク ロデ キス ト リン」(Achroodex・

trin)ヲ 生 ズ。

「ゲ ラチ ソ」二封 ス ル乾燥 磨 確 敷 果。

5瓦 ノ 「ゲ ラ チ ソ」ヲ同様 二底 理 ス レバ24時 間 後 ニノ・

多 少冷 水 二溶 解 スvド 直 チ ニgelノ 状 態bナ'レ 。96

峙 間後 ニハ 完 全 二冷 水 二 溶 解 シ コノ1%溶 液 ノ・ge1

トナラ ズ.

結 核菌 二封 ス ル乾燥 磨 確数 果

結 核菌 ノ・「エー テ'レ」 「ク ロ ロホ ル ム」水 ニ テ連 績 数 同

穫 出 シ最 後 ノ洗 漁 液 中 二 類 脂 脂 盟 及 蛋 白質 ノ痕 跡 ヲ

見 ル ノ ミニ至 ラ シ ム。カ ク前 虚 置 セル菌5瓦 ヲ球 臼 中

ニ テ120時 間 磨 埣 ス レバ鏡 槍 的 ニ モ ハ ヤ 完 全 ナ ル菌

盟 ヲ認 メザ ル ニ至,レ ヲ以 テ、之 ヲ「エ ー テ ル」ニ テ抽 出

ス レ・qOO晒 ノ 「リポ イ ド」及 水 ニ テ1.7瓦 ノ可溶 性

物 質 ヲ浸 出 ジ得 。之 ハ 菌饅 中 二存 セ ジ者 ナ ル モ菌 饅 ヲ

包 ム膜 二保 護 セ ラ レテ 前崖 置 ノ際 ニハ 振 散 セ ザ リ シ

者ナ リ。 而 ・yテ共 残 渣3.3瓦7「 エー テ ル」及 ビ「ア ル

1-1レ 」ニ テ敷 同 及 最 後 二水 ニ テ十 同洗 瀞 シタ ル後 二

得 ラル ・菌 液 ノ・螢 光 ヲ壁 ス ル ニ至 ル。之 ヲ再 ピ球 乳 鉢

や ニテ磨 確 シタ ル後 二 「エー テ ル」ニ テ26竈 ノ 「リポ

イ ド」(溶 融 貼45。 燐 ヲ含 マ ズ)及 ビ常 温 蒸 溜水 ニテ抽

出 シ得 ベ キ物 質370瑳 ヲ得 タ リ。

此水 抽 出物370晒 ヲ10%三 頓 化 酷 酸 ニ テ 虞 置 ス レバ
'250竈 ノ蛋 白髄 ヲ浦 殿ス

。 残 リ120竈 二20倍 容 量 ノ

無水 酒 情 ヲ加 フ レバ溶 液 中 ノー 部 分 ノ・沈 澱 シ、残 部 ノ・

95%酒 精 二 溶 解 スvレ ヲ以 テ之 ヲ室 温 ニ テ 蒸 漿 セ シメ

'「エー テ ル
」 ニテ 含 有 ノ三 顧 化 酷 酸 ヲ去 レバ 酒 精溶 解
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性 物 質 ヲ分 離 ス ル ヲ得。此 最 後 ノ物 質 及 ピ無水 酒縞 不

溶 解 性 物 質 ノ・水 ニ ハ極 メ テ良 ク、 叉95%酒 幡 二E可

ナ リ良 ク溶 解 ス レ ド、 無 水 酒 精 及 ビ 「エ ー テ ル」 昌ハ

溶 解 セ ズ。

不 溶 解 性 残 渣 ハ之 レ ヲ 庭 二 撒 同 水 洗 シテ 共 洗 瀞 液 ガ

最 早 三 唖 化酷 酸 ニテ 潤 濁 ヲ昼 セ ザル ニ至 ラ シメ テ、

之 ヲ乾燥 セ'レ後48時 間磨 確 ス レバ共 ヨ リ 「エ ー テlv」

ニ ヨ リ21竈 ノ1リ ポ イ ドJ及 ビ水 抽 出物351晒(蛋 白

及 ビ 「Aプ ト ン」ヨ リntlV)ヲ 得 。

乾燥 臆 確 ト酸 性 加 水 分 解 トノ結 果 ヲ比 較 ス ル鴬 二、上

記 ノ如 クPt置 ・yテ「リポ イ ド」並 二可溶 性 「プ ロテ イ ソJ

頬 ヲ除去 セlv菌 髄1瓦 二 盟 酸 定規 液 ヲ 加 ヘ テ 重 邉 煎

ニ テ牛 時 間 加 温 シ、遠 心 沈 澱 後 水 洗 ス レバ、可 溶 性 蛋

白300瑳.稀 糧 酒精 二 可溶 性 ニ シテ三 盟 化 酷 酸 ニ テハ

沈 澱 セ ザ ル物 質310竈 ヲ得 。 尚 「エー テ ル」抽 出物 ニ

シテ水 溶 性 物 質40錘 及 ビ残 渣 ヲ生 ズ。

三 同 ノ磨 碑 及 ビ数 同 ノ抽 出後 二 得 ラ レル 残 渣 ノ・其構

造 脱 脂 菌 二類 似or、12%ノ 窒 素、0.19%ノ 燐 ヲ含 ミ、

猶 残 渣 ヲ盟 酸 ニ テ煮 沸 ス レバ3.3%「 デ キスbロ ー ゼ」

二相 當 ス;レ還 元 力 ヲ有 ス ル ヲ知Jレ。然 シテ之 レノ・水、

「エ ー テ ル」、「ア ル コ ー2レ」二溶 解 セ ザ レ ドモ4%苛 性

曹 達 溶 液 中 ニー 書 夜放 置 ス レバ 完 全 二 溶 解 シ 同 時 二

化學 的 愛 化 ヲ蒙 ル ヲ以 テ、 此 溶 液 ヨ リ再 ビ 原 物 質 ヲ

得 難 キモ、 唯 「ア ノレカ リ」可溶 性 「プ ロテ イ ン」及 ピ水

溶 性 「プ ロテ イ ン」及 ビ「ベ プ トン」多 糖 類 ヲ再 ビ謹 明

シ得。「ア'レ カ リ」溶 液 トス ル代 リニ上 記 ノ不 溶 解 性 残

澄 ヲ更 二磨 確 ス レバ「ア ル カ リ」可溶 性 ノ「プ ロテ イYJ

ノ代 リニ水 溶 性 「プ ロ テ イ ソJ及 「Aプ1・ ン」 ヲ得 ル相

違 ア リ。乾 燥 磨 確 ト洗 漁 トノ同 数 ヲ多 クス ル モ可 溶 性

残 渣 中 ノ燐 含 量 ノ・0.18%以 下 二、 叉 多 糖類 ハ3.3%

以 下 二鯉減 スVレ事 ナ シ。 叉 磨 埣毎 二 「リボ イ ド」 ハ常

二少 量宛 抽 出 セ ラ ル ・モ 抽 出量 ノ・毎 回 驚 ク 可 程 宛 減

少 ヌ'レ故 「リポ イ ドJ・・不 溶 解 性 残 渣 中 ノ圭 要 構 成 物

質 二・・非 ラザ ルベ シ。 叉 酒 精 、 「エー テ'レ」水 、 「ア ル

カ リ」性 水 、 酸 性 水 等 ニ テ此 残 渣 ヲ抽 出 ス ル モ燐 ノ含

量 ハ愛 化 セ ザ ル ノ ミナ ラ ズ、多 糖 類 ノ含 量 モ亦 璽 化 セ

ズ。 故 二不 溶 解 性 残 渣 ノ・ 「プ ロテ イ ン」多 糖 類 及 ビ恐

ク ノ・燐 ヲモ 含 ノ ル 化合 物 ナ ラ ン。

脱 脂 菌 ・・多分 上 記 ノ如 キ 不 溶 解 性 残 渣 ト同様 ノ組 成

ヲ有 ス ル が如 ク磨 埣、「ア ル カ リ」性 冷 水 酸 性 水 中 ニ

テ ノ煮 沸 ニ テ破 壌 セ ラル ・者 ナ リ。

而 ンテ其 分 解 産 物 ハ 「ア ル カ リ」溶 性 蛋 白、 水 溶 性 蛋
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白 賑 プ トン」、 多 糖 顛 ナ リ。

上 記 ノ結 果 ヲ表 示 ス レバ次 ノ如 ヴ。
1

窒 業 燐

If
デ キ ス ト

ロ 肉Lピ。J

換算値

縞 核 菌 10.6% 0.7% 4,096

脱脂納核菌 11.4 0.17 3.3

不濃性痩渣 12.0

一 一

〇.19 3.3

水 溶 性 蛋 白
(ツペルグリン》

16.5 0.04 0.2

「ア ル カ リ」

溶 性 蛋 白
12.0 0.14 0.32

「ペ プ ト ン」 10.4 0.12 0.14

上 記 ノ操 作 ニ テ最 モ 注 意 ス ベキ ハ 結 核 菌 髄 中 ノ水 溶

性 蛋 白 ヨ リ加 水 分 解 ニ テ 「ペ プ トン」ヲ得 ル事 ナ リ。

(宇 多 野療 養 所 抄)

棚 結 糧 薗 卜是 篠 誘 虜 蛋 白 トノ抗 原 的 性 歌 比 鮫

C・H・Boissevain(米 國 コ ロラ ドウ大 學):ACompa・

risonoftheAntigenicPropertiesofDefattedTu・

bereleBacilliandTheirDerivedProteins.

前 論 丈(Amer.Rev.ofTuberc.,XXXI,542.)二 於 テ

著 者 ハ脱 脂 結 核 菌 ノ・圭 トerテ 「ツ ベル 〃 ロプ ロテ イ ソ」

及 ビ特 異 性 多糖 類 ヨ リ成 ル 不 溶 解 性 合 成 物 ニ シテ 是

等 大 分 子 量 ヲ有 ス ル物 質 ハ磨 埣 、 冷 却 「ア ル カ リ」稀

霧 酸 類 二依 リ容易 二破壊 セ ラル ・事 ヲ報 告 セ リ。又 著

脅 ノ・膨 砕 昌 町 レ紹 核 藺破 壊産 物 ハ 動物 二 劉 ヴデ簸 辱

ヤ腹 腔 内 注 射 二 曽 リテ ハ 逝 敏 性 ヲ有 セ ズ シテ 網 ン

如何 ナ ル遁 程 ノ際 昌其 逝 敏 性 ヲ失 フ カ ヲ愚報 告 セ リ.

(Amer',Rev.ofTuberc.XVI,749.)夢 ク ノ學 者 ノ・何:

篠 害 セ ラ レザ,レ 蘭 ノ ミが 逝 敏 性 ヲ動 物 二 夷 フル 者 卜

倍vリ 。然 ル ニ1932年SeibeT・t,(」OULofInfeCt.Db。

Li.383)ノ ・海狽 ヲ 以 ヴ セ,レ實 融 ニ ヲ」,水 潮牲 蛋 白

(Protein)ハ 「ツ ・〈lvク リ ン」過敏 性 ヲ潮 虞 二租 々 ノ秘

度 二附 真7・iVト 報 告e,レ ヲ以 テ,余 ハ余 ノ實験 セ ルi腰

租7「 ア ンチ ゲ ンJeJlチ 既 記 ノ如 キ脱 脂結 桜 菖.不 濡性

痩檀 、「アJVカ リ」水 瀞 性fプ ロテ イ ンJ,酸 性 水 修性 「プ

ロテ イ ン」、 「Aプ ト ン」等 ヲ以 テ 同樵 ノ實融 ヲ行 ピ タ

リ。

其結 果 ノ・著 者 ノ古 キ賓 鞍 トー 致 セ ザ ル 者 アル 事 ヲ知

レ リ。 即 チ(1)乾 燥 欝 埣 薦 、 醗 脂 菌 ノ醸 性 掴 水 分 解 、

濾 過 肉汁 培 養 基 等 ニ ヨ リ得 ラ レタ ル水瀞 性 「プ ロ テイ

ン」ハ凡 テ 「ツ ・CIVク リンJト 同 檬 二作 用 ス ル事 ヲ知V

リ。(2)脱 脂 結 核 菌1乃 至40選 ニ テ前 慮 置 セ ル海額「

ノ・0.Ol%「 ツ ベ 〃 〃 ロ プ ロテ イ ン」0.1ec二 劉 シ過 敏

性 ヲ示 ス.(3)1-40匙 ノ不溶 性 残渣 ニテ 前 慮 置 セ ル

海 狽 ハ1%ノ 不 溶 性 「プ ロテ イ ン」0.1ec二 封 シテ適

敏 性 ヲ示 ス 。(4)水 轄 性 蛋 白 、「ア ル カ リ」水瀞 性 蛋 白

叉 ノ、「Kプ ト ン」ノ各10乃 至100ffヲ 以 テ岨 セ〃灘

狽 ハ1%ノ 「ツ ベ ル 〃 ロ プ ロ テ イ ン」溶 液 二勤 シテ邊

敏 性 ヲ有 セ ズ。(字 多 野療 養所 砂)

TheAmericanReviewofTuberculosisVo且XXX1,Noe6,1935.

塵埃 卜夫レガ結楼二鮒スル關係

JohnB.Hawes,2nd:DustanditsRelationtoTu・

berculosis.

砂 トカ花闇岩 トカ共他遊離硅素 ヲ含有 セル塵埃ノ吸

入が結核ノ経過 二野 シテ有害ナ影響 ヲ及ボス事ハ既

二周知ノ事實デアル。然ルニー方無害 ト言ハ レテ居ル

有機塵挨ヤ硅素 ヲ含有 シナイ無機塵挨 ノ影響 ト言フ

問題 二就テハ現在諸家 ノ確タル意見ノー致 ヲ見ナイ。

然モ此問題 コソ現在全國各地 ノ法廷二於テ或ノ・工場

災害委員會二於テ絶エズ論議 サレ且ツ少ナヵラザル

混飢 ヲ惹起 シツ・アル問題ナノデア7レ。 ・

普通肺及ビ結核 二野 シテ無害 ト考ヘラレテ居ル塵填

ヲ分類 シテ見ルト、第一二有機物二島ス'ル者が摯ゲラ

レル。共内蜜 白質 ヨリ成ル或者ノ・喘息、枯草熱等 ノ過

敏症性疾患 ヲ惹起 シ、叉含水炭棄 ヨリ成ル者例ヘノ噸【

粉 ノ如キハ特殊性 ニモ或ハ刺戟的ニモ何等作用 シ士,

イ。第ニ ニ石灰、大理石、炭素等 ヲ含ミ硅素 ヲ含有 シ

ナイ無機性塵埃デアァレ。滑石ハ硅酸璽デアルザ、遊離

硅素 ヲ含マヌカラ、他 ノ蓮酸璽 ト共二'石 綿ハ伽外

デア'レカ● 普通無害 ト考ヘラレテ居 ル。

勿論全然無害ナラバ此虞二特二論 ズル必要ハ無 イZ

デ ア'レが、其ニモ係 ラズ此虞 二論議ス,レ所以ノモノハ

所謂無害ナル塵埃ガ果 シテ如何 ナル場合 ニモ纂害デ

アリ得ルカト言 フ駐デア7ヒ。即チ余・・次 ノ疑伺 ヲ晦ニ

シタイノデアル。

1・ 過度 ノ量デ無 イ無害ノ塵填 二長期間曝サレル事ガ

静止性 ノ結核 ヲ再 ビ活動サセルヵ ドウカ。

2.過 度 ノ量 ノ塵填ン・何 ヲナスカ。
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3・ 過敏症 ヲ慧起スル蛋白質性塵挨、例ヘバ木綿、モ

織物、毛皮、亜廓等 ノ他 二無機性 ノ者デ氣管枝炎ヲ起

シタリ叉ハ咽喉 ヲ刺戟 シタ リスル者が静止性 ノ締核

二欝 シテ如何 二作用スルカ。

4.我 々同業者 ノ大多鍛ハ結核患者二封 シテハ假令共

厘填が無害デアツテモ嘩填 ノ多イ職業 二就 〃事 ヲ止

メル檬二奨 メテ居ルが、 之ハ果 シテ當 ヲ得タモノカ。

以上ノ諸貼 ヲ目標 トシテ各種 ノ文厭 ヲ渉 リ、全回各地

ノ大家ノ意見ヲ求メ集メテ塗照 シ、余向堵ノ考 ヲ加ヘ

テ次 ノ結論 二蓮 シタノデアル。

1.是 等無害 ノ塵挨 が通常慌デアレバ還境其他が魯蓮

條件 ノ下デハ、静止性ノ結核 ヲ再ビ活動セシメルトハ

考ヘラレナイ。然 シ塵埃 が過量二存在 シ且普通條件デ

ナイ船 、例^バ 、冬季ノ街路ノ塵埃ヤ、麿童車ノ病

原菌 ヲ含 ソグ塵挨等デ咽喉、氣管及 ビ氣管枝 ノ刺戟叉

ハ感染ヲ惹起スルモノノ・障碍 ノ源 ト成ル事・・信 ゼラ

v)Vo

2・ 喘 息 レカ喘 息性 氣 管枝 炎、 枯 草 熱 ノ楳 ナ過 敏 症 ヲ

惹 キ起 ス 塵挨 が経 過 二封 シテ再 ビ活 動 セ シメ ル トカ、

有 害 二作用 ス ル トカバ 考 ヘ ラ レナ イ。

3.静 止 性 ノ縞 核 患 者 が無 害 性 塵填 ノ多 イ職 業 二就 ク

事 へ 條 件 ガ絵 程 悪 ク無 イ限 リ許 シテ良 イ ト思 フ。

(宇 多 野 内 藤 抄)

肺結 楼 二 於 ケ ル 空洞

死 亡 率 及生 存 期 問 呂 射 ス ル 開係

SutherlandEricSimpson:CavitiesinPulmonary

Tubei'culosi$TheirRdationtoMortalityRateand

DurationafLife、

1962名 ノ肺 結 核 患 者 二就 テ前 史 ノ究 明 ト 「レ」編 眞

ノ連 綾 的研 究 二俄 ソ テ患 者 ノ豫 後 二 野 ス ル 空洞 ノ影

響 ヲ明 ニ シタ モ ノ デ ア ル。

全胆 ノ80.6%二 空 洞 ハ壁 見 サ レタ。 然 モ空 洞 患 者 ノ

68.5%ツ ・二 個 以 上 ノ空 洞 が存 在 シテ居,レ。空 洞 ノ大 サ

バ大 抵 直径5cm.以 下 デ 、1-2cm・ ノモ ノ カ'最モ多 イ。

空洞 が輩 一 デ ア ル 場 合 其 ノ位 置 ノ・右 側 上 部 が 最 モ多

イ、 夫 虻 左側 上 部 、 次 イ デ 中部,下 部 ・・最 モ少 イ。 叉

二個 以 上 存 在 ヌ'レ時 ノ・曹 通 雨 側 二分 布 ス ル モ ノデ、若

シー側 ニ ノ ミ限 ラyテ 居 ル場 合 デ モ其 肺 野 ノ3分 ノ1

ノ部 分 二限 局 ス ル事 ハ稀 デ 、多 〃其 以 上 ノ部 分 二櫨 が

ツ テ居 ル。空洞 ノ蟹 生 二樹 シテ ・・性 モ年 齢 モ大 シタ意

義 ヲ持 タ ナ イ。{

空 洞 患 者 ノ死 亡 李 ガ大 ナ ル事 ハ 勿論 デ アル ガ、其 数 が

録 IM

多 イ程 、ソ ンテ 共形 が大 キイ租 機 後 ハ磁 イ。 空 洞 ノ位

置 ハ 先 ヅ大 キ イ意 磯 ヲ持 タ ナ イ ラ シイ。叉 空 洞 が一 部

昌粟 ツテ居 ル場 合 ハ服 一 空 洞 二比 ンテ 死 亡 串 が高 〃

ハ ナ イ。而 シ片 側肺 野 ノ3分 ノ2以 上 二櫨 が ツ テ居 ル

カ,雨 側 二分 布 ヴテ居 ル時 ハ壌 後 ハ非 常 二 悪 イ。70歳

以 上 ヲ除 ケ バ、年 齢 ハ死 亡 串 二除 リ關 係 ヴナ イ。 性 別

E大 シタ意 味 が無 イ。 空 洞 患 者 ノ 約3分 ノ2ハ 結 局

15年 以 内 二絡 核 デ死 亡 シテ 居 リ,大 多 数 ハ5年 ト!・

生存 シテ帰 ナイ。

次 二之 ヲ不均 生 存 期間 ヨ リ見'レ ト,空 洞 ノ倣 ト形 ノ影

響 二2原 則 ヲ見 出 ス。即 チ2個 以 上 ノ空 澗 ヲ持 ヅ 融 ノ

ハ翠 ・空 洞 ノtノ ニ比 シテ10.2ケ 月丈 生 存 期 間 ガ短

イ。 次 二形 が大 キ イ モ ノ程 生 存 期 間 が短 イ。一 般 二空

洞 ハ右 側 ノモ ノが左 側 ノモ ノ ヨ リ生 存 日倣 が長 イ。2

個 以 上 ノ空 洞 ガ ア2v場 合 、雨 側⊥3分 ノ1二 限 局 セ ル

モ ノ ヨ リモ 片 側3分 ノ2以 上 二 限 ラvタ モ ノ ・方 ガ

精 こ生存 期 間 が短 〃、雨 側 二然 モ櫨 ク分 布 セル モ ノハ

最 モ短 イ。 年 齢 カ ラ見,レ ト、6--10歳 及60歳 以 上 ヲ

除 イテ大 キ ナ意 義 ヲ有 セ ズ、性 別 カ ラ言 フ ト、 一般 二

男 性 ノ方 ガ生 存 期 間 が稽 ζ長 イ ノ ミデ アル。

喀 血 ハ 全 空洞 患 者 ノ32%二 謹 明 サvタ 。 是 等 ノ患 者

ノ生存 期 間 バ ー 般 空 洞 患 者 ノ共 レ ヨ リモ亭 均4ケ 月

大 デ アル。 致 死 的喀 血 ハ1.25%ニ ノ ミ惹 起 サ レタ。

次 二外 科 的慮 置(人 工 氣 胸、 横 隔膜 紳経 ノ捻 鹸 或 バ ー

時 的 億達 阻 止、 肋骨 切 除)ヲ 行 ツ タ患 者 ノ生 存 期 間 ハ

ー・般 二比 ・yテZF均10ケ 月長 イ。

喀 償 瞼 査 デ ハ全 空洞 患 者 ノ89%二 結 核 菌 ヲ証 明 ヴ、

5・9%二 ・・陰 性、5・1%デ ・・喀 痕 ヲ得'レ事 力●出 來 ナ カ

ツ タ。 ・(宇 多 野 内藤 抄)

結 櫻 昌於 ケ ル 白血 球 笈 簸 ノ 痛 理 學餉慮 確 呂 闘 ス .

ル研 究

其 一 、計算 ヲ容 易 ナ ラ シ ム ル ー 計 算 器 ヲ以 テ セ ル

白血球 係搬 ノ紹 介

A.M.Crawford:FurtherStudiesonthePathologicar

SignifieanceoftheLeucocyticreactioninTuberculoSis .

1.APresentationofaLeucocyticlndexwithaCa-

lculatortoFacilitateitsComputation.

結 核 症 ノ 際 二 現 ハ レ,レ白血 球 反 慮 ノ 評 便 二 關 ス ル

Medlarノ 訊 ヲ 応 用 シテー ツ ノ 計 算 器 ヲ 提 出 シテヰ

ル。Medlar二 依 レバ、1)中 性 嗜 好細 胞 ハ結 核 症 二

於 イテ ・・膿 蕩 形 成 、或 ハ潰 瘍 ノ櫨 大 ス ル場 合 等 二圭 ナ

lv役 割 ヲ演 ジ、2)淋 巴球 ノ・治 癒 ノ傾 向 ア ル蒔 盗 二出
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現 シ、3)鼠 核舳胞ハ新ラシイ納節形腐昌關係 佑4♪

白血球線数ノ・侵サレタル組織 ノ大略 ノ嵩ヲ揃示 スル

ト甘フノデアル。而 シテ不良 ノ病理學的機轄ハ中性噌

好細胞 力●65%以 上、淋巴球 が25:%以 下 ノ時デアツ

テ、翠核細胞 ノ10%以 上 ノ時`E亦 不良デアiVb官 フ

ノデアル。

サ罐 麟翫 雛 繍
ヲ有 シ、此比が増加スルニ從ヒヨリ不良 ナル状態 ヲ

現砿 雌 ガ争二蓮ゆ 卿 大川 直ノ時昌ハ

不良ナル状態 ヲ示ストシタ。而シテ此比 ノ値 ヲ分 リ安

ク鋤 囎 加ノ糀 壊 ハサン鵬 二此雌 ÷ ト子

ト燗 二於イテハ計賦 瞥2・ ニヨ喋 以上

ノ時ハ(N%L%)1・;91)計 算ヲ求夙 更二病的二

」曾減アJV翠 核細胞数二就テハ、是等ノ値 が上述 ノ計算

N% ノ比 ノ値
二針慮 スル数式二佐 リ計算サレタルL

%

値 ヲアルー定 ノ關係 ヨリ求メ(此 關係ノ表ハ略ス)、

最後二此者 ノソレゾレ封慮スル値 ノ纏和 ヲ以テ白血

球系数 ヲ現ハシタノデアル。

而 シテ此係数 ノ解葎二當 リテハ病理攣的機縛 ヲ良性

ト悪性b/2者 二分チ、其限界ヲ次ノ如 クシタ.

O-15盆 く良性、15-20良 性、2(》幽26納 ζ悪性、26

--35悪 性、35以 上盆 ζ悪性。

上遠 ノ白血球係数ノ・Medlar二 俵 リ評償サvタ1レ 白

血球反磨ト病理學的機縛 トノ間ノ關係 ヲ簡輩二且ソ

正確 二現ノ・スト言 フノデアツテ、此白血球係数 ヲ簡便

二見出スル計算器 ヲ作ソタ(計 算器ノ略日及訊明ノ・略

ス)(宇 多野 山内抄)

結核呂於ケル白血球亙癒ノ病理學的意義呂闘ス

ル研究

其二、選擦セル結核群;於 ケル白血球係藪ヲ以テ
づ

セ ル 病 理 學 的 認 識 ノ 紹 介

EM.Medlar:FurtherStudiesonthePathological

SiginificanceoftheLeucocyticreactioninTubercu.

losis.2.APresentationofthePathologicalConcept

throughtheuseoftheLeucocyticlndexinselected

GmupsofTuberculousCases.

著 者 ハ 以 前 二 壁 表 セ ル 結 核 症 ノ 白 血 球 ト病 理 學 的 意

穫 トニ闘スivUtヲCrawfordノ 提唱セルノ白血繍係歎

ヲ用 ヒテ再轍討 セント〃.實 験 ノ材糾}シ ヲ」ハ健慶

人 ノー群 ヲ標準トヴテ結核患老 ヲ.泊億セγトスル傾

向ノ者ヨリ甚グ■症 ノ者マデ四群 二分チ.舎 計五勝呂

就テ其各 々ノ白血珠係敬ヲ求メ,其 間 ノ,係 ヲ研究 ツ

タ。此紹果昌依 レパ.各 群昌於ケ〃白血球係歎 ノ李均

値ハ輕症 冒リ■癌 ノ順二増加 ン、且ジ各群昌於クル白

血球係鼓ハ鯉症 ノ者権亭均値 ヲ中心 トヴテ狭〃集マ

リ、重症 ノ荷程不均値 ヲ中心 トヴテ震 ク散布 ヴテ」ト

ル●

上記ノ如 グ続計的研究;於 イテハCrawf6rdノ 白血

球係級ノ、甚〆意畿アル者ナルコトヲ示 ヴタ。

(宇多野 山内抄)

結穫=於 ケル白」血線笈嫡ノ痢理學的窟貌呂鯛ス

ル研究

典三.人 工氣胸術ヲ施行セル場含 卜施行セずル場

合 卜=於 ケル白血球五嬉ノ比鮫

E.M.Medlar:FurtherStudiesonthePatholOgical

SignifieanceoftheLeucoqyticreactiOnintube融b

sis.3.AComparisonoftheLeueoqyticReactions

asFovudwithandwithoutArtifical・heumotbOrax

Therapy.

入院患者デ人工魚胸 ヲ行ヘル者ト、行ハナイ者 トノ同

ノ白血球係数 ノ比較 ヲ研究 ンタ。

先ヅ109人 ノ6ケ 月以上人工無胸 ヲ行^ル 患者二就

テ、氣胸施行前後二於ケル白血珠係数ヲ求メタルニ、

;(ZF均 値 力●40.7ヨ リ26.5迄 砥下 シタ。更二此患者ヲ

重症 ト輕症 トニ分チ、白血球係鍛低下ノ歌態ヲ見ルニ

輕症ハ重症 ノ者二比 シ其低下 ノ度ガ著 ンイ。

次二人工薫胸 ヲ施行 シタ患者 ト病理學的二良 ク類似

ノ状態ニアルガ人工氣胸 ヲ施行 シナイ患者179人 二

就 テ行ヘル槍査 ノ結果ニヨレノ㌔一般的ニハ白血球係

歎 ノ低下状態 ヲ認 メ得ルが人工氣胸 ヲ施 セル場合 ノ

如 ク著 シクナイ。

爾此場合、病竃 ノ大小 ノ間二就テ求メタル結果 ニヨレ

バ、人工氣胸 ヲ施 セル患者ニテノ・病竃 ノ小ナル者程自

血球係数ハ良性 ノ轄化 ヲ示 シタルモ、人工氣胸 ヲ施サ

ナイ患者ニテハ前者程共差力●著 シクナイ。

(宇多野 山内抄)

AmericanReviewofTuberculosis.Vo1.Xxxl1.No.1 ,1935.
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肺紬穫症昌尉スル外科的虚置ノ治療戌績

Coτ1A・Hedblom(a、 リノイ州 ∫」2/d .大學 外科敦

室):TheResultsofSurgicalTreatmentofPulmo・

naryTuberculosis.

飾結核症 ノ外科的膚置 トシテハ人工氣胸術以外 ノ力

法デ肺 ヲ虚脱状態ニナシ得ル方法 ヲ言 フノデ、肋膜外

胸廓整形術、横隔膜麻堺、三角筋切除、肋膜腔充填法

ヲ件へ,レ叉ハ伴ハザル肺臓剥離術、空洞解放術等デア

㌍・

是等 ノ手術 ノ適慮症及 ビ手技ハ多クノ臨腺寮 ニヨツ

テ異ツテヰ,レカラ、各外科儘 ノ治療成績 ヲ糟宙二比較

ス,レ事ハ出來ナイが纏括的観察 ヲ下ス基虚 昌ハナリ

得ル。著者ハ圭二背側肋膜外完全胸廓整形術二就テノ

調査ヲ行ツタザ、部分的胸廓整形術及 ビ充填法 ヲ俘 フ

飾臓剥離 ノ報告 ヲモ含 ソデ居,レ。著者自窮が取扱 ツタ

200例 、 及 ピ1926年 以卒 ノ胸廓整形術二就 テ比較 シ

得,レ報告 ノ纏数4535例 ヲ併 セテ研究 ・Yタ。 此中二・・

部分的胸廓整形術236例 、充填 ヲ件 フ肺臓剥離307例

ヲ含ンデ居ル。

泊療成績ハ術後 ノ早期及 ビ後期死亡甑 死因、輕快乃

至治癒、期間蛇ピニ程度二關 シテ観察 シタ、多クノ臨

躰家ノ文獄 ヲ引用参照 セル中二E本 人ノ丈獣 バー人

ノミデアル。

各手術 ノ成績二就テノ結論ハ次 ノ標デアル。

1.胸 廓整形術

死亡バー般的二言ヘバ術後数週間内二多クシテ其後

ハ著シク減少スルガ、線死亡 ノ2分 ノ1乃 至3分2ハ

術後6ケ 月間二來タル者デアル。之 ヲ詳言スv・t術 者

ニヨリテ報告ハ匠々ナルモ術後5-10年 間 ノ観察ニ

テ死亡 ノ大多数ハ最初 ノ8週 間内 二來タル 者ニシテ

約4分 ノ1乃 至2分 ノ1ナ リ。

著者自身 ノ實験例 ニテノ・死亡李ハ10.3%デ 、 他術者

ノ症例2810例 ニテノ・10.5%デ アソタ。死亡$ノ ・報

告者二依ツテ大ナlv相 違 ヲ見,レが凡 ソ3-20%デ ア

ツタ。,,

著 者ノ例二於ケル死亡ノ最大原因ハ心臓機能障碍及

ビ肺臓 ノ合併症デアツタ。・引用文厭中ノ3672例 中 ノ

纏死亡数230例 中ノ死亡原因ノ圭ナJV者 ハ「シヨッ〃」

8%、 心臓機能障碍18%及 ピ肺臓 ノ合併症虹 ビニ肺

結核症 ノ堆悪34%デ ア)v。

衛後1-12年 間観察eJレ3762名 中35・3%・ ・無症状且

y無 菌デ仕事 二從事出來タ。22・1%A輕 快 シテ僅少

録 12C)t5

ノ仕 事 二就 キ粥リレ状 憩 昌建 ヴタ。5,5%ハ 手術 昌 ヨ リ

囑 快 セ ザJV力 著 ク ハ増 悪 シタ 者9b3.5%ハ 僧 績 観 露

不 可能 者デ、33.6%ハ 各 術 者 が輯管 作 戊 ノ際=死 亡

ヴテ 居 ツ タ。

斯 ノ如 〃患 者 ノ"∫戊 多 数 が疾 荊 前 ノ職 業 二 從 富 シ叉

ハ他 方 面 二活 動 デ キ ル租 二恢 後 ヴ テ居 ル。嫌 人 息 者 中

ニ ハ讐 師 ノ勤 告 ヲ斥 ケ術 後 結 嬬 セ ル 者 モ ア ツ テ、共 中

.22名 ハf'供 ヲ塵 ンデ サ^居 ル。

種 々 ノ禍 度 昌施 シタ 部 分 的胸 廓 整 形 術 及 少 数 ノ特 種

術 昌 ヨル 症 例 ヲ111亀 乃 至 数 年 間 観 察orPtガ 結 袷 ヲ下

ス事 が 出來 ナ カソ タ。カ カ'レ症 例 中2年 以 上 観 察 シ得

タ236例 ノ87.5%ノ ・生 存 シ、12.5%ハ 死 亡 シテ 」hレ。

共 生 存 者 中53.4%ハ 臨 肱 的 二治 癒 シ、 死 亡 者 中50%

ハ術 後8週 間 以 内 二死 亡 シテ居7v。

2.肺 臓 剥 離及 ビ充填 術

筋 肉 組 織 若 〃 ハ 「パ ラ フィン」ニテ肋 膜 腔 充填 ヲ行^ル

肺 臓 剥 離 術 ヲ行 へJV307例 ヲ数 ケ 月乃 至 数 年 間 観 察

セ ル結 果 、 共53.4%・ ・生 存v臨 腺 上治 癒 ヴ、2.3%

ハ不 明 ニ テ44.3%・ ・死 亡 ヴ テ ■JV。 死亡 者 中40%ハ

術 後8週 間 以 内 二死 亡 ン テ ヰJV。

3.翠 濁 二施 行 セ ラv)v横 隔 膜 紳脛 捻 除

此 手 術 ハ多 数 ノ適膿 症 二就 テ施 行 セ ラ レテ居 ル ガ、本

法 デ ハ肺 臓 ノ萎 縮 が 非 常 二 限 定 サ レテ ヰ ル カ ラ疾 患

ハ後 ニ ナ ツ テ再 燃 シ得 ル可 能 性 が 多 イ ノデ、治 療 敷 果

ヲ決 定 ス ル ニ ハ長 期 二亙'レ観 察 ガ必 要 デ ア ル。共結 果

共 等 ノ成 績 ハ匠 々デ ア ル が、可成 多鼓 二於 テ臨 休 上 ノ

治癒 ヲ見 テ ヰ ル。

各 方 法 ヲ組 合 セ テ 施 行 シタ 事術 二 於 テ ハ 其 適慮 症 モ

範 園 が廣 〃 テ、雨 側 性 ニ モ行 ハV、 其 治 療 成績 モel〕

良 好 デ ア ツ タ ト報 告 シ テ居 ル人 ガ多 イ。

(字 多 野 佐 藤 抄 》

多 獲 性 結 犠 性 石 夜 沈 著 昌就 テ ノ観 察

HenryC.Sweany(ChicagoMunicipalTuberculosis

Sanitarium):ObservationonMultiple・Tuberculous

Calcifications.

病 的 石灰 沈 著 ノ・古 キ命 題 ナ レ ドモ、共構 成 過 程 並 二意

義 ハ今 日猶 解 決 セ ラ レテ居 ナ イ。唯種 々 ノ病 的 條 件 ノ

下 ニ テ人 髄 内 ニ テー ノ退 行 性 愛 化 ト シテ 出 現 ス,レ者

ナ ラ ン ト解 セ ラ レテ居 ル。即 チ組 織 ノ死 ア ル塵 ノ周 邊

二境界 包 国(Encapsulation)が 績 壁 シ其 内部 ニ ノ・i欠第

二圭 トン テ脂 肪 酸 及 ビ僅 少 ノ硫 酸 、 炭 酸 、燐 酸 等 ノ蓄

積 が ア'レ ノデ ア,レ。 恰 モ 「セ メ ソ ト」叉 ハ 「モ,レタ ル」
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ノ年倣 ヲ継 タル者二勢露ヴテ居 ル、瀞解性石灰 ガ如上

ノ種 々ノ酸 ト化合 シテ不糊鰍性石鹸苔 クハ舘機酸顧

トナリ、是等が順次 二縞晶型 トナリ、乾燥硬化ヴテ石

灰石CaCo3,「 ギプスJCaSo4箪 トナJV■rア'レ 。人

盟内島テバカカル働化が租 々ノ原因、組轍 ノ種類二劉

リテ異,レ形 ニテ見ラレル者 デ、石灰化納核竈、血管「プ

ラクウ」、静版結石、石灰化血腫算 トナ'レノデアル。

石灰沈著ニモ如上 ノ如キ種 々相 ノ存スル ト曾フ事ハ、

結核竈 ノ石灰沈著ヲ見ル鋤倉ニモ富然考 フバキ霞要

事項デアル。

或ハ石灰沈著 ノ機構等ノ問題 ヲ別 トシテ古キ締核竈

二恰モ墓石 ノ如 クニ残存 ス,レ共石灰竈自髄 ヲ研究ス

ル事ハ疾患其物 ノ成立ヲ知ルニ大切 ナル意義ガ存ス

'レo

石 灰 化 セ ル結 核 竈 ヲ濁 立 セ シメ結 核 ノ 特 異型 ト ヴテ

記 載 セ2レノ・バ ロー(1876)、 キ ッ ス(1898)等=シ テ近

〃 ノ・ゴー ソ(1916)、 ラ ンケ(1928).ブ ラ リ〃 ロ ッ 〃

(1932)等 ハ其 他 多 敗 ノ學 者 ア リテ彼 等 ハ石 灰 洗 著 ノ

初 感 竈 ヲ退 行 性 ノ 者 トシテ 訊 明 シ 且 ツ之 ヲ再 感 竃 ノ

石 灰 沈 著b匠 別 ・yPt。雨 者 匠別 ノ重鮎 ハ ラ ソケ(1928)

ニ ヨv・t初 感 染 竈 ニ テ ハ所 謂 「特 種 包嚢 」(SpecialCa-

psule)ト シテ 其 包 嚢 中 ニ ハ 結 締 織 ヨi,ナ7v幅 ノ廣 イ

織 維 層 力●存 在 シ且 ツ 包 嚢 周 園 二 周 焦 炎症 ヲ有 シ ナ イ

ノ ミナ ラ ズ、周 焦 部 ノi浸出物 ハ完 全 二吸 牧 セ ラ レテ居

ツ テ氣 腫 状 ニ ナツ テ居 ル。叉 初 感 竃 ハ其 中 心部 ノ石 灰

化 ヲ件 ヘ ル 壌 死 部 ト包嚢 部 ト ノ 中間 層 二 早 〃 ヨ リ骨

化 傾向 ヲ 見 ル が、 之 ・・一 ノ間 接 的 「メ タ プ ラ ジ イ」デ

ア ッテ 乾 酪 層 ノ外 二接 シテ居 ル 「ブイ プ ロ チー テ ソ」

が骨 化組 織 ノ先駆 者 ナ リ ト解 ス ベ キ ダ ラ ウ。時 ニハ包

嚢 モ骨 化 ス ル事 がア ル。凡 テ如 上 ノ機 構 ハ充 分 二研 究

セ ラ レテ居 ナ イ。

然 シ プー・一)tz(1922)、 立量 」と(1927)、 パ ー ゲ7レ(1930)

等 ハ凡 テ ノ 石灰 化 結 核 竈 ニ カ 加 レ特 異貼 ヲ見 ル者 二

非 ラズ シテ、再 感 染 二 由 ツ テ生 ズ ル石 灰 化 竈 ハ初感 染

竈 ノ夫 レ ト異 ル ト言 ツ テ居 ル。即 チ再 感 染 竈 ニテ ハ包

嚢 及 ビ結 締織 共 二薄 ク結 締 織 細 胞 ノ 「ピ ア1,ンJ愛 性

モ甚 ジ ク著 明 ナ ラズ シ テ、叉周 焦 炎 ノ痕 跡 ヲ存 シ且 ツ

骨 化 ヲ見 ル事 ハ極 メ テ稀 デ ア ル。Z二LVハ 再 感 染 竈 ノ

骨 化 ノ・7%S')'i初 感 染 竈 デ ノ・50%ダ ト言 ソ テ居 ル。

實 際 二於 テ石 灰 沈 著 ノ再 感 染 竈 ノ・歎 個 以 上 デ 共 石 灰

化 ノ・部 分 的 デ 初 感 染 竈 二 見 ル が 如 キ 圓味 ヲ 有 ツ テ居

ナ イ。

餓 【鋸14巻

嘗市立絹披蝦養所 ノ剖槍例 昌テ多曇性石灰脚 曹竃 ヲ

有セヴ葡ヲ糟査スレパ.初 感染竃 ト㎜ 染竃 トノ間 昌

ハ硝然 タル匹別がツカメ場合ガ多ク.寧 口之ハノニジ

代表型デアツテ其中間型 ト官 フ4キ 者ガ多教デアル。

從テ是篠ヲ充分 二翫明センが嬉 ニハ感染及免疫 二蘭

ス'レ線テ ノ條件 ヲ考慮スルト言 フ廓ガ前提 トナル。即

チ感染 ヲ蒙'レ者ノ結核 二封スル慮女性.或 ハ薗量ノ多

寡叉ノ、感染時!「 アVIVギ ーJ及 免疫 ノ稚度等デアル。

然 シ石灰化締核竈 ノ徹組 ノ特異鮎 ノ観察 二加 フル昌

臨脈所見姓二X線 叉ハ共他 ノ槍査所見 ヲ結合スv〆

石灰化病竈 ノ不明ナル欣態蛇昌結核疾患共者 ノ痢理

拳的本態 二關 シテー道 ノ光明 ヲ投メル事ガ出來ル。

通常初感染竃Fヴ テハ肺實質組繊内;1-2個 ノ焦鮎

ヲ有スルノミダが.多 嚢性石灰化竃デハ共敷ハ甚シク

不定デアソテ、此後者 ヲ研究 スルノハ疾患 ノ本態 ヲ明

カニスル者ダラウト考ヘラレル。此多嚢性石灰化結模

竃ノ・凡 ソ五大別 シ得'レ橡 ダ。帥チ

第一群。

初感染 ノ際 二全肺二播種サ レタ結核菌 ニヨソテ生ジ

タ眞正 ノ多犠性初感染型 ノ者デアル。 ゴーY(GhOn)

ノ報告 ニヨv・t165ノ 剖検例中2個 以上 ノ焦識 ヲ有

eシ 者ハ23例 デb4個 以上 ノ初感染竈 ヲ謹メタ者ハ

僅二1例 ノミダ。カカル例ガ知何二少イPガ 分ル。多

歎 ノ小見結核中偶然 二全肺二亙 リテ 直径1㎜ 乃至

1・5cmノ 初感竃歎百個現 ハレ'レト共 二闘係潅巴腺 ノ

石灰化セル者 ヲ大黛管二沿 フテ見ル事 アリ.ヤ コプソ

∠ハ嘗 テ12歳 ノ女見二同機 ノ者 ヲ見タル事アリ。

通常此種 ノ石灰化竃ハ血行播布二由來スルト考ヘラ

レテ居ルガ氣管腔内停播 ノ認メネバナラヌ鮎モアIV

(著者 力'附圖寓眞二奥ヘテ居 ル読明 ヨリスレバ、管腔

傳播デノ・焦黙 ノ大小不完 ナレドモ血行播種デハ焦馳

が同大デ小サイ ト解 シテ居ル)。 敦 レニセヨ病理學的

槍査 ヲ経テ居ナイカラー ノ椎噺 二過 ギナイ。

第二群。

ニハ石灰竈 ノ尤モ興味アル型 ヲ含ンデ居ル
。一般二共

竃ノ数ハ極メテ多イガ肺臓ノー部分二限局シテ居'レ。

而シテ各 々ハ原髪竃二稽 ζ似タル観 ヲ有スルモ、凡テ

嘗テ明カニ膨脹不全若 クハ肺炎性組織硬愛 ノ存 シタ

リト考ヘラルベキ肺實質内二散在 シテ居ル。此際櫛門

二達ス'レ迄及 ビ肺門二於ケル淋巴腺'モ向時三罹像セ

∂レモ其大サバ患部 ヨサ肺内二近 クニ從ツテ其大サヲ・

減ジテ居ル。是等 ノ病竃 ニテハ其中心部が屡 ζ溶融 シ
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テ癖勢ヲ魑行tシ ムル事 ガアPV。著者ハ成人 ノ初感染

管;蘭v・ テ同標鯉験 ヲ報皆セル事アリトテ、15歳 ノ

白人少女ノー剖槍例 ヲ記載 シ、此患者ハ讐病欝時ニハ

唯無数ノ石灰化竈 ヲX像 昌見)vノ ミ=テ 新生 ノ實質

内陰影等ヲ見ザ リere後 ニハ此石灰化竃 ノ軟化sり

病勢進展 シテ空洞形成 ヴテ終二死亡 セ'レハ明二初感

染竃 ノ外観 ヲ有スル(鏡 槍的ニハ初感染竈二比シテ澗

壁ノビアリソ化弱ジ)石灰化セル再感染●ノ軟化ヲ示

ス者ナラyト 言ヘリ。即チ文化國民=テ ハ初感染竈 二

●スルランケノ翫ノ・陳外例 ヲ有スル事 ヲ知 ラザ'レベ

カラズ ト言^リ 。

第三群。

二属スル者ハ陳欝ノ定型的原螢竈 ト同時二夫 レニ酷

似セル散在ス,レ多鼓 ノ石灰化竈 ヲ認 ム'レ型デア,レ。然

ン精細二見 レバ雨者ノ間ニハ匠別 ザアツテ後者ハ新

生ノ者デ其骨化が弱ク且ソ包壁(Capsule)ハ 薄 イ。

且ソ後者・■特徴ハ各竈が略 く同大デ肺内二ZF等 二撒

布セラVテ 居)V鮎 デ、之ハ明 カニ初感染後爾 「アVJレ

ギー」ガ完成 ジナイ前二血行的二同時二撒布セラレタ

者ナル事 ヲ語ツテ居ル。

第四群。

石灰化セル初感染竃ノ如 キ観ヲ有スル病竈 ヨリノ連

●的且進行性二播種 セラレタ'レ者デ初感染 ト再感染

トノ移行型二隠スル者デ、血行性 ト認ムルヨリハ寧 ロ

無管枝性播種 ト認 ムペキー型デ、其石灰化竈ハ不規則

二散在 ・y;(大サモ種 々異ツテ居2v。 之ハX線 像 カラ

考へ7レトBardノ 新謂 「Tuberculosafibrosadensa」 二

相富kJU。

第五群。

ニハ 「ア レルギー」完成後二氣管枝性若クハ血行性播

種ニヨ,レ再感染結核 ノ多豪性石灰化竈ヲ包含スル,之

ハ叉石灰穫潤 トモ穆 シ得ル者デ、時二大ナル空洞 ヲ形

成スルモ多グハ無害デアル。

上記ノ檬 二多鼓性石灰化竈 ノ種 々ノ型二就 イテ考察

スルト次 ノ檬 ダ。即チ肺實質内ノ結核竈ハ空洞形成二

昭ラザりレ者ノ・蒔日ヲ充分二経過 ス レバ凡テ石灰沈著

ヲ來タス者デ、石灰化竈ハ夫 レが嘗テノ・炎症性次デ乾

醐生愛性ノ'苞嚢形成 ヲ経テ生ジタ者デ1個 ノ化石 ノ

如キ感ヲ與ヘル者デアル。而 シテ其古サノ程度叉ハ性

"・,,・軍 二病態、X線 検査 ノミデハ分明 セザル者デ、

死後 ノX纏 鳥眞、組織學的研究ヲ侯 ツテ初メテ蘭明セ

ラVIV者i"アIV。 爾多数性石灰竈 ノ通常型 トモ見ルペ

録 11elM7

キ ハ再 感 染 型 ノ代 表 型 デ ア'レ需 萄胱 納 節 ノ騨 熊 昌見

'レ者 デ ゲ ル。之 ハ 鯉症 叉 ハ 永 イ糧 過 ヲ ト レル 中 筍 電症

者 箏 ニ ヨ リ見 ル κデ,不 聞大 圓瞭 ナ ク且 ソ包 盤薄 〃共

石 灰 ノ・少 ナ イ。次 昌ハ 血行 播 種 性 病 燈 二 毫亦 多 ク石 灰

沈嘲Fヲ 見 ル 番 ダ が、 唯`チ フゆバ チ ロー ゼ 」ノ如 キ急 性

症 ヲ除 ケ バ 血 行 柵 種 性 ノ者 昌・巴慢 性 久 ハ 良 性 ノ麗 過

ヲ ト'レ看 ガ多 イ嬬 タゆラ ウ,,餓 デ著 者 ハ 臼汎 ヲ.支持 ス ル

ニ有 利 ナ謂 寮 ノ睨 ヲ次 ノ棟 二幽 ゲ テ居 ル。 古 〃Bard

及 ビPi6ry,Borrell叉 近e2・Neumann等'・ 肺 内 病

竈 ノ・血 行 傳 播 ヲ嬬 ス常 道 トン,叉 肺 内病 竈 ハ石 灰 沈 著

ノ残骸 ト シテ 見 ラ2v・ 者 ニ シテ 彼 等 ハ之 ヲtuberku・

losemiliarisdiscreta,tuberculosisfibrosadensa,加 一

berculosigfibrosadiffugaト 編 ジ又 石 灰 ・M・…著 ト繊 維 織

ニ ヨ リテ硬 結 ヲ來 タ セ,レ組 織 ト ノ交 錯 セ,レ 者 ヲ肺 上

葉 二 見 ～レ事 が ア ル ガ 之 ハ 凡 テ 血 行 傳播 ニ ヨツ タ者 デ

ア ル。 カ ・ル 良 性 ノ血 行 播 種 ニ ヨ ル 病 愛 ヲ佛 督 ノ

Delarueハtuberculosisgranulieト 言 ヒBazinハ

PhthisefroideF構t!テ 屠 ル。 共 他HUbschmann=

ヨ レバ肺 内傳 播 ノ・肺 尖 部 病 竈 ヨ リ下 方^血 行 的 二擬

が ツ テ、上 方 程 病 竈 が大=erテ 、 且其 数 が少 イ程1個

宛 ノ大 サ バ大 キ 久 且 ツ斯 榛 ナ型 ・・,Lydtinニ ョv・c

良 性(慢 性?)ノ 纏 過 ヲ トル者 ガ ア ル ト言 ソ テ居IV。

其 他Schtirmannハ 再 感 染 竈 ノ多 クハ 血行 傳播 デ慢 姓

ノ経 過 ヲ トル ト柵 シ テ居 ル が、凡 テ是 等 ノ戯 正 ナ ル豊

明 ・・困 難 ナ事 ガ 多 イ.爾Htibschmannノ 言^ル ガ知

〃、雨 側 二ZF等=來 タV]V石 灰 化 病 竈 ノ或 者 ハ 血 行 性

二同 時 二播 種 セ ラ レタ者 デ 、時 ニハ・一側 性 ノ肺 尖 部 昌

限 局 ス ル 病 竈 モ 亦 血 行性 二來 ル 事 モ ア リ得 ル ガー般

ニー側 デ 且 ツ 不 卒 等 二存 ス'レ病 竃 ハ 氣 管枝 内 傳 播 卜

見 ル ノ が至 営 デ ア ル。爾 著 者 ハ通 常 肺 尖 型 結 核 ノ他 二

良 性 ノ肺 尖 型結 核 が ア ツ テ、之 ハ溶 融 後 二石 灰沈 著 ヲ

來Ptス 者 デEliasberg/epituberculosisト ・yテ小 見

二見pv者 及 ビOmsteinノ 所 謂 大 人 二來'レ 　念 性 良 性

肺 尖 型 結 核 」 モ此 分 類 中 二入 ル 者 タ●ラ ウ ト言 ツ テ居

ル。(課 者註 。 本 著 者 ノ・、Redekerノ 學 設 ヲ全 ク引用

シテ居 ラ ヌ實 二不 充 分 ノ所 ガ ア ル。)

如 上 ノ見解 ノ下=凡 ソ600例 ノ剖 検 結 核 屍 ヨ リ多 数

性 石 灰 化 竈 ヲ集 メ テ研 究 ス レバ次 ノ結 論 二 到 蓮 ス'レ。

1.包 壁 ヲ有 ス]vXX核 性 病 竈 ・・如 何 ナ ル型 ト雛 モ石灰

化 ス ル者 デ ア'レ。 部 チ多 数 性 初 感 染 竈 、良 性 肺 尖 型結

核 竈 ノ崩 壊 ニ ヨ リテ 生 ジ タ ル撒 布 性 焦 鮎 、初 感 染 後第

一期 ノ前牛 即 チ 第 二 期 二入 ル迄 ノ 「ア レ'レギ ー」成 立
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前期二來タル血行憐播種窺 ノ初期 ト第二期 ノ再感染

トノ中間期,昌來タ,レ各型、血行播種性再感染竈、及有

ユ,レ結核性紹節乃至氣管枝性播種 二由,レ渡潤 ノ泊億

中等二於 テ常二石灰沈著 ヲ見ル。

進行性樽感染竃二於テハ石灰化ハ金ク起ラナイ。久初

感染竈が無数プアル場合昌ハ石灰沈著 ハ僅徽プアル

カ叉 ハ全ク起ラナイ。唯是等 ノ型 ト雌唖陳奮 ノ者 トナ

リ厚 ク包壁 ヲ被 ル昌至ツテハ叉石灰化 ヲ見ル亭がア

ル 。

一・般 二初感染竈 ノ包蟹が完全ナ'レ租石灰化傾向 が弧

イ。

乾酪姫性 セル第二型 ノ病艦 ト雌唖夫 レガ結局治癒ス

ル者デアル場合 昌ハ亦石灰化スル。グカラ泊癒 〃タ患

者デハ初感染竃 ノ竃ナラメ再感染 昌陶 レ大ナル乾酪

性痢竈昌愚石灰批着ヲ見〃者デァル.

3,初 感染竃ハ再感染竃 トノ相遣ハ大彊夫箪 ノ石灰化

及骨化状態 ノ穆度 昌曾ソテ列明スルガ同時二時 ト共

二次第昌戊立スル「アVIVギ ー'Jノ糧度 モ毒考昌ナル。

4.夏 二病歴、生前及死後 ノX線 像虹二病理學的璽化

ヲ纏合スレバ疾息其者 ノ性質 ヲ決定 シ得 ルノ竃ナラ

ズ叉共戊立脛路昌蘭 シテモ或観念 ヲ得易イ.

(字多野 佐藤抄)

TheAmericanReviewofTuberculosiSVol.32.Noe2。1935。

某 私 立 小 學校 呂 於 ケ ル 結 楼 感 染 履 典 勲 痛 者 ノ範

塵

ThomasN.Hor'aii.(Detroit,Michigan♪TheIncidence

ofTuberculousInfectionandDiseaseinaPrivate

SChoolforBoys.

著 者 ・・3年 間 二瓦 リテ,14--15歳 ノ見 童197名 二 就 テ

「vンbゲ ン」輸 査Pt二 「ツ ペ ル ク リ ン」反感 ヲ槍 シタ

ル ニ、21名 即 チ11%ハ 肺 實 質 中若 〃 ・・肺 門 部淋 巴腺

二種 々 ノ程度 二石 灰 沈 著 ヲ示 セ,レ所 謂 特有 ノ幼 年 型

結 核 症(Childhoodtype)ヲ 謹 明 シ得 タ1レモ 成 人 型

(Adulttype)ト 認 ム ベ キ病 璽 ヲ呈 セ,レ者 ヲ全 ク 螢 見

セ ズ。 「レ ンbゲ ン」検査 陽性 ノモ ノ ・内80%ハ 共 家

族 二結 核 ノ歴 史 ア リ。 皮 内 「ツ ベ ル 〃 リ ン」反 慮 ト シ

テ ・・1萬 倍、 百 倍 ヲ、23例 二 ・・10倍 ノ稀 繹 液 ヲ用 ヒ

タ ル ニ陽 性 反 磨 ヲ呈 セlv者41%ヲ 算 セ リ。

ヱZ二上_立 氏 反 晦 「レ ン トゲ ン」槍 査 ニ ヨlv診 断bノ 關

係 ヲ見 ル ニ、「レン トゲ ン」槍 査 ニ ヨ リ幼 年 型 結 核 ト診

噺 サv・yas'ノ 中ヱ ∠」L2氏 皮 内 反 鷹 陽 性 ナ リ ・;,"ES,,'ノ

62%ニ シテ・38%・ ・1萬 倍・ 百 倍 稀 母 液 二U封・y・禦例

ハ10倍 ノ稀葎 液 二封 ・yテ陰 性 ヲ示 セ リ。Dow及 ビ

Lloydハ 斯 ク 「vン トゲ ン」槍 査 上結 核 ナ リ ト認 メ ラ

レタ ル 陰 影 中 ニ ハ 非 結 核 性 ノ者 ヲ 含 メ ルナ ラ ソ ト訊

明 セ リ、 叉 「ツ ベ ル ク リ ン」反応 陽 性 ノ者 モ ソノ病 竈

ガ治 癒 経 過 ヲ ト リ且 新 感 染 ヲ蒙 ラザ ル時 バ次 第 二 「ッ

ベ ル グ リソ」反 磨 モ陰 性 二近 ヅ キ途 二全 ク陰 性 トナ ル

者 ト考 ヘ ラル。

ヵ ・,レ「ツ ベ ル ク リ ン」敏 感 性(Sensitiviness)ノ 愛 化

ヲ報 告 ス ル ニ先 立 ツ テ 余 等 ・・學 校 周 園 ノ状 態 ヲ 槍査

ンタ ル コ ト勿論 ナ リ。卵 チ學 校 附 近 昌 ハ1名 ノ開放 性

患 者 ナ ク、叉 各 見 童 ハX線StN=テ 検 査 セ ラv.學 校

職 員、校 碑、 及 共家 族 ヲ 毛屡;X線 ニ テ槍 シ、 叉 富 校

附 罵 ノ女 學 校 寄 宿 生 ハ本 市 ノ 市 民 生 活 ト ノ 交 渉 ヲ有

ス ル ヲ以 テ夫 等 ノ儂 格 検 査 モ蝕 重 二責 行 セ ラ レタ リ。

原 來 余 等 ハ槍 査 材 料 タ ル見 童 ハ 寄 宿 生 ニ シテ 彼 等 ノ

生 活 ハ肚 會 ヨ リ隔 離 セ ラ レタ ル 修 道 院 生 活 二 近 キ 者

ナ リ。3年 間 僧 績 シテ行^,レ マ ン トウ氏 反 磨 ハ全員;

就4テ ・・陽 性 李47、41%ヨ リ33%二 漸 減 セy。 之 ヲ

詳 言 スt・メ 全 員116名 中85名(77%)・ ・年 々腸 性 ヨ リ

陰 性 二聾 化 ス1レ ヲ認 メ、31名(2396)・ ・陽性 反 磨増 強

セ リ。

拉 二陽 性 ヤ ン トウ氏 反 庶 が菌 接 調 ノ機 會 ナ キ 揚 合 二

・・漸 次 陰性 トナ ル ト言 フ 吾 人 ノ信 條 トー 致 セ ザルニ

ノ代 表 的 報 告 ア リ。 即 チ1.Uoyd及 ビMaepherson

ハ 「ツ ベ ル ク リ ン」反 晦 ザー 度 陽 性 トナ レ ル者 ノ内96

%ハ ソ ノ幼年 期 中愛 化 セ ズ ト報 告 セ ル モ、是 等 ノ見 童

・・p』と」ド
ーン市 中 ノ者 等 ニ シテ 常 二結 核 菌 ト接 飼 セ ル

者 ニ シテ・ 余 ノ例 ノ如 キ 寄 宿 生 徒等 ト 比 較 ス ル ヲ得

ズ・2・ 叉WolffStone及 ビEbersonノ ・3歳 牛 ノ幼

見100名 ヲ検 シタ ル結 果 二就 テ、「ソ ペ ル ク リ ンJ反 慮

陰 性 イ毛 ノニ ハ石 灰 化 、繊 維 性 璽 化、 淋 巴 結 節、 肺 浸

潤 ノ陰 影 ヲ認 メ ザ リレ ト違 ベ テ居 ル が、余 ノ例 ニ テ ハ

38%・ ・「ッ ペ,レ ク リ ンJ反 磨 陰 性 二yテ 、 シカ モ共 肺

所 見 ニ ハ典 型 的 幼 見 結 核 璽 化 ノ所 見 ア リタ リ。多分 是

等38%ノ 者 モ 嘗 テ ハ陽 性 ナ リ シ者 力・数 年 ノ間 二治 癒

シテ、 「ソ ベ ル ク リ ン」 反 慮 陰 性 トナ リ シ者 ト考^ラ

ル。(宇 多 野療 養 所 抄)'
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小見=於 ケ ル 結 穫 性 臨 膿 炎 ノ 年 齢 的 分 類並 ビ痢

因

MorrisSiegel(MountSinaiHospita1.NewYork

City):TheAgeDisUibutionandPathogenesisof

TuberculousMeningitisinChildren.

結核 性 脳 膜 炎 ・・幼 見 二多 イ者 デ、 結 核 菌 較 見 前1768

年 饒 二RobertWhytt・ ・脚 水 腫 ノ臨 肱統 計 較 表 ノ際

二2歳 乃 至16歳 ノ幼 見 二 本 病 ヲ認 仏 ル ト曾 ヒ、 又

1834年 二Gerhard・ ・結 核性 贋 膜 炎'・2歳 以 後蜜 情 期
ロ

マデ ノ幼 小 見 二起 ル念 性 炎 症 性 疾 患 ト記 載 シテ居 ル。

然 シ本 病 ノ好 臓 年 齢 二 關 シ テ ハ 此 時 代 デ モ 定 訊 ハ無

e、 ゲ,レ・・ル ト ノ剖 樵 例32中23例(70%)・ ・4-7歳

デ ア リ、 又1843年RillietBarthezノ 統 計 二依 ル ト

6--10蔵 二最 モ多 〃、1-2歳 二 ・・最 モ少 ク、Bosselut

ハ1876-1887年 間 ノ彼 ノ臨 肱 ニ テ117名1歳 未 浦 ノ

結核 性N膜 炎 患 者 中 生 後2ケ 月 ノ者10名 、21日 ノ者

2名 、15日 ノ者1名 ヲ報 告 シテ居 ル。 上 述 ノ年 齢 的

分布 ハ コ ッホ前 期 デ ア,レカ ラ 其 診 噺 が 爾疑 問 デ アル

ガ、1882年 結 核 菌 骸 見 後 二更 二1891年Quinckeカ ●

腰椎 穿 刺 法 二、1893年Lichtheimノ ・脊 髄 液 中 ノ結 核

菌詮 明 二成 功 シテ カラ、病 理 學 的及 臨 肱 學 二信 ズベ キ

統 計 材 料 が集 メ ラ レ、 欲 来 二於 ケ ル過 去30年 間 ノ統

計 ヵラ 諸 學 者 ハ 結 核 性 脳 膜 炎 ハ生 後3年 間 二尤 モ 多

イ ト言 フ設 ニー 致 ス ル ニ至 ツ タ。余 ハ最 近 米 國及 欧 洲

二於 ケ,レ結 核 死 ノ 剖 検 例 中 ノ結 核 性 脳 膜 炎1.522例

二就 テ共 年 齢 的頻 度 ヲ 調 査 シタ ル ニ1歳 未 満 ノモ ノ

18.1%、1-2歳 ノ者21.4%、2-3歳 ノ者17.7%、

3-6歳 ノ者26%、6-16歳 ノ者17%ナ1,。 余 ノ例 ニ

テ ハ第2歳 二最 モ多 ク次 二 第1歳 、 更 二 第3歳 二多

シ。 即 チ1-3歳 ノ3年 間 二873例57%ヲ 算 ス。 次 ノ

3年 間 ニ モ爾 多 ク即 チ4-6歳 間 二26%、7歳 以 上 二

17%ヲ 算 ス。 爾1-3歳 ノ3年 間 二付 テ余 ノ例873例

ノ外 二他 ノ著 者 ノ例 ヲ加 ヘ テ1-3歳 ノ 者 ノ ミ1,572

例 二付 イ テ 見JV二1歳 ノ者31%、2歳 ノ者41%、3歳

ノ者28%ト ナtw。 爾2歳 以 下 ノ者397例 二就 テ詳 細

二観察 ス ル ニ、3ケ 月 ノ者4例(0.5%)3-6ケ 月 ノ者

6.5%、6-.9ケ 月 ・ノ者6.9%、9-12ケ 月 ノ者10.O%、

12--15ケ 月 ノ者9.O%、15-18ケ 月 ノ者6.6%、18-

21ケ 月 ノ者4.9%、21-24ケ 月 ノ者3・9%二 ・yテ、

尤 モ多 キ ハ 生 後6ケ 月乃 至18ケ 月 ノ間 ニ シテ 生 後2

ケ月 以 内 ノ者 無 シ。實 二報 告 セ ラ レタ ル結 核 性 臓 膜 炎

ノ纏 数3124例 中 ニ モ2ケ 月 以 内 ノ者無 シ。 唯 上 蓮 ノ
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如 〃Bosselutノ 生 後2ケ 月 以 内 ノ報 告例 ア'レe之 」・

脹 椎 穿 刺 法 ノ行 ハ レヌ 以 前 ノ 臨 肱診 断 ニ ヨツ タ 猛 デ

ア ル。 爾 生 後2ケ 月 以 内;起 ツ タ 急 性 鵬 膜 炎1・ ンテ

68例 昌就 テ他 ノ者 ノ研 究 ニ ヨ レメ 共 原 因 ハ 蓮 餓 朕 球

菌 、大 腸 菌 、 肺 炎球 菌 、 謄 膜 炎 劇、 「イ ン フ2レエ ン ザ」

菌 等 ザ納 核 繭 ニ ヨル者 ハ1例 モ ナ イ。

此 問 題 鳥關 ン テ ハ初 生 兄 ノ結 核 死 ノ状 態 ヲ 見 ル 必 要

ア リテ 著 者及 ビ他 ノ人 ノ報 告例 中 生 彼6ケ 月 以 内 ノ

結 核 死209例 中2ケJl以 内 ノ結 核 死 ハ46例 ナ'レ モ縞

核 性 胴 膜 炎1例 毛無 〃、3ケ 月 ノ者 ニ ハ縞 核 死38例

中 贋膜 炎3例,4ケ 月 ニ テ ハ夫 々48例 及16例 、5ケ

月 ニ テ ・・37例 中12例,6〃,1ニ テ ・・40例 中20例 ア

リ。此 症 例 ハ少 キ故 噺 定 ヲ下 シ雌 キ毛 生 後3ケ 月 以 後

二至 リテ 始 メ テ 縞 核 性 晒 膜 炎 ヲ 見 且 ツ共 後 生長 ノ月

ト共 二症 例 モ場 加 ス ル ヲ見'レ。

生 後2ケ 刀迄 ノ者 二 結 核 死 ノ少 ナ イ コ トノ・病 竈 蓮展

ノ緩 慢 ノ1爲グ ト解 セ ラ レテ居'レ カeb'是尋 ノ剖 橡 ニテ ハ

肺 結 核 及 全 堵 粟粒 結 核 デ ア ッ テ、・肺 臓 並 ビ蘭 係 淋 巴腺

ノ肉 眼 的急 性 炎 症 性 墾 化 ヲ 見 ル ノ ミデ 之 ノ ミニ テ 死

ヲ惹 起 ス,レニ充 分 ナ ル事 ヲ思 シム ル者 が ア ル。此 際 肉

眼 的 ニ ハ愛 化 ヲ見 ザ ル他 ノ臓 器 ニ モ 頚 微 鏡 的 ニ ハ新

生 「ヅベ ル ケJL/」叉 ハ菌 ヲ縢 見 ス'レ者 デ、 殊 二肝 臓 、牌

臓 ハ特 二著 シイ。之 ハ結 核 菌 敗 血 症 ノ ア リ シ者 ニテ 幼

見 ハ 「ツペ'レケ ル」形 成 前 二死 セ ル事 ヲ語 ル ノデ ア ル。

早 ク死亡 セ ヌモ ノデ ノ・肺 以 外 ノ各 臓 器 ニ モ 結 節 ヲ作

1,、 又 胴 及 ビ胴膜 ニ モ少 数 ノ孤 立性 結 節 ヲ作JV二 至

lv。P6ronハ 結 核 性 敗 菌 症 ノ ミデ結 核 性 脳 膜 炎 ガ起 ル

者 デ ハ ナ クテ、Martirノ 實 験 ノ如 〃 二蜘 蛛 膜 下 腔 ヲ

経 テ始 メ テ起 ル モ ノデ 、艀 脈 内 注 射 デ ハ之 ヲ反 覆 シテ

行 フ際 ノ ミニ脚 膜 炎 ヲ 惹 起 セ ン メ得 ル 者 グ ト言 ツテ

居,レ。此 蜘 嫁 膜 下 ノ経 路 ヲ支 持 ス ル ニ足 ル 實験 トシ テ

讐tri鈴Manwarin&Sope「 等 働 物デ蜘轍 下二

入 レタ結 核 菌 デ 謄 膜 炎 ト同時 二 全 身 結 核 ヲ惹 起 セ シ

メ得 テ居 フレ。力 力 ル實 験 ノ存 ス'レ ニ拘 ハ ラ ズ多 〃 ノ人

ノ・謄 膜 炎 ニハ 必 ズ 粟 粒 結 核 が件 ツ テ 居 ル 事 が 大 多 藪

デ且 ツHektoenノ 訊 ノ如 〃脳 内血 管 ノ外 壁 若 〃 ・・内

壁 ノ損 傷 等 が存 ス ル爲 二、血 行 性 二來 ル 者 ダ ト信 ジ テ

居,レ。 共 他 ニノ・Croweノ 如 ク謄 、 頸 骨 、中 耳 等 ノ結

核 ヨ リ、 或 ・・Kmentノ 如 ク脈 絡 叢結 核 ヨ リ直 接 二傳一

播 シ テ來,レ者 ダ ト考 ヘ テ居 ル者 モ アlv。 其 他Rich,

McCordockノ ・脳 、膿 膜 、蜘 蛛 膜 下腔 叉 ノ・鵬 腔 附近 二

存 在 ス ル小 結 節 戸 リ 直接 二 是 等 ノ磯 室 内 二 櫨 大 シ テ
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脳 膜 炎 ヲ起 ス ト祝 明 ヴ テ居,レ者 毫 ア ル. (亭多野 宮剛ゆ)

TheAmericanReviow◎fTuberc凹;osisVo1.XXXH.Noe31936

紙 製 喀 疫 「ナ プ キ ン」ノ櫨 媚 度

F.LTennings:ThePermeabilityofPapei'SJ)utum

Napkins.

納 核 薗 が 結 椴 患 者 ノロ ト鼻 カ ラ咳 獄 ヤ 噴 喧 ニ ョ ッテ

億 播 サ レル畜 が分 ツ テ カ ラb結1核 患 者 昌 「v7・ 〃」"'AS

ヒ ラ レ、「ハ ン カチ ・一 フ」が代 川 サ レ、 次 イデ紗 が安 償

ナ爲 二之 昌代 リ、最 近 ニ ハ紙 「ナ プ キ ン」が廣 〃利 用 サ

レテ居 ル。 経 濟 的 ニ ハ之 ハ確 二蓮 歩 二蓮 ヒ ナ イ が、果

シ テ衛 生學 的 ニ モ進 歩 デ ア ル カ ドウ カ。著 者 ノ實 験 ハ

此 圓的 ノ下 二企 テ ラ レタ ノデ アル。實 験 ハ 三方 法 二分

レテ居 ル。

1)諸 種 ノ紙 「ナ プ キ ン」及 化 粧 紙 一 李 方糎 内 ノ光 ・通

過 ス'レ孔 ノ数 ヲ顯 微鏡 デ計 測 シ タ幽 紙 「ナ プ キ ン」一

枚 ノ ミデ ・・卒 均191,265.402,化 粧 紙 ・・1750ノ 徽 ヲ

示 ・y、二枚 折 ニス ル ト32,30,125,650,ト ナ ソ タ。

孔 ノ大 サ ノ・紙 「ナ プ キ ソ」デ 直裡20「 ミ〃 ロ ン」 カ ラ

100「 ミク ロ ソ」化 粧 紙 デノ・800「 ミク ロ ン」二蓮 ス,レ。

二 枚 折 ニ ス)レ1・紙 「ナ プ キ ン」ノ・15-40「 ミ ク ロ ン」;

ナ1,、 化 粧 紙 ハ20--100「 ミeロ ンJヲ 示 ス。

ラ ソゲ ニ依 ル ト、結 核 患者 ノ喀 疲 滴 ・・最 大 略20「 ミ 〃

ロ ン」ナ リ トシ、 ス トラ ウス ノ、10「 ミ〃 ロ ン」 二達 ス

ル モ ノノ・稀 ナ リ ト言 ッ テ居 ル。

2)次 ニ バ チ'レス ・プ ロ ヂ ギ オズ ス ノ浮 游 液 ヲ ド ・ヴ

イ,レビ15號 ノ噴 霧 器 デ 「ナ プ キ ソ」ヲ透 シテ培 養 基 ノ

上 二霧 散 セ シ メ、培 養 基 上 二旗 生 ス'レ「コ ロニ ー」ノ数

ヲ数 ヘ タ ノデ アル。 共結 果 紙 製 「ナ プ キ ソ」 ダ ト三 枚

折 ニ シ テ 「コ ロ ニー 」ヲ作 ラ ヌ カ、 数 個 二止 ル ガ、化粧

紙 ダ ト三 枚 重 ネ テ爾 且350ノ 「コ ロ ニー」ヲ豪 生 シタ。

次 イデ 紗 二就 テ同檬 ノ實験 ヲ試 ミタ虚、紗 ハ十 赦 重 ネ

テ始 メ テ紙 「ナ プ キ ンJ一 枚 二相 當 ス ル成 績 ヲ得 タ6

'3)最 後 二實 際 二人 間 ガ咳 歎 シ タ際 二於 ケ ァレ實験 ヲ行

ツ テ居 ル。 患 者 ハ 氣 管枝 櫨 張 症 、急 性 呼 吸 器 病 等 ヲ選

ビ、結 核 患 者 ハ用 ヒナ カツ タ。 之 ノ・結 核 菌 ノ培 養 困 難

ヲ考 ヘ タ爲 デ ア ル"然 ジ漕 者 ノ・此 成 績結 果 ヲ結 核 菌 二

適 慮 ジ テ差 支 ナ イ ト考 ヘ テ居 ル。實 験 方 法 ノ・患 者 ノロ

b鼻 ト ヲ「ナ フキ ン」デ被 フ テ、其 前方1吋 ノ塵 へ"`b ,

リー皿 ノZF面 培 養 器 ヲ垂 直 二當 テ タ ノデ アル。 「ナ フ

キ γ」が減 菌 シテ ア ノレ事 ノ・勿論 デ アル。 此 結 果 ハ第2

ノ實 験 秘規 則 的 ナ相 逡 ヲ縢 見 ヴ得 ラ レナ カソ タ ガ.疵

「ナ デ キ ソ」 一 枚 或 ノ♪允枚 デ ハ編 賓 ハ 透 崩 ス 〃事 ガ鯛

カ ニ ナ ツタ ノデ アル。(字 多"内 楼 抄)

-2地 堀 の 齢 査 ノ場 舎 昌 於 ケ ル 「ツ 鵡 ル ク リ ン」

虞 向 】期 臨、 及 ピX繍 暖 ■溺 用 ノ9●.

G.W.Weber,K,M.MurphyandF,W.Holcomb:

TheintracutaneousTuberculinTestanduesOfthe

MuoroscopeinaCountysurvey・

著 者 ハ先 二從 來 米 國 二行 ハ レタ ル小 見Pソ ベ ル 〃 りン」

反 磨 槍 査 ノ循 報告 ヲ検討 シテ 日 ク、1・ 槍 査 炉 耀期 側

二限 ラ レテ居 リb2,狭 イ地 域 又 ハ特 種 ノ小 見m;ヲ

選 揮 シ、 廣 クー般 的 二行 ツ タ者 ハ 極 メ テ少 〃.3・ 次

二 ・・結 核 恐 怖 ・β 二 常 規 ヲ逸 シテ 病 的 心 裡歌 ● 二 陥

リ易 イ親 ト其 小 見 ト ノ接 働 ト言 フ亭 ヲ垂 親 ノ テ 居 ナ

イ 上 二、4.結 核 壊 防 上 尤 モ必 要 ナPt手 掛 ゆタ ルペ キ

傳 染 源 ノ問 題 二飼 レテ 居 ナ イ。

本 實験 ハ 以 上 ノ飲 貼 ヲ補 ツ タ モ ノデ ア ツテ ア ルス タ

ー群(人 ロ8萬 、1932年 度 ノ結 核 ニ ヨ,レ死 亡 者 ハ 人 ロ

10萬 二就 キ80。7名 ノ割 合 ニ ナ ツテ 居,レ)二 於 ケ ル槍

査 デ ア ル。「ッ ベ'レ ク リ ソ」陽 性 ノ者 ヲX線 ニ テ診 査 ス

ル ニ ハ紙 「フ イ ル ム 」 ヲ用 ヒ ル ト便 利 デ ア,レ。 蛛 二多

倣 ヲ取 扱 ヒ易 イ。元 來 カ カ ル場 合 ニノ・透 親 ノ ミニ俵 レ

バ経 費 ヲ節 約 シ得 ル モ 疑 ハ ジ キ 場 合 ノ 診 噺 ニ ハ適 シ

ナ イ。 ソ レデ、 自分 蓮 ハ 之 ヲ混 用 シ タ。

先 ヅ742名 ノ小 見 ノ内238名 力'陽性 ヲ示 ・yPt.次 二

高 等 小學 校(Hセhschool)デ ノ検 査 デ ハ1362名 中

446名 即 チ32.7%カ ●陽 性、 小學 校(Gradeschoo1)デ

ノ検 査 デ ノ・3596名 中533名 郎14.5%ザ 陽性 ヲ示 シ

タ。Highschool生 徒 、Gradeschoo1生 徒393名 二

就 テ 「レ ン トゲ ン」透 観 ヲ試 ミ、 其 中 ノ疑 ハ シ イモ ノ

99名 二就 テ ハ 「vン トゲ ソ」寓 眞 ヲ撮 影 ・yテ、 共 結果 、

成 人型 結 核 ヲHighschool二5名 、Gradeschobl二3

名 、 石 灰 化 病 竃 ヲ夫 々10名 及9名 、 何vb・ie決 定 ・y

難 イモ ノ夫 々4名 宛 ヲ見 出 シ タ。而 シ テ、Ghadeschool

ノ生 徒393名 ノ中約 牛 数 ニノ・傳 染 源 ヲ輔K得 タ。 帥

141例 ハ現 在 家 族 中 二、20例tP・憐 人 叉 ハ伺 居 者 二結 核

患 者 ヲ詮 明 ・y、20例 ハ現 在 ハ無 イが 家 族 皮 凄結骸 ヲ

謹 明 シ得 タ。
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次 二鶴 性 小 見 ノ.78%ノ 家 族=就 テ、217家 族 ・・金 員、

10i家 族 ハ部 分 的=何 レモ 「レ ン1・ゲn,透 競 ヲ試 ミ、

全髄 デ537名 ノ中12%ニ ハ 「v:!bゲyj罵 眞 ヲ撮 影

シタ。 其 結 果20名 昌成 人 型 結 核 ヲ謹 明 ・y、7名 昌艇

ハ シキ病 塑 ヲ骸 見1ンタ。

斯テ著酋ハ盟噸 二描 ゲタ貼 ヲ輔 フト共 二℃此種 ノ轍診

ノ場合ニハ同時二行フベキX腺 椥査 トヴテハ緩覗法

ハ純濟的ニシテ、且ツ充分昌有敷 ダト官フ富 ヲ主弧シ

テ、居ル。

(宇多野 内脚抄)

結 核 外 寡 門 雑 誌

眼 結 橿 卜騰 結 穫

Lauber註AugentuberkuloseundLungentuberkulose.

Gruzilica1935.(Zentralbl.f,Ophth.34Bd.1935.)

著 者 ハ 波 蘭 ノ結 核病 學 會 二於 テ、 虹 彩 炎 、虹 彩 毛 檬 髄

炎、脹 絡膜 炎 等 ノ結 核 性 疾 患 二就 テ這 ベ テ居 ル。 是 等

疾 患 ノ多 クハ 以 前 ハ徽 毒 性 ト考 ヘ ラ レタ が ワ馬 反 磨 、

「ソペ,レ〃 リ ソ」 反 感 ガ用 ヒ ラ レル ヤ ウニ ナ ツ テ カ ラ

結 核性 ノモ ノモ アル コ トが剃 ツ タ。 更 二近 年 レー ウ.

ンス タ イ ソガ血 中 二 結 核 菌 ヲ詮 明 ス,レ ニ 至 ツテ盆 ζ

確 實 トナ リ、叉 現 在 マデ原 因 不 明 トサ レテ居 タ交 感 性

眼炎 二封 シテ モ或 程度 ノ訊 明 ヲ奥 ヘ タ、著 者 ノ・特 二眼

結 核 ト肺 結 核 トノ關 係 二就 テ遠 ベ テ居,レ。繊 維 素 性 肺

病 竈 ト肺 門淋 巴 腺腫 脹 ノ ア ル 時 ニハ 脹 絡膜 炎 ノ來 ル

コ トが多 イ が、高 度 ノ肺 結 核 ノ場合 ニ ハ眼疾 患 ヲ起 ス

コ トハ極 メ テ少 イ。最 後 二著 者 ノ・診 噺 勉 二、 治 療 ノ欝

メニ 「ツ ペ ル 〃 リ ソJ注 射 ヲ行 フ ペ キ コ ト ヲ述 べ、ソv

ニハ量 ヲ正 確 二 定 メ 得 ル マ ン トー氏 法 ヲ推 奨 シ テ居

ル。(慶 大 菅 沼定 男 抄)

眼 前 芋 部結 核 ノ生 態 頸 微 鏡 餉 診 断

Kaminskaja:BiomikroakopischeDiagnostikderTu.

berkUlosedesvorderenAUgenabschnitts.(Sovet.

Vesth.Oftalm.1935.Zentralbl.fOphth.34.Bd.

1935.)

著者 ハ臨 肱 的 二結 核 性 眼 疾 患 ノ 定 型 的 症 状 ヲ総 括 的

二述 べ テ居 ル。

角 膜 浸 潤 ハ ドノ層 ニ モ來 ル ガ、前 三 分 ノー 二來 ル コ

トガ多 イ。 屡 ζ上 皮 ノ近 ク ニ モ現 バ レル、之 ノ・徽 毒 ノ

際 ニハ決 ジテ來 ナ イ コ トデ ア ツ テ、此 場 合 ニハ寧 ロデ

亙 呂メー ト氏 膜 ノ近 ク ニ來IV、 徴 毒 性 浸 潤 ノ・淵 蔓 性

デ、角 膜 中央 二於 ヶ,レ程 高 度 デ アル が、 結 核 性 ノモ ノ

デ ハ輪 部 二近 イ。叉 前 者 ハ境 界 ガ比 較 的 明瞭 デ アル が

後 者 デ ハ不 明瞭 デ ア ル、結 核 性 角 膜 炎 ノ際 二新 生 ス ル

血 管 ハ表 層 及 ビ深 層 二在 リ、徴 毒 性 ノ モ ノ ニ比 シテ ソ

ノ幅 ザ廣 〃 ヨ リ迂 曲 シ、 深 部 二 於 テ 吻 合 が 著 明 デ ア

)v●

前 房 紹 核 性 疾 患 ノ 場合 ニハ 前 房 水 ノ流 出 が迎 クナ

ル コ トが多 イ。沈 降 物 ハ結 核性 疾 患 ノ重 要 ナ所 見デ ア

少 テ、大 キナ 脂肪 ノヤ ウ ナ不 規 則 ナ形 ヲシテ 角膜 ノ裏

面 二附 著 シテ居 ル、コ ・二永 ラ 〃附 著 シテ居 ル ト、 ソ

ノ部 位 ノ角 膜 二潤 濁 ヲ 來 タ シテ血 管 が侵 入 シテ來 ル。

虹 彩 小 サ ナ灰 白色 ノ結 節 が瞳 孔 像 二近 〃 アル。形 ハ

丸 〃初 メノ・血 管 ノ・認 メ ラ レナ イデ、間 モナ ク消 失 シ タ

リ叉 生 ジタ リス ル、ヤ が テ少 シ血 管 ガ新 生 シテ結 箭 ヲ

取 り圃 ム。 結 核 性 虹 彩 炎 二特 有 ナ ル コ トハ 「ツベ ル 〃

リ ン」注 射 後 二特 二 出血 ヲ起 ス コ トデ アル。

伺 ホ結 核 性 虹 彩 炎 二重 要 ナ 所 見 ハ 虹 彩 後癒 著 デ 全 虹

彩 組 織 ガ瞳 孔 縁 デ 引 カ レテ居 ル ヤ ウニ見 エ ル。

色 素 破 壌 重 要 ナ所 見 デ ア ッ テ、水 晶趙 前嚢 ヲ被 ヒ、

前房 、 硝 子 禮 中 二浮 跡 シ、叉 ノ・角 膜 裏 面 沈 降 物 上 二附

著 ヌ ル。

以 上 ノ所 見 ノ ミデ診 噺 ニ ハ充 分 ト云 フ ノデ ハ ナ イ、他

ノ所 見 ト合 セ テ考 ヘ ナ ク レバ イ ヶ ナ イ。

結 核 性 ト徴 毒 性 角 膜 實 質 炎 ヲ 比 較 シテ 見 ル ト前 者 ハ

上 翠 膜 カ ラ角 膜 二侵 入 ス ル ノニ、後者 ハ毛 標 饅 カ ラ角

膜 二侵 入 ス ル コ トガ多 イ。(慶 大 菅 沼定 男抄)

眼 疾 患 二於 ケ ル マ ン トー 氏 友 感 ノ便 値

Popowitschenko;DieBedeutungderMantoux・Rea.

ktionbeiAugenerkrankungen.(Sovet.vestn.Oftalm.

1935.¥,Zentralbl.f,Ophth.34.Bd.1935.)

著 者 ハ先 ヅヱ 氏 反 慮 が結 核 ヲ 確 定 ス ル ノニ 多 少不 確

實 デ ア ル コ ト ヲ述 べ タ後 ニ ソ ノ長 所 ヲ述 べ テ 居,レ 。

五 干 倍溶 液 ヲ注 射 ス'レ ト、結 核 ト思 ・・レ,レ患 者 デ ノ・殆

ン ド常 二線 テ ガ陽 性 デ ア ル が、他 ノ原 因 ト思 ノ・レル モ

ノデ ハ約 牛 数 が陽 性 デ ア ル、之 コ繰 リ返 ヘ シテ居 ル ト

非 常 二意 義 が 出 テ來 ル、 即 チ、最 初 二陽 性 デ アソ タ モ

ノ ガ 「ツ ベ ル ク リ ン」療 法 ニ ヨ ツ テ陰 性 ニ ナ リ、之 ト同

時 二眼疾 患 モ治癒 ス ル。シ カ シ肺 及 ビ淋 巴腺 等 ノ所 見

ノ・前 ト同 ジデ ア ル。ソ レ数 皮 膚反 慮 ハ眼病 竈 ノ活 動 性
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二蘭 係 ガ ア ル ト考 ヘ ラ レル。(慶 大 菅 沼 定 男 抄)

繍 犠 性 前 賑 部 疾 患 ノ「ツ ベ ル ク リンJ療 法

Kisselewa:DieTuberkulinbehandlungbeitub●rku・

1δsenLtisiondesvorderenAugenabschnitts .(Sovet,

Vestn.Oftalm.1935.Zentralbl,f.Ophth34eBd.

1935.)

前 眼 部 ノ紹 核 性 疾 患 ノ多 〃 ハ、葡 萄 膜 系統 昌認 ムペキ

姫 化 がナ カヅ タ時 デ モ,角 膜 虹 彩 毛檬 儘 ノ共 昌侵 サ レ

タ モ ノ ト考 フ ベ キ デ ア ル。此 見解 ノ下 二 特者 ハ 角膜 炎

ノ25例 、 前部 葡 萄 膜 炎 ノ27例 ヲ畿 惣 ヴテ 「ツdelvク

リ ン」デ治 療 シタ。 「レ ソ トゲ ン」機 査 二 冒ツ テ胸 部 ニ

ハ愛 化 が ナ カ ッ タ。多 〃 ノ症 例 二於 テ燈 温 上 昇 及 ビ他

ノ中毒 症 状 が ア ツ タ。

マ ソ トー氏 反 晦 ・・19例 ・・高 度 二30例 ノ・著 明 二3例

ハ 弱 ク陽 性 デ ア ツ タ が、コ リボ氏 検 査 ハ全 症 例 二於 テ

病 竈 反 慮 が ア ツタ。40例 デ ハ 之 ・ト同 時 二 髄 温 上 昇 ガ

ア ッ タ。 結 核 性 デ ア ル ト確 メ ラ レテ カ ラ 「ツ ベ ル 〃 リ

ン」療 法 ヲ開 始 シ タ所、 症 状 ハ 次第 ニ ヨク ナ ソタ。 著

者 ハ更 二2例 ノ結 核性 涙 嚢 炎 ヲ追 加 シテ居 ル。 ソノ第

1例 ハ 「ツベ ル ク リ ソ」療 法 ニ ヨ ツ テ炎 症 々状 ハ滑 退

シタ が,第2例 ノ方 ハ涙 嚢 ヲ摘 出erテ 「ツdelvク リ ソ」

療 法 ヲ行 ハ ナ カ ツタ 所 全 角 粟 粒結 核 デ 死 亡 シテ シ マ

ツ タ、 結 核 性 涙嚢 炎 ノ手術 的療 法 ハ危 陰 デ アル。

(慶 大 菅 沼定 男抄)

結 核 性 脈絡 膜炎 ノ「ツ ペ ル ク リン;療 法

Kotlajrewskaja:DieTuberkulinbehandlungtuberku・

16serChorioiditis.(Sovet.Vestn.Oftalm.1935.Zen・

tralb1.f.Ophth.34.Bd,1935.)

150例 ノ眼 結 核 患 者 ノ内23例 力'結核 性 脹 絡膜 炎 デ ア

ツ テ、是 等 ハ 「ツ ペ ルク リ ソJ皮 下 注 射 ニ ヨ ル病 竈 反 慮

デ確 メ タ。 「レ ソ トゲ ン」蚊 二他 ノ 物 理 的 検 査 ヲ シタ

所 、2例 ニ ハ空 洞 形 成 が ア リ、6例 デ ハ織 維 素性 墾 化

及 ピ石 灰沈 著 ヲ、12例 デノ・活 動 性淋 巴腺 或 ハ陳 奮性

肺 臓 愛 化 ヲ詮 明 シ他 ノ3例 デ ハ 結 核 性 憂 化 ノ・全 クナ

カ ツタ。 マ ソ トー氏 反慮 ハス ベテ ニ 於 テ 陽 性 デ アツ

タ。

是 等 ヲ規 則 正 シイ 「ツ ベ ル ク リ ソ」療 法 ヲ行 ツ タ所 病

竈 ・・清 退 シ、 色 素沈 著 ヲ來 タ シ、 親 力 ノ・良 好 トナ ツ

タ。 注 射 ノ・マ氏 反 慮 が陰 性 ニ ナ'レマ デ纒 績 シ タ。以 上

ノ事 實 力 ラ 「ツ ペ ル ク リ ン」療 法 ハ脈 絡 膜結 核 ニ ハ甚

ダ有 敷 ナ療 法 デ ア ル。(慶 大 菅沼 定 男 抄)

健 康 及 ビ結 核 「モ ル モg卜 」ノ 「ツ ペ ル ク ロ プ ロテ

録 【第14巻

イン」履ビ「ツペルクロ7身ス77脅 一9㌧ 昌樹スル

負煽互瘤 の
Hol且ey:C{)rnealreactionsofnormelandoftmber・

culou5鰹uineapi醒8totubercu10夢protein● 飾己tuherculo・

phossphatide,(Amer,J、Pathe1935.kntraEbl.fe

Ophth,35.Bd.1936.)

「ツ ペ ル ク ロプ ロテ ィ ソ」 ハ ソノ 純 弊 ナ 毫 ノデ ハ極 ク

'少 量 デ納 核 動物 ノ角 膜 二毒 作用 ヲ昼 ス β・
。末 期 ニ ナ虐

ト上 皮檀 細 胞 サ《・聖出 現 ス ル。健 康 動 物 ニノ・何 箪作 用

ヲ及 ポ サ ナ イ。

「ッ ベル ク ロ フtス フ7チ ー デ」 ノ結 核 「モ ル モ リ ト」ノ

角 膜 二及 ボ ス 影響 毛之 二似 テ居 ル ガ,ソ ノ寝 濁 ハ隈 局

性 デ ア'レ。之 ハ脂 肪 韻 ハ 水 落 性 デ ナ イ コ トニ 因 ル ノデ

ア ラ ウ。此 材料 ハ極 僅 カア ノ・ア ル ガ蛋 白質 ヲ含 有 シテ

居 ル カラ驚成 分 トシテ ザナ ク、 除 ク コ トガ出 來 ナ イβ

ノ ニ ア,レ所 ノ 「ツ ペ,レク ロプ ロテ イ ン」 ノ存 在 ガ之 ニ

ヨ ヅ テ鐙 明 サ レル ト考 ヘ ル。

(慶 大 菅 沼 定 男抄)

結 穫 性 「モ ル モg卜 」履 ピ家 兎 ノ結 膜 ノ 「ツベ ル ク

リン」呂 尉 ス ル互 簸

Giorgio:R6actioconjunctivale罰atuberUlinechez

lecobayeetlelapintuberculeux.(c.r.S㏄.Paris

1935.ZentralbLf,Ophth.35.Bd.1936.)

結 核 性 二 ・Yタ「モ,レモ ッ ト」ハ0.001mgノ 菌 液 ノ皮 下

注 射 後 二結 膜 嚢 内 「ツ ペ ル ク リン」駐 眼 二陽性 二反 庶

シタ。先 ヅ眼 瞼 、結 膜 特 二涙 阜 ノ部 二充 血 が現 ノ・レタ。

次 デ 流涙 が起 リ、 之 ハ ヤ ザ テ膿 性 ニ ナ ツ タ。 此 膿 ハ

9096ノ 中性 多核 白血 球 、5-6%淋 巴 細 胞、4-6%上

皮 檬 細 胞 カ ラ成 ツテ居 タ。1立 方糎 中1㎎ 入 レタ薗

液 ヲ結 膜 嚢 内 二鐵 眼 ス ル ト15日 後 二結 膜 反 磨 ノ・陽性

トナ ル。

家 兎 デ ハ0.01mgヲ 皮 下 、胸 膜 内 叉 ノ・静脈 内 注 射 後10

日デ結 膜 反 磨 ノ・陽性 トナ ツタ、之 ハ6時 間 後;一始 ツ テ

24-・30時 間迄 堵 強'シ72時 間 後 ニハ 清 失 ・Yタ、 ソノ強

サ バ充 血 、 顧 粒 成 生 、 膿 性 分 泌 物 ノ程 度 ヨニ ツ テ異

ル。封 照 ノ健 康 家 兎 デハ 貼 眼 後6時 間 デ結 膜 ノ充 血 ハ

清 失 ス ル.

結 核 動 物 二繰 り返 ヘ ジテ鮎 眼 ス ル ト、ソ ノ反 磨 ハ次第

二輕 度 トナ)v。 最 後 ノ鮎 眼 後1週 間 ノ・過 敏 度 ハ 同 ジデ

アル カ又 ハ高 ツテ居 ル。健 康 動 物 ノ・常 ニー 定 ノ反 感 ヲ

呈 ス ル。皮 内接 種 ハ 静 脹 内或 ハ 胸 膜 内 ノ場 合 ヨ リモ反

感 が強 イ。「グ リセ リ ソプ イ ヨ,ソ」デ ハ 「ツペ ル ク リヅ」
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判 り輕 イ、死 菌 ム生 理 的 食盟 水 浮澁 液 デ ハ詰 膜 反嵐 ハ

弱 イ◎,'き,

以上 ノ結 果 カラ家 兎 昌於 ケ,レ結 膜 反 慮 ハ、家 兎 ノ皮 膚

ザ「モ ル モット」ノ夫 レ程 敏 感 デ ナ イ カ ラ、 大 イ ニ用 フ

,V=足)Vモ ノデ ア'レ。.(慶 大"曹 沼定 男 抄)

,,・ 腹験 ノ靭 種 結 楼

PopoviCirLupa,VasilePetrescu・ComanundC.Vasi・

1eScu:TuberkulδserPrimiird血ektdesAugenlide5.'

(Mschr.Kinderheilk・1935eZentralbl.f,Ophth・35・

Bd.1936;)

著 者 ハ先 ヅ之 マ デ ニ 報 告 サ レテ居,レ 皮 膚 ノ初 犠結 核

～ コ トニ就 テ述 ベ テ居,レ、特 二切 創 ニ ヨ,レ感 染 二圭 キ

ヲ置 イ テ居,レ、,眼部 、特 二結 膜 カ ラ ノ感 染 ハ非 常 二稀

デ ア'レ。.

著 者 ノ記 載 シテ 居 ル例 ハ 全 身 的 ニノ・健 康 ナ 下 眼瞼 二

勧 登結 核 ヲ有 ス,レ4ク 月 ノ小 見 デ アiレ、肺 結 核 ノ母 親

カラ感 染 シタ ラ シイ 、牛年 後 ニハ淋 巴 腺 が腫 脹 シタ。

菌 モ謹 明 サ レタ。,
　

1ク 月 後 二左 眼 二「ブ リ昌クテ ン」性 角 膜 炎 ヲ起 シタ。

淋 巴腺 ノ方 ハ治fi・yPt=e拘 ラ ズ、 登 病 以 來10ケ 月

目二死 亡 シタ。(慶 大,菅 沼 定 男 抄)

.結 楼 芭菌 血 症 ノ眼 科 二封 ス ル意 確

L6wenstein:DieTuberkelbacilliimieinihrerBedeu'

tungfttrdieAugenheilkunde.(Beitr.klin.Tbk

1935.Zentralbl.f,Ophth、35,Bd.1936e)

著 者 ハ結 核 ノ際 ノ血 管 ノ璽 化 ノ 重 要 性 ヲ 強 調 シテ居

,レ。菌 が血 行 中 二在 ル時 ニハ ー般 二最 モ早 〃血 管 二現

バ レル筈 デ ア'レ(漿 液 性 滲 出物 、 血 管 壁 ノ肥 厚 、 内被

細 胞 ノ肥厚 二件 フ剥 離 、 血 栓 等)。 之 二績 イ テ ソノ領

域 下 ノ組 織 二種 々 ノ愛 化 ガ起 ル.結 核性 眼 疾 患 ノ際 ニ

ハ肺 ニハ 大 シタ饗 化 ガナ ク、菌 ノ血 中 二移 行 ス ル根 元

ハ淋 巴腺 ニ ア,レラ シ イ。此 菌 血 症 ヲ謹 明 ス ル ニハ繰 り

返^シ テ血 液 ヲ楡 査 シ ナケ レバ ナ ラナ イ。而 シテ交 感

性眼 炎 ノ際 二最 モ意義 が深 イ。
亀
.(慶 大 菅 沼 定 男 抄)

い 職 業 疾 病 トシテ ノ眼 ノ結 核 感染

Reckzeh:Dietuberku16seInfektiondesAugesals

Berufskrankheit.(Med.Welt.1936.Zentralbl.f.

Ophth.35.Bd.1936.)

著者A2例 ラ記 載 ・yテ居]v、 第1例 ノ看 護 婦 ハ重 症 ノ

結咳性 虹 彩 毛 懐 盟 炎 及 ビ脈 絡 膜 炎 ヲ患 ツ タ。本 病 蟹 病

ト7年 似 前 二2年 間 看護 嬬 ヲ ・yテ居 タ が、 眼結 核 ハ
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二 次 的 昌韓 移 性 昌來 ル モ ノ トサ レテ居 ル ヴ、此 場合 新

鮮!病 竈 ヲ他 ノ臓 錐 二見 出ヴ 得 ズ～又 陳 欝 ノ病 竈 ガ城

業 ニ ヨツ テ再 燃 シタ トモ考 《・ラ レナ イカ ラも本 病 添職

業 上 ノ疾 病 ト見 倣 ス7ト ハ出 來 ナ イ。 第2例 ハ1928

年 も槍 査 シタ時 呂ハ加 臓 二異 常 力●ナ カ ソタ 所1930年

s右 側 ノ鳳 険 腺 が腫脹1ソ タ、 ・1932年 カ ラ 納 核 性 虹 彩

炎 ガ始 ツ タ、 當時 右 側 頚 部 二狐 瘡 が ア ツ タ.1931年

ユ約 牛 年 間 療 養 所 昌働 イ タ.1934年 療 養所 二 入 院 サ

セ タ時 ニ ハ右 肺 上 葉 昌新 鮮 ノ紹 核 病 竈 ヲ壁 見 シタ。此

措 合 昌 モ職 業 トノ關 係 ヲ考 へ,レ コ トハ 出 來 ナ イ。卯 チ

古 イ肺 門 淋 巴腺 ヲ前 二謹 明 シテ ヰ タ カ ラ デ ア ツ テ、之

ガ狼 瘡 及 ビ虹 彩 炎 ノ源 泉 トナ ツ タ ノデ ア ル。

・(慶 大 菅 沼 定 男 抄)

結 穫 性 虹 彩 炎 呂 就 テ

Banoso;UberTuberku1δseIritis.(Rev.cub.OtO-

neurQ・Oftalm.4.1935.Zentralbl.f,Ophth.35,Bd.

1935.)

著 者 ハ結 核 性 虹 彩 炎 ヲニ 型 二分 類 シテ居 ル●ソ ノー ツ

ハ結 核 菌 ノ直接 ノ局 所 的 作 用 、他 ハ全 麺 結 核 ノ毒 素 作

用 デ アル トシテ居 ル。 前 者 ハ 身髄 他 部 ニ ハ愛 化 ナ ク、

虹 彩 ニノ・数 個 ノ 「ツ ベ ルク ル」 ヲ見IV、 眼 ノ方 ノ豫 後

ハ悪 イ。 ソ シテ 多 ク若 年 者 ヲ侵 ス。「ツベ ル ク リ ソ」ハ

禁 忌 デ アル。

第 二 型 ノ方 ハ 常 二肺結 核 昌 基 ク トハ 限 ラナ イ デ 漕 伏

結 核 、 肋 膜 炎、'氣 管枝 炎等 モ問 題 ニ ナ)V、 「ツrくル ク

リソ」ノ・用 ヒ テ ヨ イ。(慶 大 菅 沼定 男 抄)

眼 結 楼=鮒 ス ル 脂 肪 分 解酵 素 ノ 賓 駿 的 並 二 臨 鉢

的 研 究

De℃ori:Richerchesperimentalieclinichesull'azi.

onedeglienzimilipOlitiCinellatUberCOIOsiOCUIare.

(Bo11.Ocul.14,1935.Zentralbl.f,Ophth.35.Bd.

1935.)'
ハ

著者ノ・眼結核二野スル脂肪分解酵素 ノ影響 ヲ定メヤ

ウトシタ。先ヅ 「ツベルクリソ」皮内反磨及ピ眼反感

ノ陰性 ノ9匹 ノ家兎ヲ20日 間「エステラーゼJデ 慮置

シタ。他 ノ9匹 ヲ封照 トシテ此塵置ヲ施サナカツタ。

是等動物 ノ右眼二人型結核菌 ヲ感染サセタ。前房穿刺

後二菌液 ヲ細 イ針 デ前房二注入 シタ。ソシテソノ経過

ヲ角膜顯微鏡デ毎日検査 シタ。

前慮置 ヲ施 シタ動物 二於テハ之 ヲ施サナイモノニ比

ジテ性質がヨ久 施サナイモノニ於テハ定型的ノ結節

が出來 タ。 ジカシ前盧置ヲ行・・ナカッタモノモ「エス
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テ ラー ゼ」デ 泊擦 シ4つ;〃 ナ ツ テ、 綴 過 毫緩 慢 トナ

ツ4,以 上 ノ 「エ ス テ ラ ー ぜ」 ノ敷 果 ハ動 物 ノ臨 林 上

蛇 ド呂解 剖 學 上 カ ラモ碗 メ ラ レタ。

以 上 ノ動 物 實験 ノ納 果 二基 イ テ、著 者 ハ縞 核 性 虹 彩 毫

檬 髄 炎 ノ6例 ヲ 「エ ス テ ラ ーVJデ 泊 搬 シテ 見Pt、 之

昌 ヨ ツ テ モ本 法 ハ用 フル ニ足 ル コ トガ列 ッ タ。卵 チ患

者 ノ全 麹状 態 ハ良 好 トナ リ、虹 彩 毛檬 髄 炎 ノ滲 出型 、

増殖 型共 昌良 性 トナ リ念 遙 二泊 癒 二向 ツ タ。本 療 法 ノ

長 所 ハ 個人 的 ノ量 ヲ顧 慮 ス ル 必 要 が ナ イ コ トデ ア ル。

ソ レ故 日常 外 來 二於 テ 患施 行 ン得 ル。

(慶 ノく 菅 沼 定 男 抄)

結 膜結 棲 ノ治 療 二就 テ

Stocker:ZurBehandlungderBindehauttuberkulose.

(Klin.f,Augh.Zentralbl.f.Ophth.35.Bd.1935.)

非 常 二重 症 ノ結 膜 紹 核 デ 下 眼 瞼 及 ビ 眼 球 二 潰 瘍 ヲ生

ジタ モ ノ ヲ2ケ 月 間普 通 ノ療 法 ヲ行 ツタ ガ無 数 タ●ソ

タ ノデ 「ヂ ア テ,レ ミー」凝 固 療 法 ヲ試 ミタ ラ全 ク治 癒

erタ 。 針 ハ腫 癌 二直 角 二刺 ・y、2-3秒 間 作用 サ セ タ。

(慶 大 菅 沼定 男 抄)

眼結 核 二鮒 ス ル 「ツ ペ ル ク リン」皮 内亙 嬉 ノ贋 値

FriedenwaldundJosephDessoff:Valueofthein」

tracutaneoustuberculintestinthediagnosisofocular

tuberculosis.(Bull.HopkinsHosp.57.ZentralbLf.

Ophth.35.Bd.1935.)

50例 ノ葡萄 膜 炎 患 者 二就 テ ソ ノ 「ツ ベn!ク リ ソ」反 感

ト組 織 學 的 診噺 トヲ比 較 研 究 シタ。著 者ノ・組 織 學 的 二

定 型 的 ノ上 皮棟 細 胞 ノ浸 潤 ア ル モ ノ ヲ結 核 性 トシタ、

カ ・ル所 見 ノア ル患 者 ノ牛 数 以 上 ノ・「ツ」反 慮 ハ強 陽

性 デ ア ツタ。シ カ シ之 が陰性 デ ア ツテ モ眼 結 核 ヲ除 外

ス ル コ トハ 出 來 ナ イ。(慶 大 菅 沼 定 男 抄)

眼 結核 及 ビ金 療 法 ノ偶 獲 症 呂就 テ

Leoz:WeitereBemerkungenzurAugentuberkulose

undzugewissenZuf甜eninfolgeGoldbehandlung.

(Ophthalmologica(Spanisch)1935.Zentralbl.f.Ob

phth.35.Bd.193〔L)

眼結 核 ノ療 法 二向 ツ テ ハ、ソ ノ初 犠 病 竈及 ビ治 療 ニ ヨ

ツ テ起 ル愛 化 二注 意 シナケ レバ ナ ラナ イ、全 均 的 二攣

化 ヲ見 出 サ ナ イ場 合 デ モ、何 塵 力 ニ ア ル ト考 ヘ ナ ケ レ

バ ナ ラ ナ イ。叉 全 均症 状 ガ動 樒 ス ル ト眼 局所 モ堵 悪 ス

ンレ、又 時 ニハ 全 勇 的 ニハ ヨクナ ツテ モ眼 ノ方 ノ・悪 クナ

ル コ ト,モア ル。 ・

著 者 ・・叉 金 療 法 ノ爲 メ ニ思 ヒ ガケ ナ イ偶 豪 症 状 ヲ 起
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ヴ タ2例 ヲ報 皆 シテ居 ル.ソ ノ1例 ハ 腸疾 患9態 γ、

黄 痕 ヲ併 駁 シタ,他 ノ1例 ハ紅 皮症 ヲ起 ヴ タ、 シカ γ

著 薪 ハ 是 等 ヲ以 テ 金 療 法 二 就 テ 云 璽ス 汐 唖 ノデ ハ ナ

ィ。(慶 大 菅 紹 定 男 抄)

實 駿 的 眼縮 穫 ノ際 ノ前 房 水 ノ菟 疲 的 性質

GarciaMiranda:Dieimmun雌renEigenschaften

desHumoraquensbeiderexperime"teLlenAugentziJ

berkulose.(OphthalmologiCa(Valencia)ZentralH.'

f.Ophth.35.Bd。1936.)

人 型 菌及 ビ牛 型 菌 デ 各10匹 ヅ ・ ノ家 兎 ヲ感 染 サ セ

タ、 薦 ハ 直接 二耳 艀 脹 内叉 ハ前 房 内 二入 レタ.一 定 時

日 ノ後、 血 液 及 ピ前房 水 ヲ取 グテ篇 値 ■ 向 ヲ調 ペ タ.

「ア ソチ ゲ ン』ハ次 ノ如 ク ニ ヴテ作 ッ タ.爾 型 ノ結 核 盲

ヲ2週 間 「グ リセ リ ン」中 二培 養 ヴ.煮 沸yb濾 過 ンテ

後 ソ ノ残 潭 ヲ乾 燥,粉 末 ト シ.醗 脂 シテ 最 後 二生理 凶

食 璽 水 デ10培 液 トシタ.此 液 ヲ又2%ノ 「vチ チ ン」確

デ10倍 二稀 糧 ンタ.菌 ノ物 質 ガ 「vチ チ ソ」ヲ級 著v

タ後、 再 ビ濾va・yテ0。5%食 璽 水10瓦 中 二 溶 カヌ.

溶 血 「ア ム;tt'Pt.プ トー ルJハ 羊 血 ヲ正 常 家 兎 ノ耳静 厳

二注 射 シテ取 ツ タ.溶 血 性 血 清 ヲ500倍 二稀 繹 ンテ ソ

ノ0.5瓦 ヲ用 ヒタ。 補 儘 ヲ得 ル鴛 メ ニ ハ五 六 匹 ノ「モ

)vモ ツb」 ノ 血 液 ヲ蓮 心 沈 澱 ンテ0.5瓦 ノ透 明 ナ血 清

ヲ10倍 二 ・yテ補 盤 トシ テ用Uタ 、 最 後 二羊 ノ血 液 ヲ

生 理 的 食 璽 水 デ5倍 二稀糧 ・Yタ。

牛 型 菌 ヲ前房 内 二注 入 ス ル ト、ソ ノ穿 刺 部 位 二覆 澗 ガ

起 ヅ テ虹 彩 毛檬 趙 炎 ヲ惹 起 ス,レ.間 モ ナ ク眼 球 前部 ガ

肉芽 組 織 トナ リ乾 酪 璽 性 シ、穿 孔 シ テ失 明 ヴ ヤ ガ テ ソ

ノ動 物 ハ死 亡 ス ル、血 液 内 二入 レル ト多 少 良 性 ノ散在

性 脹 絡膜 炎 ヲ起 ス、人 型 菌 ヲ前 房 内 二入 レタ時 ニ ハ牛

型 菌 ノ場 合 ヨ リモ墾 化 ハ輕 ク、穿 孔 ス ル コ トハ稽 レデ

ア ル 、血 行 二入 レル ト此 場 合 ニ モ散 在 性 賑 絡 膜 炎 ヲ起

ス、 此 時 ニハ極 稀 レニ虹 彩 毛檬 髄 炎 ヲ起 ス。

實 験 動 物 ノ血 液 二於 テ 補 髄 榑 向 反 磨,・ 常 二 陽 性 デ ア

ツ タ 、此 現 象 ・・「ア ンチ ゲ ン」ハ前 房 カ ラ血 中 二移 行 ス

ル コbヲ 示 シテ居 ル、前 房 水 中 デ ・・唯2例 が弱 陽 任 デ

ア ツ タ ノミデ ア ル、四1例 ノ・血 中 二他 ノ1例 ハ前 房 内

二感 染 サ セ タ場 合 デ アル。(慶 大 菅 沼 定 男 抄)

眼 結 核 卜「ツペ ル ク リ ン」

Falcao:AugentuberkuloseundTuberkulin .(Rev.

Ophthalm.SaoPauloZentralbLf,Ophth.訪.Bd.

1936.)・

著 者 がZラ ジ'ヒノ眼 科 儲 二 眼 結 核 二 就 テ 問 ヒ 倉 セタ'
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結果 ヲ報 告 シ テ居 ル、多 ク ノ人 ノ考 ヘ ニ 駒 レト眼結 該

2、二次 的 ノモ ノデ ア ツテ 眼 二 初 縢 」叱ル コ ト ハ極 メ テ

稀 レデ ア,レ、リ ノ源 トナ,レ ノハ圭 トシ テ被 嚢 サ レタ カ

叉 ハ石灰 化 シタ肺 門淋 巴 腺 デ ア ル、漁 疹 性 結 膜 炎 ハ過

敏症 性疾 患 デ ア ツ テ、リ ノ個 儘 ノ「ア レル ギ ー」性 状 態

二關係 ス ル。

マyト ー氏 法 等 ノ 「ツ ベ ル ク リ ソ」反 感 ハ特 別 ノ慣 値

ハ ナ イ、「ツ ベ ル ク リy」 療 法 ハ 多 ク ノ人 二9ツ テ赦 果

ガ アル モ ノ トサ レテ居 ル、又 或 ル人 ハ精 憩 療 法 ヲ迫 加

ン テ居 ル、著 者 ハ又 シー 〃氏 ニ ヨル前 房 内血 液 桂 射 二

論 ジソ ノ敷 果 ヲ遠 ペ テ居 ル。(慶 大 菅 沼 定 男 抄)

眼結 穫 呂關 ス ル 貴 験 的 號 察

Caramazza:Ricercheeconsiderazionisullatuberco.

10sioculare.(AttiCongr.SocOftalm.ita1.Zentralbl.

feOphth.35.Bd.1936.)

著 者 ハ人 型結 核菌 ヲ以 テ 「モ ル モット」 ノ 淋 巴腺 ノ通

遇 實験 ヲ行 ツ タ、感 染 サ セ タ淋 巴腺 液 ヲ家 兎 ノ前 房 又

ハ謂 子盟 二注 入 シ タ。 此 家 兎 ノ前 房 水 ヲ再 ビ 「モ,レモ

リト」 ノ淋 巴腺 二入 レ、 叉 之 カ ラ家 兎 眼 二接 種 シタ、

先 ヅ此 内 ノ感 染 家 兎 眼 ノ前 房 水 ガ 淋 巴腺 二 痢 璽 ヲ起

メ コ トガ確 メ ラ レテ カ ラ、結 核 菌 ノ通 過 試験 ヲ シタ。

淋 巴腺 乳 魔 液 ヲ 硝 子 盟 内 二 入 レル ト劇 シ イ 虹 彩 炎 ト

眼 底 二於 ケ ル定 型 的 「ツ ペ ルケ ル」ヲ生 ズ ル。

前房 二注 入 ジタ 時 ハ 虹 彩 炎 ガ 劇 シ イ鴛 メ ニ 眼 底 ヲ見

μ コ トガ出 來 ナ イ ガ脹 絡網 膜 炎 ガ 圭 ナ ル モ ノデ ア ル、

ツシテ最 初 ノ愛 化 ハ虹 彩 ノ血 管輸 ノ部 二現 バ レル、間

モ ナ ク虹 彩 組 織 ノ・浮 腫状 二腫 脹 シ、角 膜 ノ裏 面 二沈 降

物 が附 著 ス ル。

同標 ノ實 験 ヲ減 弱 サ セ タ人 型 菌 二就 テ モ行 ツ タ所 、慢

性 ノ型 ヲ ト リ経 過 ハ緩 慢 デ アツ タ。

(慶 大 菅 沼 定 男 抄)

結 楼 性 眼 疾 患 及 ピ 疑 似 症 ノ際 ノ=一 二 氏 法 ノ診

断 的 債値

CavaraeG.B.Bietti:Ricerchediagnostichecol

metododiNinniinmalattieocularitubercolario

presuntetali,(AttiCongr.SocOftalm.i93S.Zent。

ralbl.f,Ophth.3〔}.Bd.193〔L)

14例 ノ結 核 性 眼疾 患 及 ビ ソ ノ疑 似症 患 者(羅 膜 炎、 腺

病 性角 膜 炎、 虹 彩 炎、 虹 彩 毛 檬 盟 炎 、 網 膜 静 脈 周 園

炎)二 就 テ診 断 ノ目的 ノ鴛 ニ ニ ー 二氏 法 ニ ヨ ツ テ血 中

ノ結 核 菌 ヲ楡 査 シタ所 ソ ノ4例 二於 テ陽 性 デ ア ツ タ。

翁 ホ他 ノ4例 デ ノ・結 核 菌 ヲ 血 中 二 謹 明 ノ・出來 ナ カ ツ
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タ が ラ グ ラ ンヂ氏 法 ニ ヨ ツテ 前厨 水 等 ヲ 「唖'レ 竜,y1・」

昌接 種 シ タ ラ 納 核 棟 ノ反 慰 が 陽性 デ アツ タ。 ン カヴ

「モ ル モット」デ ハ コ,y*ノ 納 核 菌 ハ1例 モ 醗 明 出來 ナ

カツ タ。(慶 大 菅 沼定 男抄)

眼 縮 穫

Bickerton:Ttiberculosisoftneeye.(Tubercll・17.

1936.Zentalbl.f.Ophth.36.Bd.1936.)

著 者 ・・眼 縞 核 郎 チ脈 緒 膜 、網 膜 結 核 ノ診 噺 ノ困 難 ナ コ

トヲ述 ベ タ後 、全 均的 及 ビ外 科 的 鯖 核 ノ際 ニ ハ眼 が侵

カサ レル コ トが 極 メ テ 稀 レデ ア,レコ トヲ 述 べ テ 居 ル

眼 デ 最 唖屡 く現 ハVlレ ノハ 虹 彩 及 ピ毛 棟 髄 ノ結 核 デ

ア,レ、次 デ脹 絡膜 網 膜 特 二孤 立 「ツベ'レケ,VJ散 在 性 脹

籍 膜 炎 ガ起 り最 後 二粟 粒 結 核 トナ ル。

角膜 及 ビ結 膜 結 核 ・・稀 レデ 多 ク皮膚 結 核 二併 蟹 ス ル、

結 膜 ノモ ノハ叉 涙 嚢 ニマ デ櫨 が ル。 も

健 全 ナ結 膜 ハ侵 入 シ ヤ ウ トス ル菌 二 封 シテ 可 成 リ免

疫 性 ガ ア ル。 著 者 自均 が患 者 ノ 「ヂ フテ リー」 ノ義 膜

ヲ雨 眼 二人 レ、「トラ ホ ー ム」顧 粒 ヲ入 レタ コ トモ ア ツ

タ が感 染 シ ナ カ ツ タ。

「ブ リ畠〃テ ソ」ノ・定 型 的 ノ結 核 標構 造 ヲモ タ ズ、 又 一

般 ノ或 ハ特 殊 療 法 ニ ヨツ テ速 カニ癒 ツ テ シ マ ウ。著 者

ノ・自盟 他 部 ノ結 核 病 竈 ノ手 術 ニ ヨ ツ テ 「ブ リ昌ク テ ソ」

ヲ肇 生 ジタ コ トヲ経 験 シ テ居 ル、叉 「ツ ベ ル ク リ ソj注

射 ニ ヨツ テ モ 「プ リュク テ ヅ」・・生 ズル、 虹 彩 結 核 ハ屡

ζ毛 様胆 結 核 ヲ件 ツ テ居 ル。

脈 絡膜 ニハ孤 在 「ツ ベ,レケ ル」 が最 モ屡 ζ出 來 ル、 ソ

ヅ テ黄斑 部近 傍 ノコ トが多 イ。脈 絡膜 ノ粟粒 結 核 ヲ見

ル コ トハ極 メ テ稀 レデ ア ル。

(慶 大 菅 沼 定 男 抄)

脈 絡 膜 結核 ノ診 断 及 ビ ソ ノ特 殊 療 法

Samojloff:Surdiagnosticetletraitementspecifique

delachorioiditetuberculeuse.(Annalesd,Ocul.1935.

Zentralb1.f.Ophth.36.Bd.1936.)

眼 結 核 ノ場 合 二 ・・肺 ノ塑i化 が非 常 二輕 ク、眼疾 患 ノ性

質 ヲ確 定 ス ル ニ ハ不 充 分 ナ コ トが非 常 二多 イ。シ カ シ

ピル ケ ー氏 反 慮 、 マ ソ トー 氏 反 慮 ハ ヨ リ確 實 デ ア ル

せ、是 等 が陰 性 デ ア ツ テ モ眼疾 患 ガ結 核 デ ナ イ ト・・云

^ナ イ、最 モ有 数 ナ診 噺 法 ・・病 竈 反 磨 ノ有 無 ヲ検 ペ ル

コ トデ ア ル、 ソ ノ第1同 ノ注 射 ニ ノ・4萬 倍 ノ「ツペ ル

ク リ ン」溶 液 ヲ用 フ,レ。 治 療 ト シテ モ 「ッ ベ レ 〃 リ ソ」

ヲ注 意 深 ク用 フ レバ非 常 二有 敷 デ ア ル。

(慶 大 菅 沼定 男 抄)
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眼 結 複 ノ高 原 療 法

Lind=HδhenklimabehandlungderAugentuberkulose,

(Freiburgi.Br.1935,Zentralb1.f,Ophth.36,Bd.

1936.)

猫 逸 ノ66ヶ 所 ノ療 養 所 二於 ケ'レ成 維 ヲ綿 括 報 告 シ テ

居 ル、永 ク安静 ヲ保 チ 而 カモ覗 力 ノ非 常 二悪 イ患 者 ヲ

ve)Vv1・ ハ9〃 ナ イ、活 動 性 ノ眼疾 患 ヲ有 シ肺 門 淋 巴

腺 ニ モ新 ラシ イ勉 化 ノア ル ヤ ウナ モ ノが 敷 果 が ア ル、

要 ス'レニ硝 ヵ二 良 〃ナ ル ト信 ズル 患 者 ヲ遙 ル ベ キデ

ア ル。(慶 大 代 沼 定 男 抄)

鱒 血 乳 頭 、雨 瓢 顧 側 半 盲 症 及 ビ旱 期 破 瓜 ヲ 有 ス ル

結 橿 性脳 膜 炎 見 ノ慢 性 異 常脛 過2就 テ

Poos:Ubereineseltene,chronischeVerlaufsform

tuberkul6serMening().EncephalitisimKindesalter

mitPubertas.praecox,StaungspapilleundbitempO.

ralerHemianopsie.(Klin.Mbl.Augh.1935.)

早 期 破 瓜 ヲ示 ス7歳 ノ結 核性 小兇 デ アlv、 共 後 尿崩

症 、 頭 痛 、雨鼠 額 側 牛盲 症 ヲ起 シタ。 眼 科 的 ニ ハ雨 眼

共 二 中心 覗 力 ハ著 明 二低 下 シ、雛 血乳 頭 が ア ツ タ。 三

叉 紳 経 二歴 痛 ア リ他 二脳 症 状 が ア ソ タ、「レ」線 爲 眞 ニ

ヨッ テ モ脳 下 垂 饅 二 ・・異 常 ナ カ ツタ。

頭 蓋 頂 デ骨 ハ非 常 二非 薄 ニ ナ ツ テ居 タ、脚 症状 が進 行

シ、全 ク黒 内障 トナ ツタ爲 メ ニ圓 鋸 術 ヲ行 ツ タ が艦 腫

瘍 ノ所 見 ノ・ナ カ ソ タ、死 後 解 剖 シ テ見 タ ラ廣 範 園 ノ腸

間膜 腺 結 核 ト朧 浮腫 ト 圓 形 細 胞 性 肉芽 腫 及 ビ ラ ング

ノ・ン ス巨大 細 胞 ヲ有 ス ル腰 炎 ト ヲ詮 明 シタ。

(慶 大 菅 沼 定 男抄)

眼 結 核 講 義 、 第81司 青 年 性 再獲 性 網 膜 硝子 饅 出

血 症 ノ原 因

L6wenstein:ZurKlinikderAugentuberkulose.VIII.

ZurFragedesUrsprungderrezidivierendenGlas・

k6rper-undNetzhautblutungenjugendlicherIndivi・

duen.(Klin.f.Augh.95.Bd.1935.)

眼科 學 二於 テ ハ 網 膜 静 脈 周 國 炎 ノ 原 因 ヲ結 核 ト考 ヘ

テ居2レ カ●マ ル ケ サ ニ ー ・・之 ヲThromboangitisoblite・

rans(Buerger)ノ ー 部 分症 ト考 ヘ テ居lv。 此 事 二就

テ ・・多 〃 ノ學 者 ニ ヨ リ組 織 學 上 カ ラモ 反 封 サ レテ居

アレo

著 者 ノ経 験 ジ タ症 例 二於 テ モ何 等 ノBuerger氏 病 ノ

症 状 ハ ナ ク 「ソ ベ ル 〃 リ ン」 二封 シテ立振 二病 竈反 磨

が ア リ、又 之 ニ ヨツ テ ヨク治 癒 ジテ居 ル。 種 々 ノ鮎 カ

ラ シ テ著 者 ノ・マ ル ケ サ ニー ノ説 二反 封 シテ居 ル。
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(慶 大 菅 沼 定 男 抄)、

パ リ ノー 氏痛 原 因 昌 働 ス ル 知 見補 逡

Szily;BeitragzurAetiologiedersog・Parinand●(hei,

Krankheit,(Kiin.f.Augh,95.Bd.1935.)

1889隼 パ リノ.ニ カ●耳 前腺 、 顎 下腺 ノ腫 脹 ヲ件 フ停 彙

性 疾 患 ヲ報 告 ヴ テ カ ラ之 がバ リノ ー 氏 病 卜名 付 ク,

レテ居 ル.

ソ ノ原 因 二 關 ツテ ノ・彼 白 身 ハ 家 畜 カ ラ ノ傅 染 卜考^

テ居 ル が,本 病 ハ左 糧 稀 レナ モ ノ デ ナ 〃℃ ソ ノ原 因 愚

色 々 ト研 究 サ レテ居 ル。

或 實験 デ ・・「モ ル モット」叉 ハ家 兎 昌移 植 ヴテ結 核 機疾

患 ヲ起 ン,叉 稀 ニ ノ・化 膿 〃 タ淋 巴 腺 カ ラ抗 酸 性 ノ桿 曹

ヲ置 明 ヴテ居 ル.ヴ カ シ結 核 ノ直接 ノ謹 明 ハ非 鴬 二困

難 デ アル。

著 者 ハ本 病 ノ1例 ヲ組 織 學 的 二 叉編 茜學 的 二 槍 索V

テ居 ル。

組 織 攣 的 ニ ハ淋 巴細 胞 「プ ラス マ」釦 胞 カ ラ震 汐凶 芽

組 織 デ ア'レ、 コ ノ中 二壊 死 二昭 ツ タ場 所 ガ ア リ.ソ ノ

周 固 ニ ノ・巨大 細 胞 ガ タ歎 ニ アル.

コ ノ組 織 片 ヲ家 兎 ノ結 膜 下 二注 射 ヴ、叉 耳 前 腺 ノ内 容

ヲ結 膜 下叉 ハ眼 球 内 二注 入 シタ.是 等 ノ結 果 ハ動 物 二

著 明 ナ結 核 檬 ノ愛 化 ヲ起 シタ。

同時 二組 織 片 ノ 塗 抹 標 本 及 ビ 化 膿 腺 内容 ノ 塗 抹 標 本

及 ピ是 等 力 ラ培 養 シタ 所 後 者 二 於 テ ハ 定 型 的 ノ 結 核

菌 類 似 ノ抗 酸 性 桿 菌 ヲ謹 明 シタ。.

以 上 ノ鮎 カ ラ著 者 ハ パ リ ノー氏 病 ノ原 因 ハ 結 核 ト考

ヘ テ居 ル。(慶 大 菅 沼 定 男抄)

「7リ 呂クテ ン」ノ意 鵜 呂就 テ ノ二 三 ノ注 意

Posthmus:EinigeBemerkungen血berdieBedeuturrg

derPhlyktanen.(Klin.f.Augh.96.Bd.1936.)

「ブ リ昌クテ ン」ガ組 織 學 的 二結 核檬 ノ構 造 ヲ有 シ、 本

患 者 が ピル ケ ー氏 反 庶 陽性 デ ア ル コ トハ 周 知 ノ 事實

デ ア ル ガ、 叉 一 方 ニ ハ 「プ リ昌クテ ン」ヵ●麻 疹 、 多 型性

滲 出性 紅 斑 、 腺 病 性 苔癖 、 春 季 「カタ ー ル」、酒 渣鼻 等

ノ場 合 ニ モ 見 ラ レル コ トが報 告 サ レテ居 ル。著 者 ハ酒

渣 鼻 患 者 ノ8例 ヲ検 査 シテ 次 ノ如 ク述 ペ テ居 ル。

酒 渣 鼻春 季 「カタ ー一)V」腺病 性 眼 炎 等 ハ何X!モ 結 核性

「ア レル ギー」性 疾 患 ト考 フベ キデ アル が 同 時 二叉 内

分 泌 腺、 自律 憩 経 系 ト ノ關 係 モ 考 ヘ ラ レル。

(慶 大 菅 沼 定 男 抄)

網 膜 血 管 周 國 炎(青 年 性 再 獲 性 硝 子 艘 出血)二 鮒

ス ル疑 灘 二就 テ
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Hippel:ZurFragederPerivascUlitisretinae(reci'

diVierendeGlaskδ 叩erblutungenbeijugendlichen).

(At℃h.f.Ophth.134.Bd.2.heft.1935.)

Marchesaniガ1934年 二網 膜 静 脹 屑 園 炎 ヲ絡 核 デ ナ

〃Thromoboangitisobliterans(Buerger)ノ 部 分 症

デ アル ト云 ツ タ。 ソ ノ臨 肱 的 根 櫨 ハ頭 部、 足 部 ノ異 常

ナ寒 冷 感 、 手 足 ノ高 度 ノ褒 汗、四肢 ノ皮 膚 が赤 色或 ハ

青 色 ヲ呈 ス ル コ ト、爪 ノ榮 養 障 碍 耳朶 二於 ケ'レ出血 、

足 脊動 脈 或 ハ後脛 骨 励 脹 ノ撫 動 ノ謁 レナ イ コ ト、毛細

血 管顕 微 鏡 的 ノ異常 所 見 等 デ アル、叉 帥 脛 系続 ニ ハ非

定型 的 多 壁 性 硬 化症 二似 タ所 見 ヲ 呈 ス,レ コ トモ アル。

ト云 ツ テ居 ル。

著 者 ハ再 腰性 綱 膜 硝 子髄 出血 症 ノ患 者 が 「ツ ベ ル 〃 リ

ン」二封 シテ非 常 二敏 感 デ ア ル コ ト、 屡 ζ前 眼部 二結

核 性炎 症 が此 疾 患 ト關 聯 シテ 出現 ス,レコ ト、Buerger

氏病 力●稀 デ アル ノニ静 脹 周 園 炎 ガ屡 ζ見 ラ レル 事 ヲ

暴 ゲ、 叉 著 者 ノ網 膜 血 管 周 園 炎 ノ8例 カ ラBuerger

氏病 デ アル コ トニ反 封 シテ居 ル。

叉著 者 例 ノ組 織 學 的所 見 中、脈 絡膜 カ ラ始 ッ テ網 膜 ヲ

侵 シ網 膜 二上 皮 檬 細 胞 、及 ビ乾酪 化 ンタ病 竈 ヲ認 メ テ

之 ガ大 キナ意 義 アル モ ノ トシ テ居 ル、以 上 ノ所 見 カラ

著者 ハMarchesaniノ 説 二反 封 ・yテ網 膜 静 脈 周 園 炎 ノ

大 多 数 ハ結 核 性 デ ア ル ト圭 張 シテ居 ル。

(慶 大 菅 沼定 男 抄)

貴 駿 的 網 膜 静 脹 周 國 炎 呂就 テ 、特=動 物 ノ冤 痩 状

態 トノ關 係 二就 テ

Uyama:Zurexperimentelletuberku16senPeriphle・

bitisretinaemitbesondererBeriicksichtigungdes

ImmunitまtSzustandesdesVersuchtieres.(Arch.f.

Ophth.135eBd.1936.)

吉 田氏 ノ・種 々ノ 結 核 免 疫 元 ヲ動 物 二注 射 ス ル コ トニ

ヨツ テ、其 動 物 二過 敏 性 ヲ賦 輿 ス ル コ トが 出來 ル トイ

フ實験 ヲ シタ。即 チ結 核 免 疫 元 ヲ注 射 シタ動 物 ノ眼 ノ

種 々 ノ組 織 ハ 次 イデ 少 量 ノ庄 結 核 菌 ノ血 行 感 染 ヲ 受

ク タ場 合 二、早 期 反 感 ヲ呈 ス,レコ ト ヲ立 詮 シ タ。

著 者 ハ此 方 法 ヲ用 ヒ テ、實 験 的 二静 脈 周 園 炎 ヲ曇 生 サ

セ タ。結 核 免 疫 元 デ 前 塵 置 シ タ動 物 デ ハ之 ヲ行 ハ ナ カ

ツタ モ ノ ニ比 シ テ、少 量 ノ結 核 菌 ノ血 行 内 注 入 ニ ヨツ

テ ヨ リ屡 々網 膜 静 脹 周 園 炎 ヲ登 生 セ シメ得 タ。

静脹 周 園 炎 ハ 網 膜鋸 歯 状 部 ト覗 神 経 乳 頭 トノ 冊 二先

ゾ第 一 二始 ツ タ。 最 初 ノ静 脈 周 園 炎 性 寝 潤 ハ、ソ ノ翠

膜側 叉 ハ血 管 周 園 淋 巴腔 二 始 リ、淋 巴細 胞 ト上 皮 檬 細
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胞 カラ戊 ツ テ届 タ。 是 箪 ノ所 見 ハ、前 慮 置 ノ有 無 昌非

常 二關 係 が ア ツタ。

著 者 ノ標 躯 デハ 網 膜 ノ周 邊 部及 ビ毛 棟 盟 昌 ハ 濃 潤 ハ

金 〃 ナ カ ツタ カ ラ 著 薪 ハ 網 膜 内 二 於 ケ ル 結 核薗 ノ傳

播 縄 路 へ 管 沼 ノ云 フ ヤ ウ ニ、 網膜 血 管 ノ後 毛細 血 管

部 カ ラ直接 二、叉 ハ硝1弘髄 ヲ介erテ 血 管周 園 淋 巴腔 二

入 ルモ ノデ ア ラ ウ ト考 ヘ ル ト。

(慶 大 菅 沼定 男抄)

粟 粒 結 穫 二併 狡 シ タ服 絡 膿 結 核

Tooke:Tuberculosisofthechorioidassociatedwith

generalizedmiliarytuberculosis.(Brit.J.oeOphth

Jan.1936.)

1年1ケ 刀 ノ男 兄、入院3日 前 力 ラ不 安状 態 ニ ナ1,、

睡 眠 ハ不 足 シ、 食 慾 ハ減 退 シ タ。 叉 時 々痙 攣 が 來 タ

ザ、 ソノ螢 作 ノナ イ時 ニハ機 嫌 ハ至 ソ テ 良 カソ タ。

家 族 ニ ハ結 核 ノ モ ノハ ナ カ ッ タガ、時 々附添 ツタ 老 イ

タ 友 人 ガ結 核 ラ シカツ〃 。

入院 直 後髄 温 ハ39度 ニ ナ ツ タ ガ、胸 部 ニ ハ著 墾 ナ ク。

脳 脊髄 液 ニモ愛 化 ナ カツ タ。X線 窟 眞 デ粟 粒 結 核 デ ア

)vコ トガ確 メ ラ レタ。入 院5日 後 ニ ハ疲 二結 核 菌 ヲ謹

明 シタ。

眼 底 槍 査 ヲ行 ツタ ラ、右 眼 二7個 左 眼 二5個 ノ脹 籍 膜

「ツ ペ ル ケ ル」ヲ豪 見 シタ
。

此 頃 カ ラ脳 脊髄 液 ハ脳 膜 炎 ノ症 状 ヲ呈 シテ居 タ。

眼 底所 見 ハ依 然 トシテ居 タ が、 髄 温 ハ40度 以上 二上

昇 シテ 途 二死 亡 ンタ。

解 剖 ノ結 果 全 臓 器 ノ結 核 及 ビ脚 膜 ノ結 核 ヲ謹 明 シ タ。

又 眼 球 二於 テ ハ、覗 瀞 経 鞘 及 ビ紳 経 繊 維 間 二結 核性 寝

潤 ガ見 ラ レタ。

本 症 例 二於 テ 著 者 ハ 脈 格 膜 結 核 ハ 血 行 感 染 ニ ヨッ テ

起 ツ タ モ ノデ ア リ、叉 之 ハ結 核 性 脳 膜 炎 トハ 關 係 ナ ク

別 個 二壁 病 シタ モ ノデ ア,レ ト想 像 シテ居 ル。

(慶 大 菅 沼定 男抄)

起 交 感 性 葡 萄 膜 炎 眼 ノ 切 片 内 二 於 ケ ル 結 核 薗 ノ

盟 明

Melrer:GelungenerNachweissderTuberkelbazillen

durchFarbungindenSchnitteneinesAugesmit

sympathisierenderUveitis.(Zeitschrf.Augh.Bd.

89.1936.)

交 感 性 眼炎 ノ 眼 組織 カ ラ 結 核 菌 が 培 養 詮 明 サ レテ カ

ラ、組織 内 二染 色 ニ ヨ ツテ謹 明 ス ル コ トが問題 ニ ナ ッ

タ。
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著者ハ起交感醸 ト思ハル ・症例 ヲ剖検 シタ.ワ ヴテ嘱

棟髄等二交感性眼炎二見,レ塑化 ト、版略膜内昌於ク彪

結核性脹格膜炎ノ場合 昌見ルヤウナ病竈 トヲ認 メタ。

叉載織片ヲチー'レ、ネールセン氏法デ染色シテ綱膜外

層中二多倣ノ紹核菌ヲ燈明ヴタガ、脹絡膜ノ病竈内昌

ハ獲見シ得ナカツタ。之ハ病機 ノ時期ノ相遽昌因ルモ

ノデアラウ。(慶 大 菅沼定男抄)

吉田氏五磧ノ膿科息看昌於ケル成績昌胱テ

田原元正(日 本眼科學會雑誌、第39巻 、昭和10年)

吉 田薄哨氏 ノ創案;ナ ル結核ノ診断怯所謂Y・Rヲ 眼

科患者二慮用 ジテ橡査 シテ次ノ結論ヲ下シテ居ル.

i.Y・RハP.Rト 同櫨ナ意義二於テ紹核二特殊性デ

アル.

2.Y・Rノ 陽性度ハ眼結核 ノ臨肱的晧動性及 ビ撒後

トノ・必 ズシモ下行 シナイ。然 ンY・R強 陽性ノモノが

陽性度 ヲ減少 シテ行クノ・・、ソノ疾患二封シテ・・良好

二向フ場合が多 イ。.

3.Y・R強 陽性ノ場合・・A'O療 法 二際 シテ最初ハ少

量 ヲ用 ヒネバナラナイ。(慶 大 菅沼定男抄)

「ツペルクリン」ノ用量 トソノ抗元作用呂關スル

實駿的研究

片野誠一・(日本眼科學會雑誌、第391巻 、 昭和10年)

結 核菌乳剤 ノ家兎腹部皮下注射 ニヨ,レ局所 ノ所見・」

該乳剤 ノ用量 ニヨツテ異 リ、用量1・0竈 以上 ノ實験 二

於 テ・・全部二注射部位反膳 ヲ認メ、O.01聴以下 ノ實験

二於テノ・全部完全 二吸牧サレ、注射部局所反慮 ヲ認メ

タモノ・・ナイ、0.1竈 ノ實験二於テハ局所反慮ヲ認 メ

ルモノト認 メナイモノト雨襟ガアツタ。

結核菌乳刺ヲ以テ庭置サ レタ家兎バー定 ノ全勇的愛

調 ヲ惹起スルモノデアル。ソシテ斯ル愛調ハ角膜内生

結核菌接種ニヨッテ髪現スル反感性炎衝(早 期反患)

ヲ以テ肉眼的及ビ顯微鏡的雨面 カラ實詮シ得タ。

結核菌乳剤 ノ前塵置 ニヨツテ惹起スル全均的塗調ハ

該乳剤力●0.OOOOOOOIreノ ヤ ウナ甚 シイ微量ノ場合ニ

ハ、生結核菌 ヲ角膜内二接種スルコトニヨツテ登現ス

ル反鷹性炎衝 ヲ認メルコトノ・出來ナカソタ。

結核菌乳剤 ヲ以テ虜置 シタ,レ後、生結核菌角膜内接種

ニヨッテ惹起ス'レ反応性炎衝ノ・、ソノ黛現二至ルマデ

ニノ・常ニー定ノ準備期間ヲ要スル。而カモソノ期間中

二於テハ反晦性炎衝バー般二樹照 ヨリモ反ツラ減弱

スル。要スルニ斯ル現象ハ免疫下降 ニヨル陰性期 ノ存

在 ヲ示スモノト思バレル。

鯨 【第14着

締核菌乳剤 ヲ以テ慮置 ヴタ後.生 菌角膜内接種昌置ヲ

テ慧起ス'レ,反艦性炎衡 ノ蟹現スル時期ハ御メ接種 ツ

タ乳朗 ノ用量昌冒ツテ蓮蓮 ノ差遣ガア〃.最 毫早イノ

ハ乳割接種後2日 目,迎4ノ ハ14H目 昌生薦角膜肉

接種 ヲ行ツタモノ昌於テ初メテ炎衝性反磨 ヲ認メタ.

卵 チ反鰹性炎衝 ノ持績 日数ハ菌乳蛸接租量 ノ大量 ノ

モノ程持績 日敷モ亦長 イ。

結核菌乳鋼 ヲ種 々ノ量昌接租 ヴタ家兎 ノ愛調成立ノ

穆度ハ大量ノ菌乳鋼 ヲ以テ庭置 シタモノ程高度 デア

ル。菌乳剤 ヲ接租シタ局所昌反慮 ヲ零 メ曜 度 ノ用量

デ前慮置 シタモノハ璽調成立 ノ度亦高イ.

(慶大 菅沼定男抄)

縮膿縮穫昌績籔セル麓眼鶴結穫 ノー例

高木舗(日本眼科學倉雑儲、第40巻 、第2號)

患者ハ20歳 ノ極メテ健康ナ女子.約1年 前二樹枝ニ

ヨツテ右眼二輕度 ノ外傷 ヲ受ク、間モナク慨赤 シヂ分

泌物が多カツタ。

瞼結膜ハ強ク肥厚 シ、ソノ表面ニハ灰白色 ノ顧粒 ガ置

起シ、漫 イ潰霧 ヲ認メタ.眼 珠結膜モソノ下牛部 二捷

テ強〃肥厚 シテ居タ。耳前腺ガ腫脹 ヴテ居タ.ソ ノ後

左眼ニモ同模 ノ愛化ガ起ツテ分泌物ガ多〃ナソタ。

姑息的療法ニヨヅテ間モナ〃良クナ〃ガ.直 グニ再璽

シタ。 ソシテ角膜、輩膜 ガ次第 二侵サ レタ ノデ塗二右

眼ヲ摘出シタ。

レーウヱソスタイン氏法ニヨツテ、分泌物、結膜組纈

カラ結核菌 ヲ詮明シタ。叉 ソノ特有 ノ組織學的所見及

ビ動物實験 カラシテモ結核デアルコトハ礁 ヵデァ声、

恐 ラクハ外傷二因ル外傳染デアラウ。

(慶大 菅沼定男抄)

眼結楼患者 ノ細菌冤疫學的研究

第1縮 眼結楼患者血流中ノ結楼菌ノ護明

黒田雅治郎(日 本眼科學會雑誌第40巻 、 第3競 、昭

和11年)

著者ハ眼結核患者 ノ血液中ノ結核菌 ヲ動物接種試験、

-二 」2三」登 杢⊥ ∠氏培養基培養試験 ニョッテ次ノヤ

ウナ結論 ヲ得 タ。

(1)眼 結核患者ノ血流中ニハ屡 く結核菌 ヲ謹明・yre.

動物接種試験ニヨッテ15%、 培養試験 ニヨツテ、33

96二謹 明シ得タ。

(2)眼 結核患者二於ケル流血菌 ノ頻度ハ眼結核 ノ種

類 ト關係ガアルモノ・如 ク、葡萄膜結核 ノ患者二於テ

最モ頻数二血中菌ヲ謹明 シ得タ。
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(3)賎 結核患者二於ケルソノ血中繭ノ状態ハ 「ツベ,レ

クリソ」皮内反応 ノ過敏度 ト爽渉 ヲ有スルモ ノ・如ク

誠反感ノ陽性度顯著ナモノ程、流血菌ノ陽性李ガ高イ

ヤウテ●ア,レ。

(4)眼 結核患者二於テへ 共血中菌 ト全嫡結核 トノ間

二或程度 ノ交渉 ノアルコトヲ否定シ得 ナイが流血菌

ガ必ズンモ常二金窮結核 ノ状態二左右 サレルモノデ

ハナイヤウデアル。

(5)眼 結核患者=於 ケル流血菌 ノ状態ハ、ソノ戦病縄

過 ト關係がアルモノ・如 ク、眼結核 ノ急性ナ荷二於 テ

最モ屡 く血 中菌 ヲ置明 シタ.

(6)眼 結核ノ豫後 ト血中菌 トノ間=ハ …一・・■定 ノ關係ヲ

認メナイガ、流血菌陽性ノモノニ於テハー般 二眼症状

ハ重症デ、経過ハ長イヤウデアル。

(7)眼 結核患者二於ケル流血菌ハ、ソノ探血時間}・ノ

間ニー定 ノ關係 ヲ有 シナイヤウデ、流血菌 が必ズシ毫

豪病時二接近 シテ誼明出來ル トハイヘナイ。

(8)眼 結核患者=於 テハ流血菌 ノ螢見 ト季節 トノ間

二略 ζ一定 ノ關係が認メラレルヤウデア,レ、即チ春季

二於テ、血中菌ヲ謹明スルコトガ最モ多ク、次デ夏季

二多イ。

(9)流 血 中ノ結核菌謹明法 トシテ、著者 ノ用 ヒタ「ア

チ ドージス」性食餌飼育海瞑ニヨル接種試験ノ・ソノ成

績良好デアル。(慶 大 菅沼定男抄)

眼結核患者ノ細菌冤疫學的研究

第2編 眼結核患者ノ冤疫學的研究

黒田雅治郎(日本眼科學會雑誌、第40巻 、第4號 、昭

和11年)

今村教授ノ改良サv4Slidecellcultur法 ニヨ♪レ全

血液内二於ク'レ人型結核菌堆殖試験及ビBouquetu・

Nむgreノ 抗元 ヲ以テLumisKomer氏 法 ニヨ'レ補饅

結合反磨試験 ヲ行 ヒ次 ノ結論 ヲ得タ。

(1)全 血液内二於ケル人型結核菌堵殖試験、補髄結合

反感及ビ凝集反慮検査二依 匙1バ、眼結核患者二於テノ・

ピルケ氏反慮ノ過敏ナ程度 二慮 ジテ免疫盟 ノ嚢生ノ・

多イヤウデアル。

(2)眼 結核ノ蛋病状態二於テ、急性ノモノノ・慢性 ノモ

ノヨリ免疫盟 ノ産生が多イ。

(3)眼 結核二於テ其重症ノ者ハ輕症 ノ者ヨリ免疫饅

ノ庫生ザ多イ。

(4)眼 結 核ノ豫後不良 ノモノハ豫後良好 ノモソヨリ

モ初診時二於ケ7レ免疫盟 ノ産生!・多イ。

録 12凋

(5)眼 紹核患者昌於テハ青及ピ肚年期ノ薪昌免疫髄

ノ産生力●i蕾シイ●

(6)眼 緒 核 ノ種類 ノ中デハ禦膜及 ビ角膜紹核.「ブリ`

クテン」等 ノ患者昌免疫髄ノ産生最モ顯著デ、葡萄膜

納核之二次 ギ、再駁性謂子燈出血ハ略 ζ中位デ,紡 核

性網膜馴離症、次デ結核性中心性網膜炎ニハ免疫艦 ノ

螢生が少イ。 ソシテ結核性 ト考ヘラレル再獲性 「パソ

ヌス」性角膜渡潤乃至潰瘍 ノ患者ニハ縞核免疫髄 ノ産

生ハ頗ル顯著デアル。

(7)眼 納核患者二於ケルー般 ノ結核免疫ノ陽性率ハ

全血液内堆殖試験二於テ18.5%補 盟結合反慮二於テ

21.7%デ アyテ 凝集反慮二於テハ52.4%デ ア1レ。

(8)眼 結核患者二於テ・・夫等ノ胸部愛状 ト眼結核 ノ

各種頬 トノ間ニハ免疫學上及ビ相互ノ犠生頻度等 二

於テ大髄交渉 がアルヤウデアル。

(9)今 村 内科二於テ改良サレタSlidecellcultur法

ニ ヨル全血液内二於ケル人型結核菌培養法ハ結核二

封スル診噺的便値多〃、眼結核ノ免疫攣的研究上ニモ

將來不可訣 ノモノデアラウ。

(10)Bouqetu.Nむgreノ 抗原 ヲ以テンタ補髄結合反

鷹ノ・大髄結核特殊性デアツテ診噺的偵値 がアル。シカ

シナガラ該反磨ノ・結核 ノ経過虹二豫後二封スル意養

ノ・未タ●充分デナイカラ將來 ノ研究 二候ツモノ多ク、特

二眼結核二關スル此方面 ノ臨休的研究 ヲ期待 シテヨ

イダラウ。

(11)T.A.C液 ヲ以テ行ツタ凝集反慮ハ未 グ充分二

結核特異デナク、爾ホ今後抗元 ノ改良 ガ必要デー般結

核 ト同時二眼結核患者二於ケル凝集反臓 ノ臨肱的意

義 ノ閑明モ亦將來一層豊富ナ臨躰的研究二倹タナケ

レバナラナイ。(慶 大 菅沼定男抄♪

結膿結楼1=績 襲セル責質性乾燥症 ノ病理組織學

的所見=就 テ

高木諦(日 本眼科學會雑誌、第40巻 、第5號)

15歳 ノ少女、 既二均髄他部二結核病竈 ヲ有ス2v、9P

チ内傳染二因ル左眼ノ結膜結核 デアツテ。 眼瞼皮膚

ノー部及 ビ眼瞼結膜 二潰瘍 ヲ残 シタ外、廣汎ナ簸痕萎

縮 ガアリ、眼球乾燥症 ヲ績 獲シ、之 ト相前後 ヴテ角膜

二帯黄灰 白色 ノ大小不同 ノ斑鮎状楓濁 ヲ獲生シタ。

眼球 ノ組織學的槍査二於テ角膜並二球結膜上皮層ニ

ノ・高度 ノ角化 ヲ認メ、且ツソノ最上暦ニノ・脂肪攣性 ヲ

認メタ。又基底細胞層ニノ・主 トシテ樹枝状二集合 シタ

「メラニソ」色素 が出現シテ居タ、而 シテ臨林上二角膜
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二斑鮎状ノ洞濁ヲ呈 シテ居タ所ハ角膜薄葉間畠層耽

二載債 シタ脂肪デアツテ、此脂肪ハ皿屈折ヲヴタ。之

ハ績城性角膜脂肪沈著デアツテ、ソノ原因ハ圭 トヴテ

高度 ノ胤所刺戟二目リ、角膜實質内新生血管ノ周園二

金箆ノ結核症 ノ随件 トシテ現ハレタ「ヒ!くルコレステ

ミ画」ノ結果、騒鷺乃方沈i著u'ノタモノテ●ア'ラウo

(慶大 菅沼定男抄)
ノ

「レン トがン」治療ノ奏鼓セル眼窩腫瘍欺結穫呂

胱テ

松澤誠逸(中 央眼科書報、第28巻 、第3耽)

患者ハ51歳 ノ婦人デ、2ケ 月前カラ左眼が次第二突

出 ン、2週 間前 カラ覗力が低下erテ 來タコ1・ヲ所へ

内科的昌ハ右肺尖二古イ結核病竃 ヲ醗明 ヴタ。血液ユ

氏反際陰性、ピ氏反鷹中陽性,覗 力右眼1.0.左 眼0。2

右眼ハ金〃呉常ナン。

左眼ハ強ク前方二突出er、 右吸 トノ間二9mmノ 差r

ア リ、 ソノ蓮動ハ谷方向二,特 二外方二障碍サ レテ居

タo

眼球ニハ他畳的二轡化ナカツタが,覗 野二中心暗鮎 ヲ

瞳明 ンタ。

眼球 卜眼窩外下方縁 トノ間二小指頭大ノ腫蕩 ヲ働 レ

タ。之ハ垂 ヲ以テ眼窩内ノ腫傷 二連絡 ヴテ居 タ。

試験切除片 ヲ樵鏡 シタラ定型的 ノ結核腫 デアツタノ

デ 「レソ1・ゲン」治療 ヲ施 シタラ5同 デ全泊 シタ。

(慶大 菅沼定男抄)

一 般 學 術 雑 誌

肺 結棲 ノ診 断 ノー助 トシテ ノ 「グ ル タチ 才 ・コ レ

ス テ ロー ル 」指 数 二就 テ

・L.B6thoux:Contributiona16tudeduterrainetdu

diagnosticaucoursdelatuberculosepulmonaire

chronique.L,indiceglutathio・cholest6rolemique(La

pressemedicale,1936,p.284)

結 核 患 者 ノ血 液 中 ノ「グ ルタ チ オ ン」及 ビ 「コ レス テ ロ

ー ノレ」量 ハ健 康 者 ノ ソ レ等 二比 ス レバ少 イ ト云 フ事 及

ビ結 核 性 愛 化 が進 ム ニ從 ツ テ、 ソ レ等 ノ含 量 モ亦 次 第

二減 少 シテ ユ ク 事 ハ 既 二 明 力 二、 ラ レタ トコ ロデ ア

,レ。 著 者 モ亦67名 ノ女 子結 核 患 者 二就 テ 以 上 ノ關 係

ヲ確 メ タ。 即 チ、コv等 患 者 ヲ ソノ病 状 ニ ヨツ テ4群

二分 チ、 各 々ニツ キ血 液 中 ノ還 元 、 酸 化 、 及 ピ全 「グ

ル タ チ オ ソ」量 並 ビ ニ「コ レス テ ロー,レ」量 ヲ測 定 セ ル

ニ、何 レモ大 開 二於 テ、健 康 者 ノ含 量 ヨ リモ少 ク、且 ツ

輕 症 ヨ リ重 症 二進 ム ニ從 ツ テ、ソ レ等 ノ含 量 モ亦 次 第

i減 少 ス,レ ヲ知 ツ タ。 荷 ホ、GR,GO,GT,及 ビCh

ヲ夫 々血 液1000aα 中 ノ還 元 、 酸 化 、 全 「グ ル タチ オ

ソ」及 ビ「コvス テ ロー ル」ノ含 有 量 ヲmgデ 表 シタ モ

ノト川G播H・Gi掃 しG揚 ぎhノ

式 デ表 サ の レモ ノハ翠 二 「ク・ル タ チ ォ ソ」叉 ハ 「コ レス

テ ロー'レ」ダケ ヲ比較 ス ル ヨ リモ、 更 ニ ソ ノ間 ノ關 係

ヲ明 白 ニス ルモ ノデ ア ソ テ、 之 玩 ヲ著 者 ハ 「グ ル タチ

ォ ・ニコス テ ロー ル」指 鍛 ト名 ヅ ケ タ。 コ ノ指 数 ヲ以 上

ノ結 核 患者 ヨ リ得 テ、 健 康 者 ノ ソ レ ト比 較 ス ル ニ、勿

論 、 結 核 患 者 二於 テ、 ソノ指 歎 小 サ ク、更 二重 症 ニナ

ル ニ從 ツ テ盆 亀小 サ ク ナ ツ テ ユ 〃事 ザ 明 カ ニ ナツ タ.

(傳 研 柳 犀 抄)

人 工 氣 胸 呂 開 ス ル 責 駿 的 研 究

L'eonBinet,JeanVemeetJ.Courtial:Recherches

exp6rimentalessurlapneumothorax:6tudesurle

poumoncollab6(LaPressem6dicale,1936,N。16,

P.297)

實 験 動 物 トシテノ・家 兎 ヲ用e、AndreJousset氏 嘉

胸 器 ヲ用 ヒ テ、 片 側 氣 胸 ヲ 行 ツ タ。 犬 ハ解 剖 學 的 ノ

關 係 デ片 側氣 胸 ハ出 來 ヌ由、 一 同 注 入 量 ハ約30aqデ

之 デ大 胆 肋 膜腔 内座iノ・一氣 歴bナIV。 之 ヲ初 メ ノ間 ハ

ニ 日 ニー 同、 後 ニハ 四 日 ニー 回 反 復 シ、60日 一90日

纈 績 シタ 後、 漉 血 致 死 セ シメ、直 チ ニ雨 側 ノ肺 ヲ比 較

研 究 シタ。 研 究 ノ第 一 ノ・組 織 學 的 ノモ ノデ ア リ、第 ニ

ハ 化學 組 成 二關 ス ル モ ノデ ア ル。

1)組 織 學 的 所 見 。 氣 胸 施 行 側 ノ肺 實 質 ハ外 見上 密 ト

ナ リ多 角形 ノ細 胞 デ填 充 サ レテ 居 ル。此 ノ細 胞 ノ・被 覆

細 胞 デ アル事 ハ確 デ ア,レガ、何 ヵ ラ由來 ジタ カ ト云 フ

鮎 デ ハ議 論 ガ多 イ。著 者 等 ハ並 二多 ク ノ研 究 者 ノ説 ヲ

學 ゲ テ居 ル ザ、要 ス ルハ ー ハ 肺 胞 上 皮 細 胞 ヨ リ生 ジタ

モ ノ ト云 ヒ、他 ハ 氣 管 上 皮 細 胞 ヨ リ來 タ ト云 フ ノデ ア

ル。著 者 等 ハ 無 氣 症 二隔 ツ テ居 ル肺 實 質 ヲ詳 細 二研 究

シ、共 ノ程 度 が或 ル場 合 ニ ハ肺 胞 内 二空 氣 ガ残 存 シ、

ソノ容 積 が縮 小 シテ 居 ル ノ ミ ノ事 モ ア リ叉 或 ル 場 合
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ニハ肺 胞 ノ 構 造 ガ全 ク 愉 失 シテ ・←ル 部 分 ヲ.見 ル事噸

ア,レガ、此 ノ 中間 移 行形 ヲ検 ス ル ト肺 胞 内 轟填 充 ス ル

細胞 ハ肺 胞 上 皮細 胞 二外 ナ ラナ イ事 ガ明 昌 ナ ル。其 ン

謹 慷 トシテ、 著 者等 ハ次 ノ項 ヲ描 ゲ テ居 ル。即 の 此

ノ填 充 細胞 内 二肺 胞 上 皮細 胞 二 特 有 ナ 類 脂鰻 ヲ瞳 明

ス,レ事 ガ出來)v。b)場 所=ヨ リ肺 胞 上 皮細 胞 ・・帥 胞

嚢 基底 部 二塊 状 ヲナ シテ肺 胞 内 二盛 リ上 り、或 ハ又 之

が肺 胞 ヲ填 充 シテ 爾絡 末 小氣 管枝 ノ 部 分 迄 モ 蓮 シテ

居 ル事 ガ アル。 著 者 等 ハ 此 ノ肺 胞 上 皮 細 胞 ノ 壌 殖 ヲ

invitro'ノ 組 織 培 養 二於 テ モ、定 型 的 上 皮 細 胞 性 壁 育

ヲ塗 ゲ得,レ ノノ・肺 組 織 ノ内 呼 吸機 能 二 直接 關 係 ノ,ア

,レ細胞 二 限 ラ レテ居 ル 事 實 ヲ 考 へ 合 セ、 此 ノ場 合 ヲ

invivo=於 クlv肺 ノ組 織 培 養 デ ア ル トyテ 居 ル。

以上組 織 學 的 璽 化 ニ ヨ リ人 工氣 胸 ノ治 療 的 敷果 ノー

部 が説 明 シ得 ラ レル 之 ハ 増埴 セ ル 肺 胞 細胞 ノ防 禦 機

構 及 ビ喰 菌 作用 ヲ考 《・レメ 自 ラ明 デ ア ル。

2)化 學 組 成 ノ璽 化。 著 者等 ハ 組織 内 ノGlycogen及

ビ脂 肪 ヲ染 色研 究 ・yPtカ●Glycogen・ ・沃 度 、或 ・・Best

tCcarmin染 色、何vモ 常 二陰 性 デ ア ツ タb。 反 之脂

肪 ハ正 常 肺 ト萎 縮 セ シメ タ肺 デ ハ含 量 大 二 異 リ、後 者

ノ肺 血 管 中 ニハ、正 常肺 ニハ 見 ラ レナ イ脂 肪 球 ガ存 在

ヴ、高度 ノ脂 肪 栓 塞症 ヲ想 起 セ シメ ル モ ノ が アル。 著

者 等 ハ之 二興 味 ヲ曼 へ 定 量 分 析 ヲ行 ヒ、共 ノ値 ヲ暴

ゲテ ヰル ガ全 肺 葉 ヲ比 較 シテ モ、塵 迫 セ ラ レタ肺 ノ含

量 ハ 正常 側 ヨ リ遙 二多 イ。 彼 等 ハ此 ノ事 實 が 「呼 吸作

用 二關 與 ・yナイ肺 ハ脂 肪 分 解 作 用 ガ減 少 シテ居IV」 ト

云 フH.Roger等 ノ説 ヲ確 謹 シタ モ ノ ト述 べ テ 居,レ。

(傳 研 中 山抄)

眼科 領 域 呂 於 ケ ル 結 核 及 ピ其 「サ ナ トリウム 」療

法 二就 テ

G.Weill:LesManifestationsoculairesde.1atuber

culoseetleurtraitementdanslessanatoria(LaP・

ressem6dicale,1936,N。25,p.502)

眼科 領域 二於 ケ ル結 核 デ 最 モ 多 イ ノハ 葡 萄 膜 ノ 疾 患

デ他 ノ部 ハ 絵 り重 要 デ ノ・ナ イ。葡 萄 膜 炎 ノ病 原 二關 シ

テハ 古 ク ハ佛 國 デ ハ徽 毎、 僕 麻 質斯 二重 キ ヲ置 キ、蜀

逡 、和 蘭、 瑞 西 等 デ ハ結 核 ニ ヨ ル モ ノ トシ,米 國 デ ハ

F㏄alinfection二 擦 ヅ テ 説 明 サvテ 居 タ。 現 今 デ ハ

葡萄 膜 炎 ハ種 々 ノ原 因 デ起 ル が、結 核 ト徴 毒 が最 モ多

イ事 が知 ラ レテ 居 ル。且 ツ此 ノ雨 者 ノ鑑 別 診噺 ハ 時 二

非 常 二困 難 ナ事 ガ アル。共 ノ原 因 ノー トシデ眼 科 二於

クル結 核患 者 ハ肺 臓 ニハ活 動 性、進 行 性 ノ結 核 病 璽 ヲ

録 1認1

示ズ事ハ扁デアル。然 シ詳纐 昌槍NZJレ ト太郁分(60

騨90%)ハ 結核特S淋 巴腺鰭核 ト㎜傑がアル
.斯 ク葡

萄膜疾患ノ大多鍛が結核性 デアル ト云フ富 ガ永 ラク

不明デアツタ爲今 日迄之二高山療養 ヲ試 幻レ人ハナ

カツタ。極 ク最近瑞四デ行ハ レタ箱果ノ・非常昌良好勢

アツタ。Werdenberg(Davos)・ ・之二聞 シ堂々タル

続計噸 ツテ本來 ・眼科的泊療 塙 原僻 ヲ加^テ

得 タ成績 ヲ示 シテ居ル。之響ヨ,レト失明ハ免 レナイト

考ヘラレタ患者が多鍛鯉快或・・金治 シテ居ル.著 者ノ・

佛回ニノ、:海岸療養所 ガ多クアリ脚臓以外ノ結核 二封

ヴテハ敷果 ヲ認メラレテ居ルノデ、此 ノ場合モ之 ニー

考 ヲ擁 フ必嬰ガアル ト云ツテ居ル。 ∴

(傳研 中山抄)

肋旗癒著剥離術施行後ノ紳狸障碍二就テ

0.M.Mistal:Lescomplicationssenerveusespouvant

esproduireaucoursdelaliberatiopd'adh6renceg

pleurales.(LaPressem6dicale,1936,N。4,p.73.)

肋膜癒著焼切術ノ駁蓮二從ヒ、完全氣胸 ヲ行 ヒ得ル例

ガ壇 シ、從ツテ人工氣胸 ノ豫後ノ・非常二良好ニナツテ

來タ.然 シ、之二件 ツテ新タナ障碍 ヲ見ルニ至ツPt.Z

此 ノ内紳経障碍ハ豪生 ノ頻度ノ・少 イガ症状 が長ク績

キ患者二苦痛ヲ奥ヘル鮎デ看過 シ難イモノがアル。之

ヲ,豫防スルニハ、手術者ノ局所解剖學的知識二候ツ外

ハナイ.此 ノ意味デ著者ハ特二綿脛系ノ胸廓内局所解

剖學的關係 ヲ詳細二述べテ居ル。次デ各紳経群 ノ障碍

例 ヲ引用 シ、之 ヲ批剃 シテヰ,レ。先ヅ第一が、迷走帥

経、横隔膜紳経及 ビ同蜥1脛 、Lowys等 ノ・横隔膜 ト肋

膜 ノ癒著ヲ剥離 シ,」空洞 ヲ完全二消失セシタメガ手衡

日ヨリ患者ハ獲聲不能 トナ リ、聲帯ハ不動 トチリ、左

側聲帯ノ疾痒セル例 ヲ報 ジテヰル此 ノ症状バー年後

モ同檬デ大聲 ヲ.縢スル 時ハ音色ガニ檬 ニナツタ ㌧`;

著 者ハ之ノ・蓮隔部ノ肋膜焼切 ガ腓脂組織蟹生ヲ促 シ

テ同幡紳経 ヲ癒著セ・yメタ ト考ヘテ帰ル。Glozハ 縦

隔賓 二近 イ後部ノ廣般 ナ癒著 ヲ剥離 シテ居ル内患者

ガ登汗 シ、聲 が榎 レテ來タ例 ヲ報告 シテヰル。大盟、

同鮪憩経麻癖ノ・手術 ノ翌 日横隔膜憩経 ノ麻癖・・モッ

b後 二現v,レ ト。次二醇紳経叢、Zimmermann二 擦

レバ肺尖外側ノ癒著剥離二際 シテ傷害 ヲウケ易 ク、症

状ハ腕及ビ手ノ麻癖、終痛、蟻走感一過性或ハ永績性

ノ由。肋間紳輕:胸 壁肋膜 ト肺肋膜 ノ癒著ヲ剥離スル

場合二起 リ手術後数日績 キ壁散性 ノ終痛ハ同側腰内

側迄達 シ蟻走感等ヲ起ス。
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爽感瀞縫、之2・最患少イZimmermannノ 例 ハ脅静脈

(v.azygos)ノ 近 ク、厚 イ癒蔚膜 ヲ剥 シタノデアルガ

手衡後敬 日患者ハ右眼ノ覗力減少 ヲ訴ヘボ喧孔縮小、

眼瞼下蕪、瞼裂挾小等ノHomerノ 症候群 ヲ現V、

此 ノ1ケ 年以上持績 ・Yタ。著者ハ之 ヲ第四、第五胸椎

商二於ijJV放 射熱力1交感帥脛二作用 シテ起ツタ唖ノ

トヴテ居'レ。亭上ヨリ特者ハ肋膜癒著剥離術ハ必ズ然

ル ベ キ專 門 寮 ニー・任 ス ベ キ 伊 アル ト云 ツ テ居 ル。

(傳 研 中 山抄)

肺 網 核 症 ノ統 計 的 観 察

岡 野良 伺 、(十 金 會 雑 誌 、41.6.1935.)

1.自 大 正13年 初 秋 至昭 和8年 末 大 里 内科 入 院 患 者

総 数4,197例 中肺結 核 患 者 ノ・950例 、 即 チ23.396二

相 當 ス ル。 叉 該 期 間 ノ大 里 内 科 全 外 來 患 者 ノ41.8%

二當 ル。

2・ 性 別 デ ・・、 男 性66.0%二 封 シ、 女 性34.0%デ ア

リ、 年 齢 的 ニ ハ15-一一25歳 ニテ 最 高 卒 デ アlv。

3.肺 結 核 症 ノ内 、肋膜 炎 二既 往症 ヲ有 ス ル者23.3%

デ ア ル。

3.全 肺 結 核 症 例 中、 第ll期 最 モ多 ク(459例)、 第1

期 者 之 二亜 ギ(274例)、 第 皿期最 モ少 ク217例 デ ア

ル。

5.血 液 型 ・・A型(40.2%)最 モ多 ク、B型(25.6%)、

0型(23.1%)、AB型(11.1%)ヲ 示 ス。

6。Pirqu6t反 慮 陰 性 者 ・・病 機 蓮 行 ヲ意 味';/、 豫 後比

較 的 悪 イ。 反 之 弧 陽性 者 ノ豫 後良 シ。

7・ 血 球 沈 降 速 度 ノ・病 竈 範 園 ノ櫨 張 ニツ レテ、 速 進 度

強 ク、殊 二惨 出型 二著 シ イ。 有 熱 患 者 ノ・無 熱 患者 ヨ リ

モ速 進度 大 デ ア リ、結 局病 機 ノ輕 快及 ビ堵 悪 ニー 致 シ

テ遅 延 或 ノ・速 進 ス ル モ ノデ ア ル。

8・ 空 洞 性 結 核 患 者 ノ豫 後 一般 二悪 ク、 遠 隔 成 績 二於

テ76.6%ノ 死 亡 李 ヲ示 シテ ヰ ル。年 齢 的 ニハ21-30

歳 最 モ 最 ク、女 子 ヨ リモ男 子 二多 ク、且 ツ右 側 二多 イ。

9.老 人 性 結 核 ハ 成 人結 核 、 青 年 結 核 、 幼 年結 核 等 ヨ

リモ比 較 的慢 性 型 多 ク、豫 後 モ割 合 二良 〃、 生存 期 間

モ相 當 永 キ事 ヲ知 リ、臨 肱 上 左 程 憂 慮 ス ベ キ モ ノデ ハ

ナ イ。..●

10・ 血 液 所 見 二於 テ、赤 血 球 数 ハ病 機 進行 ニツ レテ幾

分減 少 ノ傾 向 ニ ア リ、 白血 球 敷 ・・反 之 シ テ15,000以

上 トナ レバ豫 後不 良 ナ リ。 血 色 素 モ 同糠60%以 下 ノ・

・一・・:般二 豫 後 ハ 悪 イ。 中性 嗜 好 性 細 胞80%以 上 ハ豫 後

悪 ク、竃淋 巴球 ノ減 少 殊 二消 失 ハ 豫 後 ノ不 良 ヲ意 味 ス
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ル.「 エオジソ」嗜好性細胞雌 ビニ「モノチーテン」ノ

減少及ど滑失唖亦同横デアル.何 レ昌セ監 飾結核痘

ノ病機鵜師 ノ貼ハ.赤 血域 ヨリモ實昌白血珠厳 ノ如何

二存スル.

11.退 院時 二於ケPレ轄鱒ノ・.全儂88%.輕 快49.6%.

不愛27.1%、 賑化4.O%,死 亡10.5%ゲ アル.

12.蓮 隔成績ハ入院年度 ニヨル死亡奉=ハ 大差ナ〃。

健存者ノ・46.4%、 死 亡者ノ・48.8%YアV.夫 等 ノ纏

テノ・退院後7ケ 年以内=死 亡 シテヰrv。夫等!死 亡時

病名へ 全テ結核性デア〃ガ直接死因ガ他疾患 ニアリ

ト推測サvertノ ノ・8.3%デ ァrv。 、

13。 人工瓢胸禦法ニヨリー般症賦輕快セルモノ.1側

性ノ・78.696.雨 側性ハ56。5%.謬 出液嚢生奉ハ1側

性殊 二左側 二多ク、女子ハ男子 ヨリモ嚢生寧大 デア

ル●

14.人 工大陽燈療法 ヲ施行tvモ ノへ 遙院時及ピ

遠隔成綴共二最良 ノ成績 ヲ得タ。特 二1,H期 ノ停止

型ニテ然 ウデアル。

15.「 〃ロー)vカ ル シ昂一ム」治療成績ハ退院時韓鱒 ニ

ヨレバ、輕快55.296、 死亡6.6%デ アル。

16.「vソ トゲソJ線治療成棲ハ退院時轄鯖 ニヨv〆,

軽快率65.0%デ アPl1h'、蓮隔成績死亡李ハ49.0%デ

アツテ、人工氣胸、太陽燈.「クロールカルシユーム」治

療成績二比ス11バ 、卿 力劣勢デアルガ、著者ハ、各種

治療成績 ノ優劣 ヲ論ゼムヨリへ 寧 ロ可及的早期二、

個々二封 シテ適切ニシテ徹底セル治療法 ヲ諺ジ、以テ

病機ノ進展ヲ防止セム事ノ緊要ナル事 ヲ述ベテヰル.

(大里内科 倉重抄)

結楼感染家兎二於 ケル 皮下組織球性細胞ノ貧喰

能呂就テ 　

武居市重、(十 全會雑誌、41.7.2140.1936.)

著者 ノ・健康家兎二1-一一2mgノ 牛 型結核菌ヲ1-2同 静

脈内二注入 シ、該家兎 ノ弊死スルニ至ル迄、皮下組織

球細胞 ノ墨粒貧喰能 ヲ検索シテ次 ノ檬ナ成綾ヲ得タ。

1・ 結核感染家兎二於ケJV皮 下組織球墨粒貧喰能ハ結

核菌注入後、漸次充進 ・y.實 験第12日 前後二於テハ

最高二達 ・y、i野照二比 シ10-23%機 能充進 ヲ示シタ。

然ル後、組織球寅喰能ハ再 ビ漸次二低下 シテ野照二近

ヅクモ、一般 二弊死時 二至ル迄封照ヨリモ爾機能元進

ヲ保持 シテキ,レ。他方實験第12日 二於テ結核菌2mg

ノ第2同 静脹内注射 ヲ施セJV家 兎2頭 二於 テハ夏二

機能元進 ヲ示 ・y、最高40-44%ノ 墨粒貧喰能ノ増進
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ヲ示 ・y、其ノ死亡前二於テモ、針照二比 ン、10-33%

ノ機能元進 ヲ示 シタ。

2.固 着性組織球性細胞 ハ・一般 二機能元進ノ程度 ト略

ζ虹行 シ細胞盤盆 ζ大形 トナ リ、集團状叉ノ・連餓肌昌

多数 ヲ認メ、堆殖 ヲ思ハシムル所見がアル。馳髄内昌

ハ顧粒 ヲ増 シ、「ノイ トラルロー ト」二染色良好ナリ.

著者ノ所謂 「モノチーテソ」ト柵セ'レ極小型圓形細胞

モ数ヲ壌 シ、遊離組織球モ多敷豪現 シ、雨細胞ハ極メ

テ強キ貧喰能 ヲ示 ンタ。實験後牛二機能低下 ヲ示γタ

ル場合、之亭反 シ固著性細胞ハ小形細長 トナ リ、菲薄

ノ感 ヲ」曾シ、頴粒 ヲ減 ジb「ノイトラルロd・一一一ト」超生儘

染色不良 トナリ、著 シク 「フイプロプラステソ」二類

似ノ形態 ヲ呈スルモノがアル。遊離組織球ハ認メラレ

ナイ。「モノチ爾テソ」ハ減数 シ、貧喰機能 ヲ殆 ド認 メ

ナイ。

3.以 上ノ實験成績 ・・化膿菌感染家兎1二於クル所見

(著者敢室業療)ト 全クー致セル所 ナリトイフ。

(大里内科 倉重抄)

結穫症=於 ケル重外線紅斑呂就テ

本田順一IRI!;,(十全會雑誌、41.7.1936.)

結核患者二就テ、茎外線紅斑試験 ヲ行 ヒ、結核過程 ト

茎外綜紅斑 トノ關係ヲ研究 シタ。 即チ季節、年齢、性、

饅質等ノ外因的乃至生理的要因 ト茎外線紅斑 トノ關

係ヲ再櫨討シテヰル。

之二損 リテ、 『結核個饅ノ病機過程』ハ、茎外線紅斑二

封シテハ、上違季節、年齢、性、盟質等ノ諸要因ヲ凌

駕スル影響 ヲ有スルモノナル事 ヲ明ニシタ。即チ、治

餓

癒傾向多キ初期縞核ニテハ、健康者 ノ駁現朕態 二近

久 結犠過糧 が蟷行スルニ伴ヒ観敏化ス.■ 症締核症

ニテハ著 ンク憂態 ヲ取ル。嘔度 ノ結核過軽昌テハ,抑

制セラレ、共 ノ紅斑活澱ナラザルコトアリ。叉■症結

棲タル ト、鯉症結核タル トヲ問ハズ、紅斑反息ノ不明

瞭ナル掲合ニハ,蓋 外線隔射昌際 シテハ却テ被刺戟性

ヲ有スル。同一個膿二於テ毫結核過程 ノ愛化 ト共二蓋

外線反慮ノ愛化 ヲ置明ヴタ。(大 里内科 倉■抄)

結穫症呂於 ケル肺門部蛇呂腸間膿淋巴腺 ノ痢瑠

鵤創學的並=組 織學的研究

其1.陳 奮ナル痢竈ノ逼命

岸秀男、(十 全會雑誌、41.6.1936.)

著者 ハ、結核性病竈 ノ陳奮ナルモノニテ石灰枕著、骨

化等 ヲ來ス事ノ・從來知 ラレタル所ナルモ、果シテ常二

永 ク斯 カル形態 ヲ保チテ残存 スルモノナ リヤ否ヤニ

就イテ興味 ヲ感ジ、表題ノ研究 ヲ企圖 ンテヰル。本麓

ノ結論二櫨 レバ、陳藷ニシテ石灰洗著セル淋巴腺 ノ結

核性病竃ニハ

1・ 非特異性ノ肉芽組織侵入 シ、之ニヨリ脱灰吸牧現

象起 り、從ツテ多数 ノ結核菌ガ侵入 シ得ル.

2・ 組織球ニヨル侵蝕性ノ脱灰吸歌現象モ起 リ得ル。

3・ 雑菌ノ混合感染がア)v場 合ニハ、軟化現象モ亦起

り得ル。

伺、著者ハ上記現象 ノ蟹生 ト個饅 ノ盟質 トノ間二相互

蘭係 アラム事 ヲ推論 シテヰ〃.

(大里内科 倉重抄)




